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は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❸
百
済
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響

❶
日
本
最
古
級
の
木
簡　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

❹
黎
明
期
の
日
本
古
代
木
簡

❷
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘

　
　
　
　
　
お
わ
り
に

　

日
本
最
古
級
の
木
簡
の
再
検
討
、
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
墨
書
銘
の
再
釈
読
、
百
済
木
簡
と
の
比
較

研
究
な
ど
を
通
じ
て
、
日
本
列
島
に
お
け
る
木
簡
使
用
の
開
始
お
よ
び
展
開
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
次
の
よ

う
な
結
論
を
得
た
。

　

①
日
本
列
島
に
お
け
る
木
簡
使
用
は
、
王
仁
や
王
辰
爾
の
伝
承
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、
百
済
を
中
心
と
す
る

朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
人
々
を
通
じ
て
、
早
け
れ
ば
五
世
紀
代
に
、
遅
く
と
も
六
世
紀
後
半
に
は
開
始
さ
れ

た
。
具
体
的
な
証
拠
物
に
よ
っ
て
は
裏
づ
け
ら
れ
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
や
そ
の
後
の
状
況
な
ど
を

総
合
す
る
と
、王
都
と
そ
の
周
辺
部
、屯
倉
を
中
心
と
し
た
地
方
拠
点
で
、限
定
的
に
使
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
該
期
に
は
、
主
と
し
て
物
や
人
の
管
理
に
関
わ
っ
て
、
音
声
で
は
代
用
で
き
な
い
事
項

を
中
心
に
、
記
録
木
簡
が
先
行
す
る
形
で
使
用
さ
れ
と
推
測
さ
れ
る
。

　

②
六
四
〇
年
代
頃
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
木
簡
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
木
簡
の
存

在
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
場
所
は
、
基
本
的
に
飛
鳥
・

難
波
と
い
っ
た
王
都
と
そ
の
周
辺
部
に
と
ど
ま
り
、
依
然
と
し
て
大
き
な
広
が
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
出
土
点

数
も
微
々
た
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
文
書
・
記
録
・
荷
札
・
付
札
・
習
書
・
そ
の
他
の
木

簡
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
つ
な
が
る
木
簡
使
用
が
認
め
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
木
簡
の

内
容
を
具
体
的
に
み
る
と
、
そ
の
後
の
木
簡
と
比
べ
て
、
典
型
的
な
書
式
に
も
と
づ
い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
が

少
な
く
、
や
や
特
殊
な
場
面
で
使
用
さ
れ
た
木
簡
の
比
率
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
常
的
な
行
政
の
場

で
木
簡
を
使
用
す
る
機
会
が
、
の
ち
の
時
代
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

③
天
武
朝
（
六
七
二
│
八
六
）
に
な
る
と
、
木
簡
の
出
土
点
数
が
爆
発
的
に
増
大
し
、
紀
年
銘
木
簡
も
天
武

四
年
（
六
七
五
）
以
後
連
続
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
木
簡
が
出
土
す
る
遺
跡
も
、
王
都
と
そ
の
周
辺
部
に

限
ら
れ
な
く
な
り
、
地
方
へ
の
広
が
り
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
木
簡
の
種
類
・
内
容
に
注
目
す
る
と
、
荷
札

木
簡
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
前
白
木
簡
な
ど
上
申
の
文
書
木
簡
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
記
録
木

簡
や
習
書
木
簡
も
頻
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
下
達
の
文
書
木
簡
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
木
簡

文
化
の
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
背
景
と
し
て
、
日
本
律
令
国
家
の
建
設
に
と
も
な
う
地
方
支
配
の
進
展
・

文
書
行
政
の
展
開
が
あ
っ
た
。
天
武
朝
と
そ
れ
に
続
く
持
統
朝
（
六
八
七
│
九
七
）
に
は
、日
本
と
中
国
（
唐
）

と
の
間
に
国
交
は
な
く
、
新
羅
と
の
直
接
交
渉
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
渡
来
人
の
子
孫
や
亡
命
百
済
人
な
ど
の
知

識
を
総
動
員
し
な
が
ら
、
国
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
当
該
期
の
木
簡
に
は
、
韓
国
木
簡
の
影
響

が
色
濃
い
。

　

④
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
な
る
と
、
約
三
〇
年
ぶ
り
と
な
る
遣
唐
使
の
任
命
（
天
候
不
順
の
た
め
、
派
遣

は
翌
年
に
延
期
）、
大
宝
律
令
の
制
定
・
施
行
、
独
自
年
号
（
大
宝
）
の
使
用
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
従
来
の

よ
う
な
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
中
国
の
古
い
制
度
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
最
新
の
中
国
制
度
を
直
接

摂
取
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
木
簡
の
表
記
・
書
式
・
書
風
な
ど
の

面
で
、
同
時
代
の
唐
を
模
倣
す
る
動
き
が
現
れ
、
か
つ
て
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
が
や
わ
ら
ぐ
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
日
本
最
古
級
の
木
簡
、
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘
、
百
済
木
簡

﹇
論
文
要
旨
﹈
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は
じ
め
に

　

日
本
列
島
に
お
け
る
文
字
使
用
の
開
始
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
、
出
土
資
料
を
も

と
に
議
論
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
議
論
に
際
し
て
は
、
文
字
の
使
用
は
外
部
と

の
通
交
を
契
機
と
し
て
開
始
さ
れ
た
が
、
文
字
の
内
部
化
は
自
然
発
生
的
に
徐
々
に

浸
透
す
る
も
の
で
は
な
く
、
政
治
的
技
術
と
し
て
一
挙
に
始
ま
っ
た
、
と
み
る
神
野

志
隆
光
氏
の
よ
う
な
視
点

）
1
（

を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

日
本
列
島
に
お
け
る
初
期
の
文
字
資
料
と
し
て
、金
印「
漢
委
奴
国
王
」（
五
七
年
）、

銅
銭
「
貨
泉
」（
一
四
│
二
五
年
）、
銅
鏡
の
銘
文
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
は
大
陸
か
ら
の
伝
来
品
で
あ
り
、
日
本
列
島
に
お
け
る
文
字
使
用
を
考
え
る
直

接
の
素
材
と
は
な
ら
な
い
。
近
年
、
三
雲
遺
跡
（
福
岡
県
前
原
市
）、
片
部
遺
跡
（
三

重
県
松
阪
市
）
を
は
じ
め
、
列
島
各
地
で
文
字
が
記
さ
れ
た
二
〜
四
世
紀
の
土
器
が

発
見
さ
れ
て
い
る

）
2
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
平
川
南
氏
や
東
野
治
之
氏
ら
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
こ
れ
ら
は
一
文
字
だ
け
し
か
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
狭
義
の
文
字
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
記
号
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
で
あ
る

）
3
（

。
ま
た
、
柳
町
遺
跡
（
熊
本
県

玉
名
市
）
か
ら
出
土
し
た
四
世
紀
初
頭
頃
の
木
製
短
甲
留
具
に
は
、
横
方
向
に
四
文

字
相
当
の
墨
書
が
認
め
ら
れ
、
一
番
最
後
（
左
端
）
は
「
田
」
字
の
よ
う
に
も
み
え

る
。
だ
が
東
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
四
文
字
か
ら
な
る
意
味
の
あ
る
文
章
な
い

し
語
句
を
書
く
と
す
れ
ば
、
縦
方
向
に
文
字
を
記
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
横
方

向
に
な
っ
て
お
り
、
狭
義
の
文
字
が
記
さ
れ
た
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。

　

日
本
列
島
で
文
字
が
確
実
に
使
用
さ
れ
た
の
は
五
世
紀
以
後
で
あ
る
。
稲
荷
台
古

墳
（
千
葉
県
市
原
市
）
出
土
鉄
剣
銘
、稲
荷
山
古
墳
（
埼
玉
県
行
田
市
）
出
土
鉄
剣
銘
、

江
田
船
山
古
墳（
熊
本
県
菊
水
市
）出
土
鉄
刀
銘
が
、五
世
紀
の
代
表
的
事
例
で
あ
る
。

三
上
喜
孝
氏
が
森
下
章
司
氏
の
見
解
を
援
用
し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
五
世

紀
代
の
文
字
は
、
刀
剣
・
鏡
と
い
っ
た
呪
術
性
を
備
え
た
器
物
に
、
系
譜
表
現
や
功

績
の
顕
彰
・
吉
祥
句
な
ど
を
刻
ん
で
、
下
賜
品
・
贈
答
品
と
し
て
各
地
域
の
支
配
層

に
伝
播
す
る
と
い
う
特
徴
を
も
ち
、「
政
治
的
儀
礼
」
の
場
と
不
可
分
な
文
字
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る

）
4
（

。

　

日
本
列
島
に
お
い
て
、
三
上
氏
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
「
統
治
手
段
と
し
て
の

文
字
」が
明
確
に
現
れ
る
の
は
七
世
紀
頃
で
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
指
標
と
な
る
の
が
、

墨
書
さ
れ
た
木
片
、
す
な
わ
ち
木
簡
に
他
な
ら
な
い
。
日
本
古
代
国
家
の
完
成
形
態

と
も
い
う
べ
き
律
令
国
家
は
、
文
書
行
政
の
シ
ス
テ
ム
に
則
っ
て
国
家
機
構
を
運
営

し
、
人
民
を
統
治
す
る
体
制
を
と
っ
た
が
、
紙
の
文
書
の
み
な
ら
ず
、
木
簡
を
大
量

に
使
用
し
た
。
木
簡
は
日
常
的
な
行
政
の
場
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
れ
だ

け
に
文
字
の
普
及
度
合
い
を
考
え
る
上
で
格
好
の
素
材
と
な
る
。

　

現
在
、
日
本
に
お
け
る
木
簡
の
出
土
点
数
は
、
小
断
片
や
削
屑
も
含
め
て
三
八
万

点
以
上
に
も
達
す
る
が
、確
実
に
は
七
世
紀
以
後
の
木
簡
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
韓
国
で
は
、
約
七
〇
〇
点
の
木
簡
し
か
出
土
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
六
世
紀
代
の
木
簡
が
各
所
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
日
本
と
韓
国
と
で
実
に

一
〇
〇
年
も
の
時
間
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
一
体
何
を
物
語
る
の
か
。

　

本
稿
で
は
、
黎
明
期
の
日
本
古
代
木
簡
を
取
り
上
げ
、
い
か
に
し
て
日
本
で
木
簡

が
使
用
さ
れ
始
め
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
を
検
討
し
た
い

）
5
（

。
史
料
的
制
約
が

大
き
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
従
来
の
研
究
で
は
大
局
的
視
野
に
立
っ
た
考
察
が
主
流
で

あ
っ
た
が
、
本
稿
で
は
可
能
な
か
ぎ
り
史
料
に
即
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

　

な
お
、
日
本
古
代
木
簡
の
出
典
を
示
す
際
に
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料

館
の
二
〇
一
〇
年
度
秋
期
特
別
展
示
図
録
『
木
簡
黎
明
』（
二
〇
一
〇
年
）
に
示
さ

れ
た
木
簡
番
号
に
よ
る
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
七
世
紀
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て

の
代
表
的
な
日
本
古
代
木
簡
が
一
堂
に
会
し
た
。
図
録
に
は
最
新
の
研
究
成
果
を
踏

ま
え
た
解
説
が
施
さ
れ
、
現
在
の
研
究
の
到
達
点
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
図

録
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
日
本
古
代
木
簡
に
つ
い
て
は
、木
簡
学
会
編
『
木
簡
研
究
』

は
「
木
」、
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
』
は
「
飛
藤
」、
同
『
藤
原

宮
木
簡
』
は
「
藤
」、
同
『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
は
「
飛
」、

同
『
評
制
下
荷
札
木
簡
集
成
』
は
「
荷
」
な
ど
の
略
記
号
を
用
い
る
。
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［黎明期の日本古代木簡］……市 大樹

❶
日
本
最
古
級
の
木
簡

　

1　

史
料
の
提
示

　

本
章
で
は
「
日
本
最
古
級
の
木
簡
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
を
整
理
し
た
い
。

別
掲
の
史
料
1
は
、
日
本
最
古
級
と
み
ら
れ
る
木
簡
を
、
遺
跡
・
遺
構
別
に
整
理
し

た
も
の
で
あ
る

）
6
（

。
考
察
に
先
立
っ
て
、「
日
本
最
古
級
」の
中
身
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

　

現
在
、
年
紀
の
書
か
れ
た
最
も
古
い
木
簡
は
、
14
前
期
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）
北

西
隅
部
付
近
の
谷
1
第
一
四
層
か
ら
出
土
し
た
№
29
で
あ
る
。
栄
原
永
遠
男
氏
に
よ

る
詳
細
な
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
そ
の
概
要
を
述
べ
て
お
こ
う

）
7
（

。

　

本
木
簡
は
、
文
字
の
太
さ
・
墨
色
の
濃
淡
・
字
配
り
な
ど
の
面
か
ら
、
四
回
に
わ

た
る
書
記
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。表
面
に
関
し
て
は
三
回
分
の
書
記
が
考
え
ら
れ
、

こ
の
う
ち
下
半
分
の「
戊
申
年
」以
下
が
最
初
の
記
載
と
な
る
。
別
筆
1
は
下
の「
戊

申
年
」
の
「
戊
」
字
を
真
似
て
お
り
、
別
筆
2
は
「
稲
」
字
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

別
筆
1
・
2
は
と
も
に
文
字
が
少
し
斜
め
方
向
に
書
か
れ
て
お
り
、
の
ち
に
追
記
さ

れ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
最
初
の
記
載
と
な
る
「
戊
申
年
」
以
下
は
、
左
側
に
文

字
の
一
部
が
残
る
た
め
、
本
来
は
二
行
以
上
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
端
か
ら
約

七
セ
ン
チ
も
下
が
っ
た
位
置
か
ら
文
字
を
書
き
出
し
て
い
る
が
、
当
初
は
そ
れ
な
り

に
大
型
の
木
簡
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
特
に
問
題
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
「
戊
申
年
」
に
関
し
て
は
、
干
支
年
号
が
七
世
紀
以
前
に
広
く
使
用
さ
れ
た
こ
と
、

「
戊
」「
年
」
字
が
七
世
紀
に
類
例
を
も
つ
特
徴
的
な
字
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
化

四
年
（
六
四
八
）
を
指
す
と
み
て
間
違
い
な
い
。
本
年
は
乙
巳
の
変
の
三
年
後
に
あ

た
る
。
新
た
に
即
位
し
た
孝
徳
天
皇
は
、
大
化
元
年
の
末
に
飛
鳥
か
ら
難
波
へ
遷
都

し
て
い
る
（『
日
本
書
紀
』
大
化
元
年
一
二
月
癸
卯
条
）。
遷
都
当
初
は
難
波
小
郡
を

改
造
し
た
小
郡
宮
を
主
に
使
っ
た
が
、
や
が
て
難
波
長
柄
豊
埼
宮
の
本
格
的
な
造
営

に
乗
り
出
す

）
8
（

。
難
波
長
柄
豊
埼
宮
こ
そ
、
木
簡
の
出
土
し
た
前
期
難
波
宮
跡
に
他
な

ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
「
戊
申
年
」=
大
化
四
年
を
強
く
傍
証
し
て
い
る
。

　

し
か
し
簡
単
に
、
№
29
は
大
化
四
年
（
六
四
八
）
の
木
簡
で
あ
る
と
は
断
定
で
き

な
い
。
№
29
の
出
土
し
た
遺
構
か
ら
は
、
六
六
〇
年
代
頃
と
み
ら
れ
る
土
器
が
多
数

出
土
し
て
お
り

）
9
（

、
一
〇
年
以
上
の
ズ
レ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

実
は
木
簡
の
年
代
を
考
え
る
際
、
厳
密
に
は
、
A
木
簡
に
書
か
れ
た
年
代
、
B
木

簡
に
文
字
を
書
い
た
年
代
、
C
木
簡
が
棄
て
ら
れ
た
年
代
、
の
三
つ
を
区
別
す
る
必

要
が
あ
る
。
№
29
の
場
合
、
A
が
六
四
八
年
で
あ
る
こ
と
は
動
か
な
い
が
、
C
は

六
六
〇
年
代
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
A
と
C
は
か
な
り
の

時
間
差
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
B
で
あ
る
。
№
29
は
二

行
以
上
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、記
録
木
簡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い

）
10
（

。
ま
た
、

記
録
木
簡
の
場
合
、
過
去
の
年
代
が
記
さ
れ
る
こ
と
も
皆
無
で
は
な
い
。
過
去
の
年

代
で
は
な
い
と
し
て
も
、
№
29
は
全
部
で
四
回
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
お
り
、
B
に

一
定
の
幅
が
見
込
ま
れ
る
点
に
も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
本
来

「
戊
申
年
」
以
下
の
記
載
は
裏
面
に
続
い
て
い
た
が
、
の
ち
に
裏
面
の
墨
書
が
削
り

取
ら
れ
、
別
筆
2
・
3
の
記
載
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
№
29
の
年
代
を
厳
密
に
特
定
す
る
の
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
が
、
最

初
の
記
載
が
戊
申
年
（
六
四
八
年
）
に
な
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。
の
ち
に

「
戊
申
年
」
と
い
う
過
去
の
年
号
が
記
さ
れ
た
の
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
極
端
に

新
し
く
な
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
意
味
で
、
№
29
は
日
本
最
古
級
の
木
簡
と

い
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
。
№
29
と
共
伴
し
て
三
二
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
も
日
本
最
古
級
の
木
簡
と
な
る
。
だ
が
№
29
を
根
拠
に
し
て
、
他
の
木
簡
も

六
四
八
年
前
後
の
も
の
で
あ
る
、
と
即
断
で
き
な
い
点
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

二
番
目
に
古
い
年
紀
を
も
つ
木
簡
は
、
19
三
条
九
ノ
坪
遺
跡
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）

旧
流
路
S 

D
〇
一
か
ら
出
土
し
た
№
50
で
あ
る

）
11
（

。
こ
の
旧
流
路
か
ら
は
弥
生
時
代
末

か
ら
奈
良
時
代
に
か
け
て
の
土
器
が
出
土
し
て
い
る
。
年
号
で
「
三
」
の
つ
く
「
壬

子
年
」
と
し
て
は
、
白
雉
三
年
（
六
五
二
）
と
宝
亀
三
年
（
七
七
二
）
の
二
つ
が
あ

る
。
旧
流
路
か
ら
出
土
し
た
土
器
は
、
古
墳
時
代
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
の
も
の
が
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1
上
之
宮
遺
跡
（
奈
良
県
桜
井
市
）

　
　

園
池
遺
構　

一
点

      

　

１　

別
□〔

金
ヵ
〕塗

銀
□
其
項
□
頭
刀
十
口 

091　

黎1

号

2
山
田
寺
跡
下
層
（
奈
良
県
桜
井
市
）

　
　

斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
六
一
九　

四
八
点

　

２
・
見
悪
悪

    

〔ヵ
身

〕

　
　

・
□
身
身
□

□
□
□

 〔
為
ヵ
〕

 

（116

）×（39
）×3　

065　

黎2

号

　

３
・
耳

　
　

・
□
□ 

（49

）×（23

）×2　

081　

飛
藤1-1441

号
     　

　
　

  

　

４  

□〔
城
ヵ
〕城

□〔
城
ヵ
〕城

城
城
□〔

城
ヵ
〕

  
091　

飛
藤1-1442
号

　

５　

城
城
城
城 

091　

黎3

号

　

６　
　

□
（
天
地
逆
）

　
　
　

城
城
城
□ 

091　

黎4

号

　
　

 

　

７　

□〔
城

□城
□
□

城
ヵ
〕 

091　

黎5

号

　

８　

□　

□

　
　
　

□　

□　

□〔
城
□ヵ

〕 
091　

黎6

号

   　
　

９　

□〔
城

□城
ヵ
〕

 
091　

飛
藤1-1447

号

                                                
   　

　

10　

□〔
城

□城
ヵ
〕

 
091　

黎7

号

   　
　

11　

□〔
城

□ヵ
〕 

091　

黎8

号

12　

□〔
城
ヵ
〕 

 
091 

飛
藤1-1450

号

3
阿
倍
山
田
道
第
八
次
調
査
（
奈
良
県
桜
井
市
）

　
　

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
八
八
〇　

一
点

  （
釈
読
不
能
）

4
石
神
遺
跡
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

　
　

沼
沢
地
Ｓ
Ｘ
四
〇
五
〇　

一
点

  （
釈
読
不
能
）

5
石
神
遺
跡
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

　
　

斜
行
溝
Ｓ
Ｄ
四
二
六
〇　

五
点

                    

　

13　

□
□
女
丁
大
人
丁
□〔

意
ヵ
〕取

□
久
□

 〔
御
ヵ
〕

  

（355

）×21

×6 081　

飛22-1

号

　

14　

大
家
臣
…
□
首
大
□ 

 

（57+31

）×18

×3 　

032　

飛22-2

号

                                                
　

15
・
十
五
斤

　
　

・「
□
□〔

思
ヵ
〕□

□
」 

112

×24

×4 　

032 　

飛22-3

号

   〔ヵ
故

〕

　

16
・
□

　
　
　

天
（
刻
書
）

         

　
　

・
天
天
二九

天
大
五 

（
右
側
面
、
刻
書
） 

46
×57
×35　

065　

飛22-4

号

6
飛
鳥
池
遺
跡
下
層
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

　
　

暗
灰
色
粘
土
層　

一
点

　
　
　
　
　

　

17
・
各
也
也
□〔

也
ヵ
〕謂 「

□
」

謂

               

・
合　

　
　
　

－

 
 135

×40

×16　

065　

飛
藤1-1430

号

7
飛
鳥
池
遺
跡
下
層
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

　
　

旧
流
路
Ｓ
Ｄ
一
一
七
三

　
（
釈
読
不
能
）

8
雷
丘
北
方
遺
跡
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

　
　

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
三
五
八
〇　

三
点

　
（
釈
読
不
能
）

9
坂
田
寺
跡
（
奈
良
県
明
日
香
村
）

　
　

池
Ｓ
Ｇ
一
〇
〇　

三
点

　

18　

十
斤 

56

×21

×4　

032　

黎9

号

                                                

　

19　

十
斤 

49

×19

×4　

032　

黎10

号

                                                

　

20　

十
斤 

41

×20

×4　

032　

黎11

号

10
桑
津
遺
跡
（
大
阪
市
）

　
　

井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
一　

一
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

募
之
乎

　

21
・（
符
籙
） 　

文
田
里 

道
意
白
加
之

　
　

・
各
家
客
等
之 

216

×39

×4　

051　

黎23

号

11
前
期
難
波
宮
跡
下
層
（
大
阪
市
）

　
　

方
形
遺
構　

二
点
以
上

　

22
・
廣
乎
大
哉
宿
世

　
　

・
是
以
是
故
是
是 

180

×65

×9 　

019　

黎19

号

　

23　
「
春
」「
慰
」「
定
」
な
ど
の
語
の
削
屑

12
前
期
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）

　
　

土
坑
Ｓ
Ｋ
一
〇
〇
四
三　

二
点

　

24
・　

　
　
　

        　

　
　

・
人
□
戸
□〔

本
ヵ
〕□  

120

×20

×2　

033　

荷315

号

【
史
料
1
】　
日
本
最
古
級
の
木
簡
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25
・
□
□
□
□

   　
　
　

・
□〔

比
罷
ヵ
〕

□
尓
部  

141

×20

×4 　

033　

荷316 

号

13
前
期
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）

　
　

水
溜
Ｓ
Ｇ
三
〇
一　

三
点

　

26
・　

奴
我
罷
間
盗
以
此
□
在

　
　

 　

□
言
在
也
自
午
年
□
□

　
　

・　

於
是
本
奴
主
有
□
□
□

□
 〔
知
ヵ
〕 

部
君
之
狂
此
事
□
口
言
□ 

136

×41

×6 　

061　

黎20

号

                                                

　

27
・
謹
啓

    

　
　

・
□〔

初
ヵ
〕然

而 

（57
）×（25
）×2　

019　

黎21

号

                                                

　

28　

山
部
王 

（127

）×20
×3　

019　

黎22

号

14
前
期
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）

　
　

谷
１
第
一
四
層　

三
三
点

     

　

29
・「
戊

）
1

（
別
筆

」「
稲

）
2

（
別
筆稲

」　

戊
申
年
□
□
□

□
□
□
□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
連
ヵ
〕

      

　
　

・「

）
3

（
別
筆

　
　
　
　
　

  

佐
□
□
十
六
□  

支
□
乃
□

」 　
　
　
　
　
　
　

　

                    （202

）×（27

）×3　

081　

黎12

号

                                                

　

30
・
□
不
得

　
　

・
□
不
得

　
　
　

□〔
三
□枝
□部

ヵ
〕

 

（41

）×27

×4  019 

木22-50

頁-21

号

 
                                                

　

31　

秦
人
凡
国
評 

（104

）×23

×5 　

019 　

黎13

号                                                
         

　

32
・
王
母
前
□〔

立
ヵ
〕□

□
□

        　
　
　

　
　

・             

廿
□〔

六
ヵ
〕□ 

 166

×28

×5  032　

黎17

号

33　

嶋
意
弥
荷
□
□
八 

 
 125

×30

×4 　

011　

黎16

号

                                                

　

34　

委
尓
部
栗
□
□ 

96

×20

×4 　

032　

黎15

号

                                                

　

35　

支
多
比  

107

×17

×4 　

032　

黎14

号

                                                

　

36　

伊
加
比 

146

×28

×3 032  

木 22-47

頁-18

号

　

37　

宍 
125

×16

×3  032  

木 22-47

頁-12

号

                                                

　

38
・
□
止
你
乃
止
…
□
□

 〔
四
ヵ
〕 

　
（
刻
書
）

         　

　
　

・
□
部
在
□〔

六
ヵ
〕□

…
□　

　
（
刻
書
） 

                  

（67+61

）×19

×2　

011 　

黎18

号

                                                

　

39　

□
面
□  

（64

）×23

×4  019  

木 22-47

頁-6

号

                                                
     　

　

40
・
大
□〔
　

ヵ
〕□

　
　

・ 

（66

）×22

×4  051  

木22-47

頁-7

号

                                                

　
　

    

　

41　

□
□
□
□
□〔

牟
ヵ
〕□

□
□
□〔

井
ヵ
〕

 
            （173

）×（12

）×3　

081　

木22-47

頁-10

号

15
前
期
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）

　
　

谷
２
第
四
層　

八
点

               

　

42
・
□
家
君
委
尓
十
□

 〔
沙
ヵ
〕久

因
支
鉄

   　
　

・
□

 〔
恪
ヵ
〕費 

□
□
□ 

 
 （134

）×（17

）×3　

081　

木26-40
頁-1
号

43　

□
日
之
□〔

周
ヵ
〕者

□ 
 

（139

）×（15

）×4 　

081　

木26-40

頁-2

号

       

　

44  

□
□〔

俵
□一
□ヵ

〕 
138

×29

×5　

032　

木26-41

頁-3

号

　

45　

□
□
□
下 

（178

）×25

×3　

081　

木26-41

頁-4

号

　

46　

五
о　
（
刻
書
） 

              112

×22

×5　

011　

木26-41

頁-7

号

　

47　

二　
（
刻
書
） 

              63

×48

×10　

061　

木26-41

頁-8

号

16
前
期
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）

　
　

谷
２
第
七
層　

一
点

　

48　

皮
留
久
佐
乃
皮
斯
米
之
刀
斯
□ 

                    

（185

）×26

×6　

019　

黎24

号

17
前
期
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）

　
　

落
ち
込
み
砂
礫
層　

一
点

　

49
・
日
子

　
　

・
□〔

古
ヵ
〕□ 

（33

）×29

×2　

081　

木26-39

頁-1

号

18
前
期
難
波
宮
跡
（
大
阪
市
）

　
　

調
査
区
北
端
谷
底
付
近

    （
排
水
用
ト
レ
ン
チ
第
七
│
一
〜
二
層
）　

一
点

　
（
釈
読
不
能
）

19
三
条
九
ノ
坪
遺
跡
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）

　
　

旧
流
路
Ｓ
Ｄ
〇
一　

一
点

　

50
・
子
卯
丑
□
伺

　
　

・　

三
壬
子
年
□ 

（199

）×33

×6　

黎119

号

20
田
丸
道
遺
跡
（
三
重
県
度
会
郡
玉
城
町
）

　
　

流
路
Ｓ
Ｒ
一
五
堰
一　

一
点

　
（
釈
読
不
能
）
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70

多
く
、
奈
良
時
代
以
降
の
も
の
は
限
ら
れ
る
こ
と
、
七
世
紀
に
一
般
的
な
干
支
表
記

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
白
雉
三
年
の
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、宝
亀
三
年
の
可
能
性
も
完
全
に
は
排
除
で
き
な
い
。
ま
た
、「
三
」
が
「
壬

子
年
」
と
無
関
係
で
あ
れ
ば
、
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
の
可
能
性
も
残
る
。
八
世
紀

に
な
る
と
干
支
年
号
が
使
用
さ
れ
る
機
会
は
一
挙
に
減
る
が
、
ま
っ
た
く
な
く
な
る

わ
け
で
は
な
い

）
12
（

。
遺
跡
の
性
格
が
ほ
と
ん
ど
不
明
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
№
50
が
白
雉

三
年
（
六
五
二
）
の
木
簡
で
あ
る
と
断
定
す
る
に
は
一
抹
の
不
安
が
残
る
。
し
か
し
、

日
本
最
古
級
の
木
簡
と
な
る
可
能
性
も
十
分
に
あ
る
。

　

さ
て
、
木
簡
に
年
紀
が
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
木
簡
の
出
土
状
況
に
着
目
す
る

こ
と
で
、年
代
が
あ
る
程
度
お
さ
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
事
例
が
、

2
山
田
寺
跡
下
層
（
奈
良
県
桜
井
市
）
の
斜
行
溝
S 

D
六
一
九
か
ら
出
土
し
た
木
簡

で
あ
る

）
13
（

。
山
田
寺
南
門
の
す
ぐ
南
側
で
は
、
山
田
寺
創
建
時
の
厚
さ
八
〇
セ
ン
チ
に

及
ぶ
造
成
土
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
下
層
の
S 

D
六
一
九
か
ら
木
簡
四
八
点
（
う
ち
削

屑
四
一
点
）
が
出
土
し
た
。
こ
の
な
か
に
紀
年
銘
木
簡
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
の
裏
書
に
「
有
本
云
、
誓
願
、
造
レ
寺
恭
二
敬

三
宝
一
。
十
三
年
辛
丑
春
三
月
十
五
日
、
始
二
浄
土
寺
一
、
云
々
。
注
云
、
辛
丑
年
、

始
平
レ
地
。
癸
卯
年
、
立
二
金
堂
一
之
。（
後
略
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
蘇
我
倉
山
田
石

川
麻
呂
が
発
願
し
た
山
田
寺
は
「
辛
丑
年
」（
舒
明
一
三
年
、
六
四
一
）
に
整
地
が

開
始
さ
れ
、「
癸
卯
年
」（
皇
極
元
年
、
六
四
三
）
に
金
堂
が
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
金
堂
の
建
立
が
、
金
堂
の
完
成
で
は
な
く
、
金
堂
の
造
営

開
始
を
意
味
す
る
こ
と
は
、
後
略
部
に
お
け
る
塔
の
造
営
過
程
に
関
す
る
記
載
か
ら

明
ら
か
で
あ
る

）
14
（

。
し
た
が
っ
て
、
六
四
一
年
か
ら
六
四
三
年
ま
で
の
約
二
年
の
歳
月

を
か
け
て
整
地
さ
れ
た
の
ち
、
金
堂
の
造
営
に
着
手
さ
れ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
山
田
寺
の
一
帯
は
東
か
ら
西
に
下
が
る
急
斜
面
で
あ
り
、
か
な
り
大
規
模
な
地

形
改
良
を
加
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
（
こ
の
こ
と
は
発
掘
調
査
で
確
か
め
ら
れ
て

い
る
）、
山
田
寺
は
蘇
我
倉
山
田
の
氏
寺
と
し
て
造
営
に
着
手
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
ば
、
整
地
だ
け
で
二
年
の
歳
月
を
要
し
た
の
も
頷
け
よ
う
。

　

こ
う
し
た
長
期
間
に
及
ぶ
整
地
作
業
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
に
、
こ
の
と
き
の
整

地
は
金
堂
周
辺
に
限
ら
れ
ず
、
山
田
寺
一
帯
の
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。そ
の
際
に
S 

D
六
一
九
出
土
木
簡
が
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
の
で
、

木
簡
は
六
四
三
年
以
前
に
作
成
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
S 

D
六
一
九
出

土
木
簡
は
全
体
と
し
て
習
書
が
主
体
で
あ
り
、
削
屑
が
多
い
こ
と
か
ら
も
、
長
期
間

保
管
さ
れ
た
と
は
少
し
考
え
に
く
い
。
し
た
が
っ
て
、
木
簡
の
作
成
さ
れ
た
年
代
が

六
四
三
年
以
前
と
い
っ
て
も
、
六
三
〇
年
代
ま
で
遡
る
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
山
田
寺
跡
下
層
斜
行
溝
S 

D
六
一
九
と
近
い
時
期
の
土
器
が
出
土
し
て

い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
の
が
、
3
阿
倍
山
田
道
第
八
次
調
査
（
桜
井
市
）
南
北
溝

S 

D
三
八
八
〇
、
4
石
神
遺
跡
（
奈
良
県
明
日
香
村
）
沼
沢
地
S
Ｘ
四
〇
五
〇
、
5

石
神
遺
跡
斜
行
溝
S 

D
四
二
六
〇
、
7
飛
鳥
池
遺
跡
下
層
（
明
日
香
村
）
旧
流
路

S 

D
一
一
七
三
、
8
雷
丘
北
方
遺
跡
（
明
日
香
村
）
南
北
溝
S 

D
三
五
八
〇
な
ど
で

あ
る
。
共
伴
し
て
出
土
し
た
木
簡
も
ほ
ぼ
同
時
期
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

一
方
、
こ
れ
ら
の
木
簡
よ
り
も
古
く
な
る
可
能
性
の
あ
る
木
簡
が
あ
る
。

　

そ
の
最
も
著
名
な
事
例
が
、
1
上
之
宮
遺
跡
（
桜
井
市
）
園
池
遺
構
か
ら
出
土
し

た
№
1
で
あ
る

）
15
（

。
本
遺
跡
の
立
地
場
所
と
検
出
遺
構
の
状
況
か
ら
、
厩
戸
皇
子
の
上

宮
や
阿
倍
氏
の
居
館
跡
と
な
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
16
（

。
園
池
遺
構
は
、
四
面

庇
付
き
の
大
型
建
物
の
西
側
に
位
置
す
る
方
形
石
積
み
遺
構
で
、
六
世
紀
後
半
か
ら

七
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
園
池
遺
構
の
初
期
段
階
に
廃

棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
文
字
ど
お
り
、
現
存
「
日
本
最
古
の
木
簡
」
と
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
最
終
段
階
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
山
田
寺
跡
下
層
な
ど
の
木
簡
と
さ
ほ

ど
大
き
な
時
期
差
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

10
桑
津
遺
跡
（
大
阪
市
）
か
ら
出
土
し
た
№
21
と
、
11
前
期
難
波
宮
跡
下
層
か
ら

出
土
し
た
№
22
・
23
も
、
七
世
紀
前
半
頃
の
木
簡
と
し
て
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る
。

先
に
11
か
ら
取
り
上
げ
る
と
、
№
22
・
23
は
前
期
難
波
宮
跡
朝
堂
院
南
辺
の
方
形
遺

構
か
ら
出
土
し
、
前
期
難
波
宮
が
造
営
さ
れ
る
以
前
の
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
る

）
17
（

。

古
市
晃
氏
は
、
木
簡
出
土
地
点
の
南
方
に
あ
た
る
朱
雀
門
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
、



71

［黎明期の日本古代木簡］……市 大樹

前
期
難
波
宮
に
先
立
つ
段
階
の
凝
灰
岩
片
や
四
天
王
寺
と
同
笵
の
素
弁
八
葉
蓮
華
文

軒
丸
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
近
辺
に
古
代
寺
院
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
、
№
22
の
記
載
内
容
が
「
廣
乎
大
乎
宿
世
」
と
い
う
仏
教
的
・
思
弁
的
で
あ

る
こ
と

）
18
（

か
ら
、
難
波
宮
造
営
以
前
の
段
階
で
寺
院
の
活
動
に
関
わ
っ
て
製
作
さ
れ
た

木
簡
と
推
定
す
る

）
19
（

。
前
期
難
波
宮
段
階
よ
り
も
古
い
時
期
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
程
度
古
く
ま
で
遡
る
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

つ
ぎ
に
10
で
あ
る
が
、
11
が
立
地
す
る
上
町
台
地
の
東
縁
部
に
位
置
し
て
い
る
。

そ
の
井
戸
S 
E
〇
一
か
ら
出
土
し
た
№
21
の
呪
符
木
簡
は
、
七
世
紀
前
半
の
木
簡
と

し
て
報
告
さ
れ
て
い
る

）
20
（

。
し
か
し
、
井
戸
内
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
な
か
に
は
七
世

紀
中
葉
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
七
世
紀
前
半
と
い
っ
て
も
、
さ
ほ
ど
古
く
な
る

こ
と
は
あ
る
ま
い
。

　

あ
ま
り
著
名
で
は
な
い
が
、
6
飛
鳥
池
遺
跡
北
地
区
（
飛
鳥
寺
関
連
遺
跡
）
の
下

層
に
あ
た
る
暗
灰
色
粘
土
層
か
ら
出
土
し
た
№
17
も
、
本
土
層
が
飛
鳥
寺
（
五
八
八

年
造
営
開
始
）
創
建
時
に
ま
で
遡
り
そ
う
な
造
成
整
地
土
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
六

世
紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
頃
ま
で
の
も
の
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
№
17

は
断
割
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し
て
お
り
、
上
層
の
新
し
い
時
期
の
木
簡
が
混
入
し
た

可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
の
で
、
参
考
程
度
に
と
ど
め
る
の
が
無
難
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
近
年
、
20
田
丸
道
遺
跡
（
三
重
県
度
会
郡
玉
城
町
）
か
ら
新
た
な
木
簡
の

出
土
が
あ
っ
た
。
流
路
S 

R
一
五
の
南
岸
部
に
設
け
ら
れ
た
杭
お
よ
び
シ
ガ
ラ
ミ
か

ら
な
る
堰
一
に
漂
着
す
る
形
で
、
多
数
の
木
製
品
と
と
も
に
、
二
文
字
分
の
墨
書
か

ら
な
る
木
簡
一
点
が
出
土
し
た
の
で
あ
る
。
共
伴
し
た
土
器
の
年
代
観
か
ら
、
六
世

紀
末
か
ら
七
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
時
期
の
も
の
と
報
告
さ
れ
て
い
る

）
21
（

。
た
だ
し
、

こ
の
流
路
が
完
全
に
埋
ま
る
の
は
平
安
時
代
後
期
で
あ
る
た
め
、
後
世
に
廃
棄
さ
れ

た
可
能
性
は
な
い
の
か
、
一
抹
の
不
安
は
残
る
。
文
字
の
左
半
分
を
欠
い
て
釈
読
で

き
な
い
こ
と
も
あ
り
、
古
手
の
木
簡
と
し
て
積
極
的
な
意
義
づ
け
を
与
え
る
に
は
や

や
躊
躇
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

　

以
上
の
と
お
り
、
山
田
寺
跡
下
層
出
土
木
簡
よ
り
も
古
く
な
り
そ
う
な
木
簡
も
ご

く
一
部
存
在
し
て
い
る
が
、
や
や
不
確
実
な
要
素
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
実
状
で
あ

り
、
厳
密
に
は
今
後
の
出
土
状
況
を
み
て
判
断
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
山
田
寺
跡
下
層
出
土
木
簡
な
ど
よ
り
も
若
干
新
し
く
な
る
と
み
ら
れ
る
の

が
、
9
坂
田
寺
跡
（
明
日
香
村
）
池
S 

G
一
〇
〇
と
、
12
〜
18
前
期
難
波
宮
跡
の
各

遺
構

）
22
（

か
ら
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
坂
田
寺
跡
出
土
の
木
簡
は
、
供
伴
し

た
土
器
の
年
代
観
を
も
と
に
、従
来
七
世
紀
前
半
と
い
う
年
代
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

だ
が
近
年
に
お
け
る
土
器
編
年
の
見
直
し

）
23
（

を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
木
簡
は
六
五
〇
年

代
の
も
の
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
前
期
難
波
宮
跡
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、
宮
造
営
時
の
廃
棄
土
坑
や
谷

な
ど
か
ら
出
土
し
て
い
る
た
め
、
厳
密
な
時
期
の
特
定
は
難
し
い
。
し
か
し
、
孝
徳

天
皇
の
難
波
長
柄
豊
碕
宮
に
対
応
す
る
、
六
四
〇
年
代
後
半
か
ら
六
五
〇
年
代
前
半

に
か
け
て
の
も
の
が
中
心
を
な
す
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
た
だ
し
、
前
期
難
波

宮
は
朱
鳥
元
年
（
六
八
六
）
の
火
災
で
焼
失
す
る
ま
で
威
容
を
誇
っ
て
お
り
、
焼
失

も
全
面
に
及
ん
で
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
14
前
期
難
波
宮
跡
谷
1
出
土
の
事
例

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
六
五
〇
年
代
後
半
以
降
の
新
し
い
時
期
の
木
簡
も
あ
る

程
度
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
想
定
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

以
上
、「
日
本
最
古
級
の
木
簡
」の「
日
本
最
古
級
」の
内
実
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
。

す
べ
て
の
木
簡
に
年
紀
が
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
日
本
最
古
級
の
木
簡
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
を
厳
密
に
特
定
す
る
の
は
難
し
い
も
の
の
、
六
四
〇
年
代
か
ら
六
五
〇
年
代

に
か
け
て
中
心
が
あ
る
こ
と
は
認
め
て
よ
か
ろ
う
。
前
期
難
波
宮
跡
出
土
の
事
例
の

よ
う
に
、
六
六
〇
年
代
以
降
の
若
干
新
し
い
木
簡
も
一
部
含
ま
れ
て
い
よ
う
が
、
ひ

と
ま
ず
史
料
1
に
掲
げ
た
も
の
を
対
象
に
、
以
下
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

2　

日
本
最
古
級
の
木
簡
の
特
徴

　

そ
れ
で
は
、
日
本
最
古
級
の
木
簡
（
史
料
1
）
の
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

　

第
一
に
指
摘
で
き
る
の
が
、
木
簡
の
出
土
点
数
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
す
べ
て
を
合
計
し
て
も
一
〇
〇
点
に
も
満
た
な
い
。
六
六
〇
年
代
頃
の
木
簡
で
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あ
れ
ば
、
史
料
1
に
一
部
含
ま
れ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
い
前
期
難
波
宮
跡
の
ほ
か

に
、
飛
鳥
京
跡
下
層
や
西
橘
遺
跡
（
と
も
に
明
日
香
村
）
な
ど
か
ら
も
出
土
し
て
お

り
、
総
計
三
〇
〇
点
以
上
に
な
ろ
う
が
、
現
在
に
お
け
る
日
本
の
木
簡
の
出
土
点
数

が
三
八
万
点
以
上
あ
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
依
然
と
し
て
少
な
い
。

　

現
在
の
デ
ー
タ
を
み
る
か
ぎ
り
、
日
本
で
木
簡
が
爆
発
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
の
は
、
天
武
朝
（
六
七
二
│
八
六
）
以
後
で
あ
る
。
天
武
天
皇
と
そ
れ
に
続
く

持
統
天
皇
が
王
宮
を
構
え
た
飛
鳥
浄
御
原
宮
の
時
期
（
六
七
二
│
九
四
）
の
木
簡

は
、
飛
鳥
池
遺
跡
・
石
神
遺
跡
・
飛
鳥
京
跡
か
ら
の
出
土
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

約
一
万
四
〇
〇
〇
点
に
も
達
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
藤
原
京
期
（
六
九
四
│

七
一
〇
）
の
木
簡
に
な
る
と
三
万
点
以
上
に
も
及
び
、特
に
大
宝
令
施
行
（
七
〇
一
）

以
後
の
も
の
が
多
い
。
地
方
か
ら
出
土
す
る
木
簡
も
ま
た
、
七
世
紀
末
頃
か
ら
数
を

増
す
。
そ
し
て
、
平
城
京
の
時
代
（
七
一
〇
│
八
四
）
に
は
、
地
方
出
土
の
木
簡
も

含
め
て
、
二
〇
万
点
を
突
破
す
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
木
簡
の
使
用
は

徐
々
に
下
火
と
な
り
、
中
世
以
後
は
限
定
さ
れ
た
使
い
方
し
か
な
さ
れ
な
く
な
る
。

　

第
二
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
木
簡
の
出
土
す
る
地
域
が
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
4
〜
7
は
狭
義
の
飛
鳥
、
1
〜
3
は
飛
鳥
の
北
東
部
、
8
は
飛
鳥
の
北

西
部
、
9
は
飛
鳥
の
南
部
に
位
置
す
る
。
ま
た
、
11
〜
18
は
難
波
地
域
の
上
町
台
地

上
の
北
部
に
あ
た
り
、
10
は
上
町
台
地
の
東
縁
部
に
位
置
す
る
。
19
三
条
九
ノ
坪
遺

跡
と
20
田
丸
道
遺
跡
の
事
例
を
除
け
ば
、
当
時
王
宮
の
置
か
れ
た
飛
鳥
・
難
波
と
そ

の
ご
く
周
辺
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
19
は
難
波
か
ら
さ
ほ
ど

距
離
的
に
離
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。そ
の
意
味
で
20
の
事
例
は
注
目
さ
れ
る
が
、

前
述
の
よ
う
に
木
簡
の
時
期
が
不
確
定
で
あ
る
た
め
、
あ
ま
り
積
極
的
に
評
価
す
る

こ
と
は
危
険
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
天
武
・
持
統
朝
以
後
の
木
簡
で
あ
れ
ば
、
伊
場
遺
跡
群
（
静
岡
県

浜
松
市
、
遠
江
国
敷
智
郡
家
跡
）、
西
河
原
遺
跡
群
（
滋
賀
県
野
洲
市
、
近
江
国
野

洲
郡
家
跡
か
）、
屋
代
遺
跡
群
（
長
野
県
千
曲
市
、
信
濃
国
埴
科
郡
家
跡
か
）、
観
音

寺
遺
跡（
徳
島
市
、阿
波
国
府
跡
か
）に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、各
地
の
地
方
遺
跡（
中

心
は
郡
家
や
国
府
）
か
ら
も
多
く
出
土
す
る
よ
う
に
な
る

）
24
（

。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に

あ
っ
て
は
、
さ
ほ
ど
地
域
的
な
広
が
り
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

第
三
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
出
土
点
数
・
出
土
遺
構
が
限
ら
れ
た
な
か
に
あ
っ
て
、

木
簡
の
種
類
は
そ
れ
な
り
に
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
日
本
の
古
代
木

簡
は
、
狭
義
の
文
書
木
簡
、
伝
票
・
帳
簿
な
ど
の
類
か
ら
な
る
記
録
木
簡
、
税
物
貢

進
用
の
荷
札
木
簡
、
物
品
整
理
用
の
付
札
木
簡
、
そ
の
他
の
木
簡
、
に
大
別
さ
れ
る

の
で
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
概
観
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
文
書
木
簡
に
つ
い
て
。
明
瞭
な
も
の
と
し
て
、
№
27
「
謹
啓
」
木
簡
が
あ
げ

ら
れ
る
。
ま
た
№
26
は
、
東
野
治
之
氏
に
よ
っ
て
「
奴

や
つ
こ

我わ
れ

罷ま
か

る
間
、
盗
み
て
此
を

以
て
往
き
在た

り
。
…
言
ひ
て
在
る
也
。
午う

ま
の
年
自よ

り
、
国
…
是こ

こ
に
本
の
奴
の
主
、
有

…
知
部
の
君
の
凶

た
ふ
れ

事ご
と

…
口
に
言
ひ
…
」
と
い
う
訓
読
案
が
示
さ
れ
て
い
る

）
25
（

。
そ
れ

を
踏
ま
え
て
古
市
晃
氏
は
、
木
簡
作
成
者
と
□〔

知
ヵ
〕部

君
な
ど
の
関
わ
る
奴
婢
に
つ
い
て

の
木
簡
で
あ
る
と
推
測
し
、『
日
本
書
紀
』
大
化
二
年
（
六
四
六
）
二
月
戊
申
条
・

同
年
三
月
辛
巳
条
・
同
年
八
月
癸
酉
条
に
み
え
る
、
孝
徳
朝
難
波
宮
に
お
い
て
ウ
ヂ

名
や
奴
婢
の
帰
属
に
関
す
る
訴
訟
が
頻
発
し
、
多
く
の
人
々
が
難
波
に
参
集
し
て
い

る
こ
と
と
の
関
連
を
考
え
て
い
る
。
極
め
て
興
味
深
い
指
摘
で
あ
る
が
、
№
26
は
実

際
の
行
政
の
場
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
文
例
集
の
類
を
書
き
写
し
た
と
み

る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
№
30
「
□
不
得
」
や
、
№
43
「
□
日
之
□

〔
周
ヵ
〕

者
」
も
、
文
書
の
趣
が
強
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
木
簡
は
前
期
難
波
宮
跡
か
ら
出

土
し
て
お
り
、
幾
分
か
新
し
く
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
他
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
文
書
木
簡
と
し
て
は
、
金
銀
で
装
飾
さ
れ
た
大
刀

の
こ
と
を
問
題
に
し
た
№
1
の
ほ
か
、「
女
丁
」「
大
人
丁
」（
正
丁
か
）
の
こ
と
を

記
し
た
№
13
が
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

つ
ぎ
に
記
録
木
簡
に
つ
い
て
。
前
期
難
波
宮
跡
出
土
の
事
例
で
は
あ
る
が
、「
戊

申
年
」
の
年
紀
の
書
か
れ
た
№
29
や
、
人
名
・
数
量
・
品
目
を
記
す
№
42
が
有
力
な

候
補
と
な
ろ
う
。
た
だ
し
、
二
次
的
に
整
形
さ
れ
た
№
42
に
つ
い
て
は
、
古
市
氏
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、「
委
尓
十
□〔

沙
ヵ
〕久

因
支
」
が
人
名
と
思
わ
れ
る
こ
と
（
古
市
氏
は
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指
摘
し
な
い
が
、「
十
」
と
釈
読
さ
れ
た
文
字
は
「
部
」
の
可
能
性
が
あ
る
）、
鉄
の

品
名
か
ら
、
元
来
は
荷
札
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
る
。
こ
の
ほ
か
、
先
に
文
書
木
簡

に
分
類
し
た
№
1
・
13
は
、
文
書
木
簡
で
は
な
く
記
録
木
簡
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
№
38
に
つ
い
て
も
、
や
や
特
殊
な
刻
書
で
は
あ
る
が
、
内
容
的
に
記
録
と
み
て

不
都
合
は
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
の
ち
に
触
れ
る
№
31
を
は
じ
め
、
記
録
木
簡
の
可
能

性
が
残
る
木
簡
が
い
く
つ
か
存
在
し
て
い
る
。

　

荷
札
木
簡
は
14
前
期
難
波
宮
跡
の
谷
1
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
。
№
35
「
支
多

比
」、
№
36
「
伊
加
比
」、
№
37
「
宍
」
は
、
一
見
す
る
と
狭
義
の
付
札
木
簡
の
よ
う

で
あ
る
が
、
近
年
の
研
究

）
26
（

を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
雑
供
戸
な
ど
か
ら
貢
進
さ
れ
た
贄

の
荷
札
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
冒
頭
に
「
王
母
前
」
と
書
か
れ
た
№
32
も
、
切

り
込
み
が
あ
る
と
い
う
形
状
お
よ
び
裏
面
の
数
量
記
載
か
ら
、
荷
札
と
な
る
可
能
性

が
高
い
。「
王
母
」
に
関
し
て
は
、
a
孝
徳
天
皇
の
母
で
あ
る
吉
備
姫
王
、
b
譲
位

後
の
皇
極
天
皇
、
c
道
教
に
お
け
る
神
仙
思
想
の
仙
女
で
あ
る
西
王
母
な
ど
の
諸
説

が
出
さ
れ
て
い
る

）
27
（

。
a
説
な
い
し
b
説
で
あ
れ
ば
、
贄
と
目
さ
れ
る
荷
札
の
説
明
も

つ
き
や
す
い
。
さ
ら
に
、
人
名
「
嶋
意
弥
」
と
「
荷
」
の
語
が
確
認
さ
れ
る
№
33
に

つ
い
て
も
、
墨
書
内
容
か
ら
み
て
荷
札
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、「
秦
人
凡
国
評
」
と

書
か
れ
た
№
31
も
、
記
録
も
し
く
は
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
釈
読
不
能
の
た

め
史
料
1
に
は
示
し
て
い
な
い
が
、
切
り
込
み
の
あ
る
木
簡
が
別
に
二
点
あ
る
。

　

前
期
難
波
宮
跡
の
う
ち
14
と
は
別
の
調
査
地
と
な
る
12
で
出
土
し
た
№
24
・
25
、

15
で
出
土
し
た
№
44
に
つ
い
て
も
、
形
状
・
内
容
な
ど
か
ら
荷
札
木
簡
と
推
定
さ
れ

る
。
こ
の
う
ち
15
は
14
の
す
ぐ
北
側
に
あ
た
る
場
所
で
、
№
44
と
は
別
に
、
さ
ら
に

荷
札
・
付
札
状
の
木
製
品
が
九
点
出
土
し
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、荷
札
木
簡
は
前
期
難
波
宮
跡
か
ら
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
て
お
り
、

日
本
最
古
級
の
木
簡
の
な
か
で
は
少
し
新
し
い
事
例
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
も
う
少
し
時
期
の
古
い
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
石
神
遺
跡
斜
行
溝
か
ら
も
、
切

り
込
み
の
あ
る
「
大
家
臣
…
□
首
大
□
」
と
書
か
れ
た
№
14
が
出
土
し
て
お
り
、
荷

札
木
簡
と
な
る
可
能
性
が
高
い

）
28
（

。

　

い
わ
ゆ
る
大
化
前
代
に
荷
札
木
簡
が
存
在
し
た
こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』
大
化
元

年
（
六
四
五
）
七
月
丙
子
条
か
ら
も
推
定
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、「
任
那
調
」
の
進

上
に
際
し
て
、「
任
那
所
レ
出
物
者
、
天
皇
之
所
二
明
覧
一
。
夫
自
レ
今
以
後
、
可
四
具

題
三
国
与
二
所
レ
出
調
一
」
と
い
う
詔
が
出
さ
れ
た
と
あ
る
。
舘
野
和
己
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
国
名
・
調
の
内
容
は
調
物
そ
れ
自
体
に
書
か
れ
て
い
た
か
、
荷
札
に
書

か
れ
て
い
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
す
で
に
荷
札
木
簡
が
存
在
し
た
可
能
性
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る

）
29
（

。

　

こ
の
ほ
か
、
百
済
の
都
で
あ
っ
た
扶
余
（
五
三
八
│
六
六
〇
）
の
扶
余
双
北
里
遺

跡
か
ら
、
七
世
紀
中
葉
頃
の
「
那
尓
波
連
公
」
と
記
さ
れ
た
荷
札
木
簡
が
出
土
し
て

い
る
点
に
も
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
。本
木
簡
を
詳
細
に
分
析
し
た
平
川
南
氏
は
、

①
古
代
日
本
に
数
多
く
類
例
の
あ
る
名
の
み
記
し
た
小
型
の
付
札
で
あ
る
、
②
「
那

尓
波
」
の
表
記
は
『
日
本
書
紀
』
に
収
載
さ
れ
た
古
代
歌
謡
に
ほ
ぼ
同
じ
「
那
尓
婆
」

と
あ
る
、
③
「
連
公
」
は
古
代
日
本
に
お
け
る
七
世
紀
半
ば
以
前
の
カ
バ
ネ
の
特
徴

的
表
記
で
あ
る
、
以
上
の
三
点
を
指
摘
し
、
倭
国
で
作
製
さ
れ
、
調
度
物
な
ど
に
付

せ
ら
れ
た
荷
札
が
物
品
と
と
も
に
百
済
の
都
に
も
た
ら
さ
れ
、
札
が
は
ず
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
と
み
る

）
30
（

。
こ
の
よ
う
に
倭
国
の
荷
札
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
七
世
紀
中
葉

頃
の
事
例
を
さ
ら
に
一
点
追
加
で
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

つ
づ
い
て
、物
品
整
理
用
の
付
札
木
簡
と
し
て
は
、石
神
遺
跡
出
土
の
№
15
「
十
五

斤
」、
坂
田
寺
跡
出
土
の
№
18
〜
20
「
十
斤
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
該
期
に
付
札
木

簡
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
や
は
り
舘
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
大

化
五
年
（
六
四
九
）
九
月
是
月
条
か
ら
推
定
で
き
る
。
謀
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て

自
害
し
た
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
資
財
を
没
収
す
る
た
め
使
者
を
派
遣
し
た
と
こ

ろ
、「
資
財
之
中
、
於
二
好
書
上
一
、
題
二
皇
太
子
書
一
。
於
二
重
宝
上
一
、
題
二
皇
太
子

物
一
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
と
い
う
。
書
や
重
宝
の
上
に
「
皇
太
子
書
」
や
「
皇

太
子
物
」
と
い
っ
た
所
有
者
の
名
を
記
し
て
お
り
、
付
札
の
用
途
と
共
通
す
る
。

　

そ
の
他
の
木
簡
と
し
て
、
ま
ず
習
書
木
簡
と
し
て
、
同
字
を
繰
り
返
し
た
№
2
・

4
〜
12
・
16
・
22
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
（
№
4
〜
12
は
同
一
簡
に
由
来
す
る
と
み
ら
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れ
る
削
屑
）。
習
書
以
外
で
は
、
桑
津
遺
跡
出
土
の
№
21
呪
符
木
簡
や
、
前
期
難
波

宮
跡
出
土
の
№
48
「
皮
留
久
佐
乃
皮
斯
米
之
刀
斯
□
」（
は
る
く
さ
の
は
じ
め
の
と

し
□
）と
記
さ
れ
た
和
歌
木
簡

）
31
（

が
特
記
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
呪
符
木
簡
に
関
し
て
は
、

舘
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
そ
の
祈
願
内
容
を
神
に
伝
え
よ
う
と
す
る
点
で
、
一

種
の
文
書
木
簡
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　

以
上
、
木
簡
の
種
類
別
に
概
観
し
て
み
た
。
出
土
点
数
が
限
ら
れ
て
い
る
状
況

に
鑑
み
る
と
、
多
く
の
種
類
の
木
簡
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
注
目
に
値
し
よ
う
。

六
四
〇
年
代
頃
と
み
ら
れ
る
木
簡
に
対
象
を
し
ぼ
っ
て
も
、
多
様
性
は
基
本
的
に
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、
山
田
寺
跡
出
土
の
№
4
〜
12
に
み
る
よ
う
に
、
削
屑
が
確
認
で

き
る
点
も
重
要
で
あ
る
。
八
世
紀
に
つ
な
が
る
木
簡
の
基
本
的
な
使
用
方
法
は
、
す

で
に
六
四
〇
年
代
頃
に
は
始
ま
っ
て
い
た
と
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

第
四
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
典
型
的
な
書
式
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
木
簡
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
そ
の
た
め
、
第
三
の
特
徴
に
関
す
る
叙
述
は
歯
切
れ
の
悪
い

も
の
に
な
っ
た
）。
す
な
わ
ち
、
記
載
様
式
の
非
定
型
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
文
書
木

簡
に
特
に
顕
著
で
あ
る
。
八
世
紀
以
後
で
あ
れ
ば
、
大
宝
令
の
成
立
に
よ
っ
て
律
令

的
な
文
書
様
式
が
登
場
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
符
・
解
・
移
な
ど
の
語
が
木
簡
に
記

さ
れ
る
機
会
が
格
段
に
増
え
る
。
こ
う
し
た
文
書
の
定
型
化
に
よ
っ
て
、
意
思
の
伝

達
が
よ
り
容
易
に
な
る
と
い
う
利
点
が
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
七
世
紀
に
は
、
文
書
木

簡
の
定
型
化
と
い
う
側
面
は
あ
ま
り
明
瞭
に
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
例
外
的
と
も
い
え
る
の
が
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か

け
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
た
、「
某
の
前
に
白
す
」
と
記
さ
れ
た
文
書
木
簡
、
す
な
わ

ち
前
白
木
簡
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
南
北
朝
時
代
以
前
の
中
国
や
朝
鮮
半
島
の
影
響
を

受
け
、
日
本
的
に
改
良
を
加
え
て
成
立
し
た
上
申
文
書
の
書
式
で
あ
る

）
32
（

。
実
例
か
ら

み
て
、
前
白
木
簡
は
遅
く
と
も
七
世
紀
後
半
ま
で
に
は
定
型
化
し
、
広
範
に
使
用
さ

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
問
題
は
、
前
白
木
簡
の
定
型
化
が
い
つ
始
ま
る
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、「
王
母
前
」と
書
か
れ
た
№
32
で
あ
る
。「
王
母
」

の
下
に
は
脇
字
と
し
て
「
前
」
字
が
付
さ
れ
て
お
り
、
前
白
木
簡
と
の
類
似
性
を
示

す
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
№
32
に
は
「
も
う
す
」
に
相
当
す
る
語
句
は
確
認
で
き
な

い
。
切
り
込
み
が
あ
る
点
か
ら
も
、
荷
札
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
物
品
を
進
上
す
る
際
に
用
い
ら
れ
た
明
瞭
な
前
白
木
簡
は
存
在
し
な
い

）
33
（

。
№
32

は
定
型
化
さ
れ
た
前
白
木
簡
と
は
区
別
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、
日
本
最
古
級
の
木
簡
が
、
定
型
化
と
ま
っ
た
く
無
縁
で
あ
っ
た
わ
け
で

は
あ
る
ま
い
。
少
し
新
し
い
時
期
の
も
の
と
な
る
が
、
№
27
「
謹
啓
」
と
書
か
れ
た

文
書
木
簡
も
あ
り
、
定
型
化
に
向
け
て
の
兆
し
は
現
れ
て
い
る
。

　

荷
札
も
日
本
最
古
級
の
木
簡
で
は
典
型
的
な
書
式
の
事
例
が
少
な
い
。
七
世
紀
後

半
以
後
で
あ
れ
ば
、
一
部
記
載
に
省
略
は
あ
っ
て
も
、「
日
付
+
地
名
+
人
名
+
税

目
+
品
目
+
数
量
」
と
い
う
書
式
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
が
多
く
（
八
世
紀
以
後

は
日
付
が
末
尾
に
記
さ
れ
る
）、
そ
の
認
定
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
日
本

最
古
級
の
木
簡
の
場
合
、
字
面
か
ら
は
即
座
に
荷
札
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
も
の
が

少
な
い
。
荷
札
木
簡
が
広
範
に
使
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
全
国
統
一
的
な
税
制
が
整

備
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
当
該
期
は
い
ま
だ
過
渡
期
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

以
上
、
日
本
最
古
級
の
木
簡
の
特
徴
と
し
て
、
⑴
出
土
遺
跡
の
限
定
性
、
⑵
出
土

点
数
の
少
な
さ
、
⑶
種
類
の
多
様
性
、
⑷
記
載
内
容
の
非
定
型
性
、
の
四
点
を
指
摘

し
た
。
こ
の
う
ち
⑴
・
⑵
・
⑷
は
、
木
簡
初
現
期
の
現
象
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
だ

が
一
方
で
、
⑶
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
そ
の
後
に
つ
な
が
る

木
簡
の
基
本
的
な
使
い
方
は
、
六
四
〇
年
代
頃
に
は
確
実
に
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
を

示
す
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
六
四
〇
年
代
頃
に
一
気
に
始
ま
っ
た
こ
と
な
の
か
、
そ

れ
と
も
前
史
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
か
が
、
次
の
問
題
と
な
っ
て
く
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
事
例
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
出
土
し

た
木
簡
で
あ
っ
た
。
木
簡
を
「
墨
書
の
あ
る
木
片
」
と
定
義
し
た
と
き
、
発
掘
調
査

の
出
土
品
で
は
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
法
隆
寺
金
堂
釈

三

尊
像
台
座
の
墨
書
銘
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
推
古
二
九
年
（
六
二
一
）
に
相

当
す
る
年
紀
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
確
実
な
最
古
級
の
事
例
よ
り

二
〇
年
近
く
も
古
い
資
料
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
章
を
改
め
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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❷
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘

　

1　

墨
書
銘
の
検
討

　

法
隆
寺
金
堂
の
釈

三
尊
像
は
、
上
下
二
段
か
ら
な
る
台
座
の
上
に
鎮
座
し
て
い

る
。
一
九
八
九
年
、
台
座
の
調
査
が
実
施
さ
れ
、
上
座
鏡
板
の
内
面
か
ら
、
鳥
や
魚

の
略
画
と
と
も
に
、「
相
見
兮
陵
面
楽
識
心
陵
了
時
者
」
と
落
書
さ
れ
た
墨
書
が
み

つ
か
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た

）
34
（

。
こ
の
墨
書
は
斜
め
方
向
に
文
字
が
記
さ
れ
て
お

り
、
五
文
字
書
い
た
と
こ
ろ
で
墨
継
ぎ
を
し
て
お
り
、
ま
た
末
尾
の
「
時
者
」
は
明

ら
か
に
調
子
が
違
う
。
こ
の
墨
書
銘
を
再
検
討
し
た
東
野
治
之
氏
は
、「
相
見
可
陵

面
未
識
心
陵
可
時
者
」
と
釈
読
を
改
め
、「
相
見
る
可
陵
の
面
、未
だ
識
ら
ず
、心
…
」

と
読
め
る
と
し
、「
心
陵
可
」
は
「
可
陵
心
」
を
戯
れ
に
倒
置
し
て
書
か
れ
た
可
能

性
を
指
摘
す
る
。「
可
陵
」
は

陵
頻
伽
（
人
面
鳥
身
の
想
像
上
の
動
物
。
美
し
い

声
を
も
ち
、
浄
土
に
住
む
）
で
は
な
い
か
と
し
、
麗
し
い
面
（
顔
）
の
内
側
に
あ
る

心
を
読
め
な
い
、
と
い
う
の
が
落
書
の
趣
旨
だ
と
推
定
し
た

）
35
（

。

　

そ
し
て
、一
九
九
〇
・
九
一
年
度
に
は
、台
座
の
上
下
座
と
台
脚
が
解
体
修
理
さ
れ
、

下
座
下
框
上
段
の
左
右
二
点
の
補
足
材
か
ら
、
新
た
に
墨
書
銘
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

の
墨
書
銘
を
調
査
し
た
舘
野
和
己
氏
は
、
次
の
よ
う
な
釈
文
を
提
示
し
た

）
36
（

。

【
史
料
2
】
法
隆
寺
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘（
改
変
前
）

　

①　

辛
巳
年
八
月
九
月
作
□
□
□
□

　

②　

福
費
二
段

　

③　

留
保
分
七
段

　
　
　

書
屋
一
段

　
　
　

尻
官
三
段　

御
支
□
三
段

　

④　

辛

　

以
下
、
舘
野
氏
に
よ
る
基
礎
的
考
察
に
導
か
れ
な
が
ら
、
そ
の
後
に
出
さ
れ
た
研

究
も
参
照
し
つ
つ
、
内
容
を
検
討
し
た
い
。
な
お
、
舘
野
氏
に
な
ら
っ
て
、
右
側
の

補
足
材
を
A
材
、
左
側
の
補
足
材
を
B
材
と
呼
ぶ
。
と
も
に
、
元
来
は
建
物
の
扉
の

部
材
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

A
材
は
、
長
さ
一
三
四
セ
ン
チ
、
幅
一
二
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
・
二
セ
ン
チ
。
①
は

A
材
の
上
面
左
端
に
記
さ
れ
て
お
り
、
文
字
の
左
側
の
一
部
が
切
ら
れ
て
い
る
。
②

は
A
材
の
下
面
右
端
に
書
か
れ
て
お
り
、
文
字
の
右
半
部
が
切
ら
れ
て
い
る
。
B
材

は
、
長
さ
一
三
五
・
五
セ
ン
チ
、
幅
一
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
さ
五
・
六
セ
ン
チ
。
③
は

B
材
の
上
面
の
左
右
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
り
、
④
は
B
材
の
下
面
右
寄
り
に
あ
る
。
②

の
書
き
出
し
位
置
は
、
③
の
文
字
の
書
か
れ
た
範
囲
内
に
収
ま
る
。
④
も
下
端
か
ら

の
高
さ
は
①
と
比
べ
て
三
セ
ン
チ
高
い
だ
け
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
舘
野
氏
は
、
A
材
と
B
材
は
一
体
の
も
の
で
左
右
に
並
び
、
そ

の
表
裏
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
文
字
の
あ
る
部
分
で
縦
に
二
つ
に
切
ら
れ
、

今
あ
る
よ
う
な
形
に
整
え
ら
れ
た
た
め
、
両
方
の
部
材
に
文
字
が
分
か
れ
た
と
指
摘

す
る
。
形
状
・
内
容
も
あ
わ
せ
て
、
①
の
左
横
に
④
が
、
③
の
左
横
に
②
が
く
る
と

み
る
。
な
お
、
B
材
の
③
の
右
下
に
は
頭
と
体
ら
し
き
絵
が
頭
を
下
に
、
④
の
上
に

は
左
向
き
の
馬
ら
し
き
絵
が
あ
る
が
、
文
字
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
と
す
る
。

　

さ
て
、
釈
文
①
〜
④
の
う
ち
、
三
ヵ
所
に
つ
い
て
変
更
し
た
い
。
ま
ず
、
③
三
行

目
の
「
支
」
の
下
の
文
字
は
釈
読
さ
れ
て
い
な
い
が
、
東
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
）
37
（

、「
与
」
の
異
体
字
に
類
例
が
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

東
野
氏
は
、
そ
の
場
合
、「
支
」「
与
」
は
音
仮
名
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
文
字
目
の

「
御
」
は
「
ツ
」
に
改
め
る
の
が
妥
当
だ
と
し
て
お
り
、
私
も
そ
れ
に
従
い
た
い
。

　

さ
ら
に
、②
の
一
文
字
目
は
、舘
野
氏
が
そ
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
福
」

字
で
は
な
く
、「
椋
」
字
を
と
る
べ
き
だ
と
考
え
る
（
図
1
）。「
椋
」
の
旁
で
あ
る

「
京
」
の
字
形
は
、七
世
紀
の
事
例
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
口
」
の
部
分
が
「
日
」

と
書
か
れ
て
お
り
、「
椋
」
字
で
あ
る
こ
と
を
支
持
す
る
。
舘
野
氏
が
「
椋
」
の
可

能
性
を
考
え
つ
つ
も
「
福
」
と
し
た
の
は
、
二
文
字
目
が
ど
こ
か
ら
始
ま
る
と
み
る
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な
お
、
①
の
う
ち
「
作
」
の
下
の
四
文
字
分
は
、
文
字
の
左
半
分
を
欠
く
こ
と
も

あ
っ
て
、残
念
な
が
ら
新
た
な
釈
読
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。「
作
」の
二
文
字
下
は
、

旁
が
「
寺
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
だ
け
で
あ
る
。
な
お
、
舘
野
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
①
の
「
辛
巳
年
八
月
九
月
作
」
は
下
に
向
か
っ
て
や
や
左
に
寄
る
が
、
そ
れ

以
下
は
逆
に
右
に
寄
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
八
月
九
月
」
の
釈
読
は
間
違
い
な
い
が
、

舘
野
氏
は
「
九
月
」
は
「
九
日
」
の
書
き
誤
り
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
史
料
2
に
つ
い
て
、
①
〜
④
そ
れ
ぞ
れ
が
対
応
す
る
よ
う
に
ま

と
め
、
さ
ら
に
文
字
も
一
部
改
め
て
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

【
史
料
2
】
法
隆
寺
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘（
改
変
後
）

　

⑤　

辛
巳
年
八
月
九
月
作
□
□
□
□

…

　
　
　

辛

　

⑥　

留
保
分
七
段

　
　
　

書
屋
一
段

　
　
　

尻
官
三
段　

ツ
支
与
三
段

…

　

椋
費
二
段

　

ま
ず
⑤
か
ら
み
る
と
、「
辛
巳
年
」
と
い
う
干
支
年
号
が
目
を
引
く
。
舘
野
氏
は

墨
書
銘
の
書
体
は
全
体
に
丸
み
を
帯
び
て
い
る
こ
と
、「
分
」「
段
」
字
に
顕
著
な
よ

う
に
、
右
へ
払
う
部
分
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
六
朝
時
代
の
書
風
の

特
徴
が
認
め
ら
れ
、
聖
徳
太
子
の
筆
で
あ
る
と
さ
れ
る
『
法
華
義
疏
』
に
も
同
様
の

特
徴
が
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
台
座
が
様
式
的
に
み
て
釈

三
尊
像
と
同
時
期
の
も

の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
釈

三
尊
像
の
光
背
銘
に
推
古
三
一
年
（
六
二
三
）
に
完

成
し
た
と
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
⑤
の
「
辛
巳
年
」
は
推
古
二
九
年
（
六
二
一
）
に

相
当
す
る
と
指
摘
し
た

）
38
（

。
本
稿
も
こ
れ
を
支
持
し
た
い
。

図 1　法隆寺釈 三尊像
　　　台座の墨書銘（部分）

図 2　飛鳥京跡苑池遺構
出土木簡

か
と
い
う
判
断
の
違
い
に
よ
る
。
舘
野
氏
は
、一
文
字
目
の
旁
を「
京
」と
し
た
場
合
、

そ
の
下
の
「
費
」
の
「
弗
」
の
画
数
が
足
り
な
く
な
る
と
み
た
。
だ
が
「
費
」
字
の

右
端
の
部
材
が
欠
け
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
と
、
あ
え
て
二
文
字
目
の
字
画
が
不
足

す
る
と
考
え
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
写
真
版
の
検
討
に
と
ど
ま
る
が
、
②
の
一
文
字

目
は
「
椋
」
と
釈
読
し
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
「
椋
」
と
釈
読
し
た
文
字
の
偏
の
字
形
は
、
示
偏
な
い
し
禾
偏

の
よ
う
に
み
え
る
。
類
例
と
し
て
、
七
世
紀
後
半
頃
の
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
出
土
木

簡
を
あ
げ
た
い
（
図
2
）。
こ
の
木
簡
は
表
裏
と
も
に
「
大

費
直
伊
多
」
と
い
う

釈
文
が
提
示
さ
れ
て
い
る
（
木25-48

頁-61

号
）。
し
か
し
、
人
名
を
記
し
た
と

み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
（
氏
族
「
大
椋
費
直
」
に
関
し
て
は
後
述
）、「

」
と
翻
字

さ
れ
た
文
字
は
、「
椋
」
と
釈
読
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。
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つ
ぎ
に
⑥
で
あ
る
が
、「
段
」
と
い
う
単
位
が
全
部
で
五
回
で
て
く
る
。
七
世
紀

に
土
地
の
面
積
を
表
示
す
る
際
に
は
「
代
」
を
使
う
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
、

舘
野
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、「
段
」
は
布
の
単
位
と
し
て
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
高

い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
台
座
の
補
足
材
に
転
用
さ
れ
る
前
段
階
の
建
物
に
お
け
る

布
の
出
納
や
管
理
に
関
わ
る
記
載
と
な
り
、
そ
の
建
物
と
は
布
な
ど
が
収
納
さ
れ
た

ク
ラ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
野
氏
は
、
釈

三
尊
像
の
造
立
が
厩
戸
皇
子
（
聖
徳

太
子
）
の
妃
の
一
人
で
あ
る
膳
夫
人
の
出
身
氏
族
で
あ
る
膳
氏
を
中
心
に
な
さ
れ
た

こ
と
、
元
来
は
膳
氏
ゆ
か
り
の
法
輪
寺
に
安
置
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
膳
氏
の
邸
宅
に
あ
っ
た
ク
ラ
で
あ
る
蓋
然

性
が
高
い
。
仮
に
膳
氏
に
直
接
関
わ
ら
な
い
の
だ
と
し
て
も
、
布
の
出
納
や
管
理
に

と
も
な
っ
て
、
ク
ラ
の
扉
材
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
動
か
な
い
。

　

⑥
の
墨
書
内
容
を
も
う
少
し
み
て
お
こ
う
。「
留
保
分
七
段
」は「
書
屋
一
段
」「
尻

官
三
段
」「
ツ
支
与
三
段
」
の
合
計
数
に
合
致
す
る
の
で
、
内
訳
が
書
か
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、「
椋
費
二
段
」
と
の
関
係
も
あ
り
、
断
定
は
で
き
な
い
。

　

こ
の
う
ち
「
書
屋
」
は
、
書
物
を
収
納
し
た
建
物
で
あ
ろ
う
が
、「
書
」
に
は
文

字
を
記
す
こ
と
に
加
え
、
図
絵
を
描
く
こ
と
も
含
ま
れ
る
た
め
、
文
書
や
図
絵
を
管

理
す
る
建
物
と
捉
え
る
方
が
よ
い
か
も
し
れ
な
い

）
39
（

。

　

つ
ぎ
に
「
尻
官
」
は
解
釈
が
難
し
い
。
舘
野
氏
は
「
尻
」
は
「
シ
ロ
」
と
い
う
音

を
表
記
す
る
事
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
⒜
山
代
大
兄
王
に
関
わ
る
官
司
・
機
関
、
⒝

水
田
の
管
理
を
司
る
官
司
・
機
関
、
⒞
名
代
・
子
代
の
人
々
を
管
理
す
る
部
局
、
の

三
案
を
提
示
し
た
。
東
野
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
⒜
は
実
名
忌
避
の
観
点
か
ら
み

て
成
立
し
が
た
く
、
⒝
・
⒞
の
い
ず
れ
か
と
な
ろ
う
。

　
「
ツ
支
与
」
は
「
ツ
キ
ヨ
」
と
訓
読
で
き
、
個
人
名
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
今
回
新
た
に
釈
読
し
た
「
椋
費
」
で
あ
る
。「
椋
」

は
ク
ラ
を
意
味
す
る
文
字
で
あ
る
が
、
中
国
の
漢
字
に
は
そ
の
意
味
は
な
い
。「
椋
」

は
朝
鮮
半
島
に
由
来
す
る
文
字
で
、『
魏
志
』
高
句
麗
伝
の
「
無
二
大
倉
庫
一
、
家
家

自
有
二
小
倉
一
、
名
レ
之
為
二
桴
京
一
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
音
を
示
す
「
桴
」（
ク
ラ

を
意
味
す
る
高
句
麗
語
の
ホ
ク
ラ
の
語
音
の
音
）
の
木
偏
と
、訓
を
示
す
「
京
」（
こ

れ
自
体
に
ク
ラ
の
意
味
が
あ
る
）
の
組
み
合
わ
せ
文
字
と
推
定
さ
れ
て
い
る

）
40
（

。「
費
」

は
カ
バ
ネ「
直
」の
古
い
表
記
で
あ
り
、「
費
直
」と
表
記
す
る
場
合
も
あ
っ
た

）
41
（

。「
費
直
」

の
用
例
に
つ
い
て
は
、
図
2
の
「
大
椋
費
直
伊
多
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。「
大
椋
費
直
」

が
氏
族
名
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
、「
椋
費
」
も
氏
族
名
を
示
す
。
こ
の
二
つ
の
氏

族
は
、『
古
語
拾
遺
』
に
次
の
よ
う
な
形
で
登
場
す
る
。

【
史
料
3
】『
古
語
拾
遺
』雄
略
天
皇
段

（
前
略
）
自
レ
此
而
後
、
諸
国
貢
調
、
年
々
盈
溢
。
更
立
二
大
蔵
一
、
令
下
蘇
我
麻

智
宿
禰
検
二
校
三
蔵
一
〈
斎
蔵
・
内
蔵
・
大
蔵
〉、
秦
氏
出
二
納
其
物
一
、
東
西
文

氏
勘
中
録
其
簿
上
。
是
以
、
漢
氏
賜
レ
姓
為
二
内
蔵
・
大
蔵
一
。
今
、
秦
・
漢
二
氏
、

為
二
内
蔵
・
大
蔵
主
鎰
蔵
部
一
之
縁
也
。

　　

前
略
部
で
は
、
ま
ず
神
武
朝
に
斎
蔵
が
設
置
さ
れ
、
斎
部
氏
が
そ
の
職
に
永
く
任

ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
。
つ
い
で
履
中
朝
に
内
蔵
が
設
け
ら
れ
、
阿
知
使
主
（
東
漢
氏
の

祖
）・
王
仁
（
西
文
氏
の
祖
）
が
「
記
二
其
出
納
一
」
し
、
蔵
部
が
定
め
ら
れ
た
と
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
神
武
朝
・
履
中
朝
の
状
況
を
受
け
て
、
史
料
3
に
よ
れ
ば
、

雄
略
朝
に
な
っ
て
新
た
に
大
蔵
が
設
け
ら
れ
、
漢
氏
（
東
漢
氏
）
の
な
か
か
ら
、
内

蔵
氏
と
大
蔵
氏
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。「
椋
直
」
は
内
蔵
氏
に
、「
大

椋
費
直
」
は
大
蔵
氏
に
対
応
し
よ
う

）
42
（

。

　
『
古
語
拾
遺
』は
中
臣
氏
と
対
立
し
て
い
た
斎
部
氏
に
よ
っ
て
大
同
二
年（
八
〇
七
）

に

せ
ら
れ
た
氏
文
で
あ
り
、
か
な
り
の
文
飾
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。
特

に
、
神
武
朝
に
斎
蔵
が
設
置
さ
れ
た
と
い
う
主
張
は
到
底
信
じ
が
た
い
も
の
が
あ

る
。
ま
た
、
履
中
朝
・
雄
略
朝
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
履
中
朝
に
「
蔵
官
」「
蔵
職
」

が
置
か
れ
、
雄
略
朝
に
秦
酒
が
庸
調
を
奉
献
し
た
と
記
す
『
日
本
書
紀
』『
古
事
記
』

の
所
伝
を
踏
ま
え
て
叙
述
さ
れ
て
お
り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
史
料
3
が
記
す
よ
う
な
、
蘇
我
氏
の
「
検
二
校
三
蔵
一
」、
秦
氏
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の
「
出
二
納
其
物
一
」、
東
西
文
氏
（
東
文
氏
、
西
文
氏
）
の
「
勘
中
録
其
簿
上
」
と
い

う
基
本
的
職
掌
や
、
内
蔵
氏
・
大
蔵
氏
が
漢
氏
（
東
漢
氏
）
の
一
族
で
あ
る
と
い
う

点
に
つ
い
て
は
、
特
に
否
定
す
る
理
由
は
な
い
。
東
文
氏
は
西
文
氏
と
と
も
に
、
史

部
と
し
て
文
筆
を
も
っ
て
朝
廷
に
仕
え
た
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
。
東
文
氏
と
同
族
で

あ
る
内
蔵
氏
・
大
蔵
氏
が
ク
ラ
で
帳
簿
の
勘
録
に
あ
た
る
の
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と

だ
と
い
え
よ
う
。
履
中
朝
・
雄
略
朝
と
い
う
時
代
設
定
は
と
も
か
く
も
、
諸
氏
族
の

基
本
的
職
掌
や
同
族
関
係
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
認
め
て
も
よ
い
と
考
え
る

）
43
（

。

　

こ
う
し
た
、
ク
ラ
に
お
け
る
記
録
事
務
を
職
掌
と
し
た
「
費
直
」（
内
蔵
直
）
と

い
う
氏
族
の
名
前
が
、
ま
さ
に
ク
ラ
で
の
布
の
出
納
・
管
理
記
録
（
史
料
2
）
に
関

わ
っ
て
登
場
す
る
の
は
、
極
め
て
興
味
深
い
現
象
だ
と
い
え
よ
う
。

　

2　

ク
ラ
と
木
簡

　

前
節
で
み
た
よ
う
に
、
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘
は
、
本
来
は
ク

ラ
の
扉
板
に
書
き
付
け
ら
れ
た
一
種
の
メ
モ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書
写
専
用

の
紙
や
木
を
使
わ
な
か
っ
た
点
で
特
異
で
あ
る
が
、
木
に
墨
書
す
る
と
い
う
点
で
は

木
簡
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
想
起
さ
れ
る
の
は
、「
倉
札
」
と
称
さ
れ
る
木
簡
で
あ
る
。『
延

暦
交
替
式
』
天
平
勝
宝
七
年
（
七
五
五
）
七
月
五
日
宣
に
付
せ
ら
れ
た
「
今
案
」
の

な
か
に
、
正
倉
の
不
動
物
の
欠
負
に
関
わ
っ
て
、「
又
有
二
長
官
一
率
二
史
生
一
、
分
頭

収
納
、
共
署
二
倉
札
一
。
後
至
二
下
尽
一
、
所
レ
納
有
レ
欠
、
史
生
以
上
、
可
レ
預
二
其
事
一
」

と
み
え
る
。
本
史
料
を
も
と
に
東
野
治
之
氏
は
、
不
動
物
の
収
納
状
況
や
責
任
者
な

ど
を
、
そ
の
都
度
記
録
し
て
お
く
の
が
、
倉
札
で
あ
る
と
し
た

）
44
（

。

　

こ
れ
を
受
け
て
原
秀
三
郎
氏
は
、藤
原
宮
跡
西
北
隅
や
鴨
遺
跡
（
滋
賀
県
高
島
市
）

で
出
土
し
た
平
安
時
代
初
頭
の
大
型
木
簡
が
、
倉
札
に
相
当
す
る
と
指
摘
し
た

）
45
（

。
藤

原
宮
跡
西
北
隅
か
ら
出
土
し
た
も
の
は
、
弘
仁
元
年
（
八
一
〇
）
の
年
紀
を
も
つ
長

さ
九
八
二
ミ
リ
、
幅
五
七
ミ
リ
、
厚
さ
五
ミ
リ
の
木
簡
（
飛7-7

〜12

頁
）
と
、
弘

仁
六
年
の
年
紀
を
も
つ
長
さ
八
四
〇
ミ
リ
、幅
五
一
ミ
リ
、厚
さ
六
ミ
リ
の
木
簡
（
飛

7-11

頁
）
の
二
点
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
荘
園
の
経
営
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
。
前

者
を
例
に
と
る
と
、
弘
仁
元
年
一
〇
月
の
稲
の
収
納
に
始
ま
り
、
翌
年
二
月
に
い
た

る
ま
で
の
支
出
状
況
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、貞
観
一
五
年
（
八
七
三
）

の
年
紀
を
も
つ
鴨
遺
跡
出
土
の
事
例
は
、
長
さ
一
六
六
五
ミ
リ
、
幅
（
六
四
）
ミ
リ
、

厚
さ
一
三
ミ
リ
の
極
め
て
長
大
な
木
簡
で
、
九
月
一
七
日
か
ら
一
〇
月
七
日
頃
に
か

け
て
の

（
葦
の
穂
）
の
員
数
が
記
さ
れ
て
い
る
（
木2-37

頁-1

号
）。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
山
田
寺
宝
蔵
の
西
雨
落
溝
か
ら
、
経
典
の
貸
し
出
し
状
況
を

記
し
た
四
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
う
ち
二
点
は
大
型
木
簡
で
あ
る
（
飛
藤

1-1460

・1461

号
）。
一
点
は
長
さ
（
八
三
五
）
ミ
リ
、
幅
（
八
六
）
ミ
リ
、
厚
さ

四
ミ
リ
。
左
辺
に
は
切
り
込
み
が
あ
り
、
紐
を
か
け
て
宝
蔵
内
で
括
る
か
、
懸
け
て

利
用
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
大
同
二
年
（
八
〇
七
）・
弘
仁
二
年
（
八
一
一
）

の
年
紀
が
あ
り
、
何
度
か
削
り
直
さ
れ
な
が
ら
、
多
く
の
筆
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ

た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
点
は
長
さ
（
一
二
一
五
）
ミ
リ
、
幅
（
一
〇
七
）
ミ
リ
、

厚
さ
三
ミ
リ
。
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）・
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
の
年
紀
が
あ
り
、

同
じ
く
何
度
か
削
り
直
さ
れ
な
が
ら
、
多
く
の
筆
に
よ
っ
て
書
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

一
一
世
紀
前
半
、
東
か
ら
流
入
し
た
土
砂
に
よ
っ
て
、
山
田
寺
の
東
面
回
廊
や
宝

蔵
は
倒
壊
す
る
。
そ
の
際
、
宝
蔵
に
収
納
さ
れ
て
い
た
銅
板
五
尊
像
・
各
種
仏
具
・

経
軸
・
厨
子
部
材
な
ど
が
、
基
壇
や
雨
落
溝
の
上
な
ど
に
散
乱
し
、
木
簡
も
同
じ
運

命
を
た
ど
っ
た
。
木
簡
は
八
世
紀
中
葉
か
ら
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
後
も
ず
っ
と
長
ら
く
宝
蔵
に
収
納
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
門
田
条
里
制
跡
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）
か
ら
も
倉
札
の
可
能
性
が
あ
る

木
簡
が
出
土
し
て
お
り
（
木12-114

頁
）
46
（

）、や
は
り
下
端
に
は
切
り
込
み
が
あ
る
（
上

端
は
欠
損
の
た
め
切
り
込
み
の
有
無
は
不
明
）。

　

こ
の
よ
う
に
ク
ラ
の
出
納
や
管
理
に
関
わ
る
大
型
木
簡
が
、
ク
ラ
と
密
着
す
る
形

で
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る

）
47
（

。
ク
ラ
の
扉
材
そ
の
も
の
に
書
き
付
け
ら
れ

た
史
料
2
も
、
ク
ラ
と
密
着
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
ま
さ
に
倉
札
と
共
通
す
る
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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実
は
大
型
木
簡
に
限
ら
ず
、
ク
ラ
は
木
簡
が
多
く
使
わ
れ
た
場
所
で
あ
っ
た
。
地

方
の
遺
跡
か
ら
は
、
出
挙
に
関
わ
る
木
簡
が
た
く
さ
ん
み
つ
か
っ
て
い
る

）
48
（

。
出
挙
の

際
は
、
ク
ラ
に
収
納
さ
れ
た
頴
稲
が
春
・
夏
に
貸
し
出
さ
れ
、
秋
に
な
っ
て
利
息
と

と
も
に
ク
ラ
に
回
収
さ
れ
る
よ
う
に
、
出
挙
活
動
と
ク
ラ
と
は
密
接
不
可
分
の
関
係

に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
顕
著
に
示
す
の
が
、
次
の
井
上
薬
師
堂
遺
跡
（
福
岡
県
小

郡
市
）
出
土
木
簡
で
あ
る
。

【
史
料
4
】
井
上
薬
師
堂
遺
跡
出
土
木
簡

  　

                　

　
　

□
〔
寅
ヵ
〕年

白
日
椋
稲
遺
人

黒
人
赤
加
倍
十

山
部
田
母
之
本
廿

日
方
□

〔
ツ

□呉
ヵ
〕之

倍
十

木
田
支
万
羽
之
本
五　

竹
野
万
皮
引
本
五　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
446
×45

×7　

011　

木22-275

頁-2

号

　

冒
頭
に
は
干
支
年
号
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
別
の
木
簡
に
「
夜
津
評
」
と
い
う

語
句
が
認
め
ら
れ
る
（
木22-275

頁

 
- 1

号
）
こ
と
か
ら
、
七
世
紀
代
の
木
簡
と
み

ら
れ
る
。
平
川
南
氏
ら
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
稲
遺
人
」
は
出
挙

の
未
納
者
を
意
味
し
、
割
書
部
分
に
は
「
人
名+

倍
も
し
く
は
本+
稲
束
量
」
の

形
式
で
個
人
別
に
未
納
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
本
」
は
出
挙
本
稲
、「
倍
」
は
出

挙
の
本
稲
と
利
稲
を
あ
わ
せ
た
表
現
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
本
木
簡
か
ら
は
、「
白

日
椋
」
と
い
う
ク
ラ
を
拠
点
に
出
挙
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る

）
49
（

。

　

さ
ら
に
、西
河
原
遺
跡
群
の
ひ
と
つ
宮
ノ
内
遺
跡
（
滋
賀
県
野
洲
市
）
に
お
い
て
、

木
簡
と
ク
ラ
と
の
直
接
的
な
関
係
を
示
す
興
味
深
い
発
見
が
あ
っ
た
。
三
間
×
四
間

の
ク
ラ
を
解
体
し
た
際
、
柱
を
抜
き
取
っ
て
生
じ
た
穴
二
〇
基
（
検
出
は
一
七
基
）

の
う
ち
五
基
か
ら
、そ
の
と
き
廃
棄
さ
れ
た
六
点
の
木
簡
が
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
釈
読
で
き
る
の
は
、
次
に
示
す
五
点
で
あ
る

）
50
（

。

　

こ
れ
ら
は
基
本
的
に
下
端
に
二
次
的
に
穿
た
れ
た
孔
が
あ
り
、
紐
で
束
ね
て
保
管

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
オ
「
貸
稲
」、
エ
「
貸
」、
ウ
「
稲
」
な
ど
の
語
が
み
ら
れ
、

出
挙
関
連
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
（「
貸
稲
」
は
出
挙
の
古
い
表
現
）。
ア
〜
ウ
に
は
年

紀
が
あ
り
、順
に
持
統
五
年（
六
九
一
）、文
武
四
年（
七
〇
〇
）、大
宝
二
年（
七
〇
二
）

に
相
当
す
る
。
大
宝
二
年
以
後
の
ク
ラ
解
体
に
と
も
な
っ
て
、
こ
れ
ら
は
一
括
廃
棄

【
史
料
5
】
宮
ノ
内
遺
跡
出
土
木
簡

　

ア
・
庚
子
年
十
二
□

〔
月
ヵ
〕□　

　
　
　
　

□
〔
記
ヵ
〕□

千
五 

о 

   　

 

・  

о 

 
 662

×41

×10　

011　

黎164

号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

イ
・
壬
寅
年
正
月
廿
五
日
三
寸
造
廣
山
三
□

勝
鹿
首
大
国
八
十
о

　

二

 

・ 

　

苅
田
二
百
束　

　
　

□
□

о 
 

272

×44

×7　

011　

黎166

号

　

ウ　

辛
卯
年
十
二
月
一
日
記
宜
都
宜
椋
人
□
稲
千
三
百
五
十
三
半
記
о

 
 595

×41

×10　

011　

黎145

号

                        

　

エ
・　

　
　
　

□
石
□
□
百
束
□〔

貸
ヵ
〕

　
　

・
□
□　

　

別
俵
二
石
春
稲

束

                            （307

）×（39

）×7　

081　

木29-66

頁-4

号

  　

  　

                

　

オ
・　

刀
自
右
二
人
貸
稲
□

 〔
小
ヵ
〕 

斤
稲
二
百
斤
又
□〔

小
ヵ
〕斤

稲

斤
貸
о

　
　

・　
　

人
佐
太
大
連

　

首
弥
皮
加
之
二
人
知  　

文
作
人
石
木
主
寸
文
通
о

 

（289

）×45

×5　

019　

黎60

号
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さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
最
も
古
い
年
紀
を
も
つ
ア
は
一
〇
年
以
上
保
管
さ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
廃
棄
の
際
に
は
、抜
取
穴
に
収
ま
る
よ
う
に
、イ
を
除
い
て
上
下
真
っ

二
つ
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
本
来
の
長
さ
は
二
尺
（
約
六
〇
セ
ン
チ
）
前

後
の
大
型
木
簡
で
あ
っ
た
（
イ
の
み
そ
の
約
半
分
の
大
き
さ
）。

　

こ
こ
で
特
に
注
目
し
た
い
の
が
、ウ
の
「
宜
都
宜
椋
人
」
で
あ
る
。「
宜
」
は
「
ガ
」

の
音
を
示
す
古
韓
音
で
、「
宜
都
宜
」
は
イ
「
勝
鹿
」
と
同
義
と
考
え
ら
れ
る
。
問

題
は
「
椋
人
」
で
あ
る
。「
人
」
と
「
稲
」
と
の
間
に
は
一
文
字
分
の
墨
書
が
あ
る

が
、
上
下
二
片
に
切
断
し
た
部
分
に
あ
た
っ
て
お
り
、
残
念
な
が
ら
釈
読
は
不
可
能

で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
椋
人
」
は
、
複
姓
の
一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

個
人
名
と
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、
い
ず
れ
と
も
決
し
が
た
い
。
仮
に
複
姓
の
一
部

で
あ
れ
ば
、
渡
来
系
氏
族
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
（『
新

姓
氏
録
』
右
京

諸
蕃
上
な
ど
）、
そ
の
名
称
が
示
す
よ
う
に
、
ク
ラ
の
出
納
業
務
に
携
わ
っ
た
氏
族

と
考
え
ら
れ
る

）
51
（

。
複
姓
の
椋
人
（
倉
人
、
蔵
人
）
に
関
し
て
、
椋
人
の
上
に
は
畿
内

と
そ
の
近
国
の
地
名
が
く
る
こ
と
が
多
く
、
宜
都
宜
（
勝
鹿
）
も
同
様
に
考
え
ら
れ

よ
う
。
も
し
「
椋
人
」
が
複
姓
の
一
部
で
は
な
く
て
、
個
人
名
に
あ
た
る
の
だ
と
し

て
も
、オ
「
文
作
人
」
の
石
木
主
寸
文
通
の
名
が
、「
文
作
人
」
と
結
び
つ
く
「
文
通
」

を
称
す
る
よ
う
に
、
ク
ラ
で
の
職
掌
と
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

）
52
（

。

　

さ
て
「
宜
都
宜
椋
人（
□
）」
の
下
の
「
稲
千
三
百
五
十
三
半
」
は
、
特
に
単
位
が

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
イ
・
エ
の
よ
う
な
「
束
」、
も
し
く
は
オ
の
よ
う
な
「
斤
」

で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
束
＝
一
斤
と
い
う
関
係
に
な
る
の
で
、
大
き
な
違

い
は
な
い
。「
半
」
は
〇
・
五
束（
斤
）＝
五
把
で
あ
る
。
稲
一
三
五
三
・
五
束
は
出
挙

稲
の
貸
付
額
に
し
て
は
あ
ま
り
に
も
大
き
く
、「
宜
都
宜
椋
人（
□
）」
は
ク
ラ
に
お

け
る
出
挙
業
務
の
担
当
者
と
み
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
「
宜
都
宜
椋
人（
□
）」
は
、
そ
の
人
名
か
ら
も
、
ま
た
木
簡
の
文
面

か
ら
も
、
ク
ラ
と
の
密
接
な
関
わ
り
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ク
ラ
字
を
人
名
の
一
部
に
付
す
も
の
と
し
て
、
同
じ
く
西
河
原
遺
跡
群
を
構
成
す

る
森
ノ
内
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、
次
の
木
簡
に
も
注
目
し
た
い
。

【
史
料
6
】
森
ノ
内
遺
跡
出
土
木
簡

　

・
椋
□
伝
之
我
持
往
稲
者
馬
不
得
故
我
者
反
来
之
故
是
汝
卜
部

　

・
自
舟
人
率
而
可
行
也　

其
稲
在
処
者
衣
知
評
平
留
五
十
戸
旦
波
博
士
家

                                      410

×35

×2　

011　

黎55

号

　
「
里
」
に
先
行
す
る
「
五
十
戸
」
の
表
記
が
み
ら
れ
、
天
武
一
〇
年
（
六
八
一
）

以
前
の
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。
二
文
字
目
は
字
形
か
ら
「
直
」「
首
」
の
い
ず
れ
か

と
な
り
、
私
は
「
直
」
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。
犬
飼
隆
氏
は
「
椋
の
直

伝
ふ
。
我
が
持
往
く
稲
は
馬
得
ぬ
故
、
我
は
反
り
来
（
ぬ
）。
故
是
に
、
汝
卜
部
、

自
ら
舟
人
率
て
行
く
べ
し
。
其
の
稲
の
在
処
は
、
衣
知
評
の
平
留
五
十
戸
の
旦
波
博

士
の
家
（
ぞ
）」
と
訓
読
し
、「
椋
の
直
が
伝
え
る
。
自
分
が
運
ん
で
行
く
稲
は
馬
が

得
ら
れ
な
い
の
で
自
分
は
帰
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
今
、
あ
な
た
卜
部
が
自
身
で
舟

人
を
引
き
つ
れ
て
取
り
に
行
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
稲
の
在
処
は
衣
知
の
評
の
平
留
の

五
十
戸
の
旦
波
の
博
士
の
家
」
と
訳
し
て
お
り

）
53
（

、
こ
れ
に
基
本
的
に
従
い
た
い
。

　

本
木
簡
は
、
椋
直
が
衣
知
評
平
留
五
十
戸
に
あ
る
旦
波
博
士
家
か
ら
稲
を
持
ち
運

ぼ
う
と
し
た
が
、
馬
を
調
達
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
舟
で
運
ぶ
よ
う
に
卜
部
に
命
じ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。稲
の
運
搬
先
は
、木
簡
の
出
土
し
た
西
河
原
遺
跡
群
に
あ
っ

た
ク
ラ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
本
木
簡
も
ク
ラ
と
の
関
わ
り
が
深
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る「
椋
直
」は
、法
隆
寺
釈

三
尊
像
台
座
墨
書
銘（
史
料
2
）の「
椋

費
」
と
同
じ
で
、
東
漢
氏
の
一
族
で
あ
る
。
旦
波
博
士
（
大
友
但
波
史
）
は
そ
の
配

下
で
あ
る
志
賀
漢
人
の
一
族
で
あ
り
、
律
令
体
制
導
入
以
前
か
ら
の
つ
な
が
り
が
垣

間
み
ら
れ
る
点
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る

）
54
（

。

　

さ
ら
に
、
史
料
1
に
あ
る
よ
う
に
、
2
山
田
寺
跡
下
層
か
ら
日
本
最
古
級
の
木
簡

四
八
点
が
出
土
し
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
山
田
寺
の
造
営
を
開

始
し
た
の
は
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
で
あ
る
が
、
そ
の
複
姓
の
一
部
に
「
倉
」
が
含

ま
れ
る
よ
う
に
、
ク
ラ
の
管
理
に
深
く
関
わ
っ
た
氏
族
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
史

料
3
に
も
、
蘇
我
氏
は
ク
ラ
の
検
校
を
職
掌
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
、ク
ラ
で
の
記
録
を
職
掌
と
し
た
ク
ラ
氏
と
そ
の
関
連
氏
族
の
活
動
痕
跡
が
、

史
料
1
・
2
・
5
・
6
に
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

最
も
古
い
時
期
の
法
隆
寺
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘
（
史
料
2
）
で
あ
る
。
こ
れ

は
ク
ラ
の
扉
材
に
直
接
書
き
付
け
た
点
で
特
異
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
行
為
と
は
別

に
、
木
簡
を
使
っ
た
記
録
作
業
に
も
従
事
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。

　

前
章
で
は
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
日
本
最
古
級
の
木
簡
を
概
観
し
、
そ
れ
ら

は
多
く
の
種
類
か
ら
な
り
、
八
世
紀
に
つ
な
が
る
木
簡
の
基
本
的
な
使
用
方
法
は

六
四
〇
年
代
に
は
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
本
章
で
は
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊

像
台
座
の
墨
書
銘
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
古
い
六
二
〇
年
代
に
は
、

記
録
・
落
書
の
木
簡
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
定
し
た
。
特
に
重
要
だ
と
考
え

ら
れ
る
の
が
、「
椋
費
」
の
よ
う
な
渡
来
系
氏
族
が
ク
ラ
で
の
記
録
事
務
に
関
わ
り
、

そ
の
際
に
木
簡
を
使
用
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
章
を
改
め
て
、
こ
の

点
を
さ
ら
に
追
究
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

❸
百
済
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響

　

1　

王
辰
爾
を
め
ぐ
る
所
伝

　
『
日
本
書
紀
』
欽
明
・
敏
達
紀
に
は
、
百
済
か
ら
渡
来
し
た
王
辰
爾
と
そ
の
一
族

が
文
筆
に
深
く
関
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
著
名
な
記
事
が
あ
る
。

【
史
料
7
】『
日
本
書
紀
』
欽
明
・
敏
達
紀

　

⒜
『
日
本
書
紀
』
欽
明
一
四
年
（
五
五
三
）
七
月
甲
子
条

幸
二
樟
勾
宮
一
。
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
禰
、
奉
レ
勅
遣
二
王
辰
爾
一
、
数
二
録
船
賦
一
。

即
以
二
王
辰
爾
一
、
為
二
船
長
一
。
因
賜
レ
姓
為
二
船
史
一
。
今
船
連
之
先
也
。

　

⒝
『
日
本
書
紀
』
欽
明
三
〇
年
（
五
六
九
）
正
月
辛
卯
朔
条

詔
曰
、
量
二
置
田
部
一
、
其
来
尚
矣
。
年
甫
十
余
、
脱
レ
籍
免
レ
課
者
衆
。
宜
レ
遣
二

胆
津
一
〈
胆
津
者
、
王
辰
爾
之
甥
也
。〉
検
二
定
白
猪
田
部
丁
籍
一
。

　

⒞
『
日
本
書
紀
』
欽
明
三
〇
年
（
五
六
九
）
四
月
条

胆
津
検
二
閲
白
猪
田
部
丁
者
一
、依
レ
詔
定
レ
籍
。
果
成
二
田
戸
一
。
天
皇
嘉
二
胆
津

定
レ
籍
之
功
一
、
賜
レ
姓
為
二
白
猪
史
一
。
尋
拝
二
田
令
一
、
為
二
瑞
子
之
副
一
。〈
瑞

子
見
レ
上
。〉

　

⒟
『
日
本
書
紀
』
敏
達
元
年
（
五
七
二
）
五
月
丙
辰
条

天
皇
執
二
高
麗
表
一
、
授
二
於
大
臣
一
。
召
二
聚
諸
史
一
、
令
二
読
解
一
之
。
是
時
、

諸
史
、於
二
三
日
内
一
、皆
不
レ
能
レ
読
。
爰
有
二
船
史
祖
王
辰
爾
一
、能
奉
二
読
釈
一
。

由
レ
是
、
天
皇
与
二
大
臣
一
倶
為
二
讃
美
一
曰
、
勤
乎
辰
爾
。
懿
哉
辰
爾
。
汝
若
不

レ
愛
二
於
学
一
、誰
能
読
解
。
宜
三
従
レ
今
始
、
近
二
侍
殿
中
一
。
既
而
、詔
二
東
西
諸

史
一
曰
、汝
等
所
レ
習
之
業
、
何
故
不
レ
就
。
汝
等
雖
レ
衆
、
不
レ
及
二
辰
爾
一
。
又

高
麗
上
表

、
書
二
于
烏
羽
一
。
字
随
二
羽
黒
一
、既
無
二
識
者
一
。
辰
爾
乃
蒸
二
羽

於
飯
気
一
、
以
レ
帛
印
レ
羽
、
悉
写
二
其
字
一
。
朝
庭
悉
異
之
。

　

⒠
『
日
本
書
紀
』
敏
達
三
年
（
五
七
四
）
一
〇
月
丙
申
条

遣
二
蘇
我
馬
子
大
臣
於
吉
備
国
一
、増
三
益
白
猪
屯
倉
与
二
田
部
一
。
即
以
二
田
部
名

籍
一
、
授
二
于
白
猪
史
胆
津
一
。

　

⒜
は
田
中
史
生
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
欽
明
に
よ
る
百
済
へ
の
軍
事
支
援
に
関

わ
る
記
事
と
考
え
ら
れ
る

）
55
（

。
欽
明
が
行
幸
し
た
「
樟
勾
宮
」
は
、
か
つ
て
欽
明
の
父

で
あ
る
継
体
が
即
位
し
た
樟
葉
宮
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。「
勾
」
と
は
川
の
屈
曲
を

意
味
す
る
語
で
あ
り
、
宮
の
す
ぐ
付
近
に
は
宇
治
川
・
木
津
川
・
桂
川
が
合
流
し
た

淀
川
の
川
津
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。「
樟
」
は
船
材
と
し
て
多
用
さ
れ
る
木
で

あ
っ
た
。
欽
明
に
よ
る
樟
勾
宮
へ
の
行
幸
の
一
〇
ヵ
月
後
に
は
、
多
く
の
兵
馬
と
と

も
に
船
四
〇
隻
が
用
意
さ
れ
た
と
あ
り
、
そ
れ
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

　

⒜
に
よ
れ
ば
、
王
辰
爾
は
樟
勾
宮
近
く
の
川
津
に
派
遣
さ
れ
、
そ
こ
で
「
船
賦
」

を
「
数
録
」
し
た
功
績
に
よ
り
「
船
長
」
に
任
命
さ
れ
、船
史
の
姓
を
賜
っ
た
と
い
う
。

「
船
賦
」
は
船
か
ら
の
貢
納
物
を
意
味
す
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
田
中
氏
が
述
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べ
て
い
る
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
へ
の
軍
派
遣
を
前
に
し
た
欽
明
に
対
す
る
、
淀
川
水

系
を
利
用
し
た
周
辺
首
長
か
ら
貢
納
さ
れ
た
軍
事
物
資
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。
王
辰

爾
は
そ
れ
ら
の
計
算
・
記
録
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

⒝
・
⒞
・
⒠
は
、
吉
備
の
白
猪
屯
倉
に
関
わ
る
記
事
で
あ
る
。
⒝
・
⒞
は
、
王
辰

爾
の
甥
で
あ
る
胆
津
が
、
白
猪
屯
倉
の
「
田
部
丁
籍
」
を
「
検
定
」
し
、
そ
の
功
績

で
白
猪
史
の
姓
を
賜
り
、
田
令
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
。
⒠
は
、
白
猪
屯
倉
と

田
部
と
が
増
益
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
胆
津
に
「
田
部
名
籍
」
が
与
え
ら
れ
た
こ
と

を
記
す
。
こ
れ
ら
の
人
名
の
書
か
れ
た
帳
簿
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は
諸
説
出
さ
れ
て

い
る
が
、
近
年
、
笹
川
尚
紀
氏
が
注
目
す
べ
き
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
笹
川
氏
は
、

⒝
「
籍
」・
⒠
「
田
部
名
籍
」
と
⒝
・
⒞
「
田
部
丁
籍
」
と
は
別
個
の
存
在
で
あ
る

と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
田
部
名
籍
は
、
田
部
と
し
て
編
成
さ
れ
白
猪
屯
倉
の
経
営
に

携
わ
っ
た
青
年
男
子
の
名
簿
で
あ
り
、
主
に
蘇
我
氏
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
一

方
の
田
部
丁
籍
は
、
田
部
名
籍
を
授
け
ら
れ
た
胆
津
が
そ
れ
を
土
台
に
し
て
、
欽
明

一
六
年
頃
に
選
定
さ
れ
た
田
部
の
成
年
男
子
と
、
親
族
の
う
ち
欽
明
三
〇
年
頃
に
成

人
に
達
し
て
い
た
男
子
や
若
年
の
男
児
な
ど
が
登
載
さ
れ
た
も
の
と
す
る

）
56
（

。

　

⒟
は
欽
明
三
一
年
（
五
七
〇
）
に
お
け
る
高
句
麗
か
ら
の
遣
使
に
関
わ
る
一
連
の

記
事
で
あ
る
。
高
句
麗
王
か
ら
の
国
書
「
鳥
羽
の
表
」
を
多
く
の
「
東
西
諸
史
」
が

解
読
で
き
な
い
な
か
、
王
辰
爾
が
蒸
気
で
布
に
写
し
取
っ
て
見
事
に
解
読
し
た
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
載
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
高
句
麗
の
国
書
が
鳥
羽
に
書
か
れ
て
い
た

よ
う
な
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
こ
の
伝
承
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
犬
飼
隆
氏
は
、
四
・
五
世
紀
以
来
の
朝
鮮
半
島
か
ら
導
入
さ
れ
た
漢
学

の
学
的
水
準
が
六
世
紀
後
半
に
は
色
あ
せ
、
当
時
の
半
島
や
大
陸
と
の
交
流
に
は
役

立
た
な
く
な
り
、
新
し
い
水
準
の
漢
字
用
法
は
主
に
百
済
を
介
し
て
導
入
さ
れ
た
こ

と
が
象
徴
さ
れ
た
記
事
で
あ
る
と
み
て
お
り

）
57
（

、
注
目
さ
れ
る
。

　

こ
れ
ら
⒜
〜
⒠
は
氏
族
伝
承
の
要
素
も
強
く
、
⒟
の
よ
う
に
額
面
ど
お
り
に
は
受

け
取
れ
な
い
記
事
も
あ
る
。
し
か
し
、
百
済
出
自
の
渡
来
系
氏
族
が
物
・
人
の
管
理

や
外
交
で
文
筆
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
た
こ
と
は
、
基
本
的
に
認
め
て
よ
か
ろ
う
。

　

な
お
、
王
辰
爾
の
一
族
と
し
て
は
、
船
史
・
白
猪
史
と
は
別
に
津
史
が
存
在
す
る
。

そ
の
名
の
示
す
と
お
り
、
津
の
管
理
業
務
に
従
事
し
た
氏
族
で
あ
る
。
人
・
物
・
情

報
が
行
き
交
う
津
で
は
、
文
字
が
使
用
さ
れ
る
場
面
が
多
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想

像
が
つ
く
。

　

さ
て
、『
日
本
書
紀
』
欽
明
元
年
（
五
二
〇
）
八
月
条
に
、
秦
人
・
漢
人
な
ど
の

渡
来
人
を
招
集
し
て
地
方
に
安
置
さ
せ
、「
戸
籍
」
に
登
載
し
た
こ
と
が
み
え
る
。

岸
俊
男
氏
は
、「
某
戸
」
を
称
す
る
渡
来
系
氏
族
の
存
在
な
ど
も
踏
ま
え
、
日
本
に

お
け
る
「
戸
」
お
よ
び
編
戸
の
源
流
は
、
朝
鮮
か
ら
の
渡
来
集
団
に
求
め
ら
れ
る
と

指
摘
し
た

）
58
（

。
白
猪
屯
倉
の
田
部
に
関
わ
る
「
籍
」
と
い
い
、
戸
籍
（
当
該
期
は
族
制

的
な
も
の
）
を
つ
く
る
技
術
は
渡
来
人
が
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
⒝
・
⒞
・

⒠
で
は
人
の
管
理
に
関
わ
る
「
籍
」
に
つ
い
て
の
み
触
れ
る
が
、
屯
倉
に
は
ク
ラ
が

付
属
す
る
以
上
、
物
品
管
理
用
の
帳
簿
も
当
然
使
用
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、
当
時
い
か
な
る
書
写
材
料
を
用
い
て
い
た
の
か
。
⒟
の
場
合
、
布
が

使
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
説
話
と
な
っ
て
い
る
が

）
59
（

、
あ
く
ま
で
も
外
交
文
書
で

あ
る
。
こ
こ
で
は
列
島
内
で
使
用
さ
れ
た
も
の
を
対
象
に
し
た
い
。
そ
の
際
に
注
目

さ
れ
る
の
は
、
上
記
の
「
名
籍
」
に
「
ナ
ム
フ
タ
」、「
戸
籍
」
に
「
ヘ
ノ
フ
ミ
タ
」

と
い
う
古
訓
が
伝
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
フ

タ
」「
フ
ミ
タ
」
と
は
「
札
」「
文
板
」
の
こ
と
で

）
60
（

、
木
簡
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を

強
く
示
唆
す
る
。
日
本
で
は
い
ま
だ
六
世
紀
代
の
確
実
な
木
簡
は
出
土
し
て
い
な
い

が
、
韓
国
で
は
六
世
紀
代
の
木
簡
が
複
数
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
特
に
重
要

な
の
が
、
王
辰
爾
の
出
身
地
で
も
あ
っ
た
百
済
の
六
世
紀
木
簡
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
、
ま
と
ま
っ
た
数
の
木
簡
が
出
土
し
た
の
が
、
百
済
の
首
都
で
あ
っ
た

扶
余
（
五
三
八
│
六
六
〇
）
の
陵
山
里
寺
址
で
あ
る
。
陵
山
里
寺
址
は
、
王
陵
群
と

推
定
さ
れ
る
陵
山
里
古
墳
群
と
羅
城
と
の
間
に
位
置
す
る
。
寺
院
を
造
営
す
る
以
前

の
排
水
路
を
中
心
に
、
六
世
紀
後
半
頃
の
木
簡
一
四
五
点
（
う
ち
削
屑
一
二
五
点
）

が
出
土
し
て
お
り
、
文
書
・
記
録
・
付
札
・
習
書
な
ど
多
彩
な
木
簡
か
ら
な
る
。
多

く
の
研
究
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
尹
善
泰
・
李
鎔
賢
・
李
炳
鎬
・
田
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中
史
生
氏
ら
の
研
究
を
参
考
に
み
て
い
き
た
い

）
61
（

。

　

陵
山
里
寺
址
出
土
木
簡
は
、
物
や
人
の
管
理
と
関
わ
っ
て
使
用
さ
れ
た
も
の
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
。
最
も
象
徴
的
な
の
が
、
次
に
掲
げ
る
四
面
墨
書
木
簡
で
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
釈
文
が
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
写
真
版
を
も
と
に
検
討
し
た
と
こ
ろ
、

田
中
氏
が
提
示
し
た
釈
文
が
最
も
妥
当
と
判
断
さ
れ
た
の
で
、
第
一
面
の
「
小
升
」

を
「
小
二
升
」
と
誤
記
し
て
い
る
点
な
ど
を
訂
正
し
た
上
で
掲
げ
る
。

　

第
一
〜
二
面
に
は
、「
支
薬
児
食
米
記
」
と
い
う
表
題
に
続
け
て
、
初
日
（
一
日
）

か
ら
八
日
に
い
た
る
、
日
ご
と
の
食
料
支
給
の
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
（
四
日
の
記

載
も
第
一
面
の
下
端
欠
損
部
に
記
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
）。
第
二
面
の
下
端

欠
損
部
に
は
九
日
の
記
載
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
第
三
面
に
も
、
最
初
の
一

文
字
目
が
「
食
」
字
の
下
部
が
消
え
残
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
李
炳
鎬
氏
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
本
来
は
食
米
に
関
連
す
る
記
載
が
続
い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ

う
で
あ
れ
ば
、
第
三
面
の
二
文
字
目
以
下
は
、
当
初
の
記
載
（
食
米
記
載
）
を
削
り

取
っ
て
な
さ
れ
た
二
次
的
な
記
載
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、
尹
善
泰
氏
ら

が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
職
名
＋
人
名
」
の
形
式
で
人
名
が
羅
列
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、「
猪
耳
」
と
い
う
人
物
の
場
合
に
は
、「
其
身
者
如
黒
也
」

と
い
う
身
体
的
特
徴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
面
で
は
「（
又
）
十
二
石
」
の
語
句
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
天
地
逆
で
筆
も
明

ら
か
に
違
っ
て
お
り
、最
終
段
階
に
な
さ
れ
た
習
書
と
解
さ
れ
る
。
田
中
史
生
氏
は
、

「
十
二
石
」
と
い
う
大
き
な
数
量
か
ら
み
て
、
日
々
の
支
給
「
食
米
」
な
ど
は
集
計

さ
れ
て
記
録
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
史
料
8
を
通
じ
て
、
食
米
の
支
給
時
に
木
簡
が
活
用
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
り
、
陵
山
里
寺
址
の
近
辺
に
米
を
収
納
す
る
ク
ラ
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
本
遺
跡
出
土
の
「
三
月
仲
椋
内
上

」
と
記
さ
れ
た
荷
札
木

簡（
韓300

号
）か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。
表
面
の
最
後
の
文
字
は
、従
来
は「
田
」

と
釈
読
さ
れ
て
い
た
が
、
平
川
南
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
籾
」
の
米
偏
が
省
略

さ
れ
た
文
字
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

）
63
（

。
こ
れ
は
、「
仲
椋
」
の
内
に
上
納
し
た
籾
に

装
着
さ
れ
た
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
本
木
簡
に
よ
っ
て
、
出
土
地
点
の
近
く
に

「
仲
椋
」
と
呼
ば
れ
る
ク
ラ
が
あ
り
、
籾
米
が
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

籾
米
は
長
期
保
管
用
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
舂
い
て
食
米
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
史
料
8
と
は
別
に
、
陵
山
里
寺
址
か
ら
は
「
□
斗　

之
末
米　

□
□
升
」

の
語
が
書
か
れ
た
四
面
墨
書
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
（
韓306

号
）、
同
じ
く
米
の

支
給
状
況
を
記
録
し
た
木
簡
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

【
史
料
8
】
陵
山
里
寺
址
出
土
木
簡

　

・
□
支
薬
児
食
米
記 

初
日
食
四
斗　

二
日
食
米
四
斗
小
升
一 

三
日
食
米
四
斗
□〔

大
ヵ
〕

　

・
五
日
食
米
三
斗
大
升
一　

六
日
食
三
斗
大
二 

七
日
食
三
斗
大
升
二
八
日
食
＝

　
　

＝
米
四
斗
大

　

・
□〔

食
ヵ
〕道

使
□
□
次
如
逢
□
猪
耳
其
身
者
如
黒
也 

道
使
復
後
弾
耶
方
牟
氏

牟

耶

　

・　

石
二
十
又
石
二
十
又
石
二
十
又
石
二
十
石
二
十
又
石
二
十
又
石
二
十
又

                                   （440

）×20

×20　

019　

陵1

号

　

現
状
で
四
四
〇
ミ
リ
あ
る
細
長
い
角
柱
状
の
木
簡
（
い
わ
ゆ
る
觚
）
で
あ
る
。
下

端
が
欠
損
し
て
い
る
の
で
、
本
来
は
も
う
少
し
長
く
な
る
。
四
側
面
に
右
面
か
ら
左

面
に
向
か
っ
て
墨
書
さ
れ
て
お
り
、
順
に
第
一
面
か
ら
第
四
面
と
呼
び
た
い
。

　

第
一
面
の
冒
頭
に
は
「
□
支
薬
児
食
米
記
」
と
あ
る
。
一
文
字
目
は
「
＜
」
の
よ

う
な
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、文
字
と
い
う
よ
り
は
記
号
で
あ
ろ
う
。「
支
薬
児
食
米
」

は
「
薬
児
を
支
え
る
食
米
」
な
の
か
、「
支
薬
児
の
食
米
」
な
の
か
、判
断
は
難
し
い
。

冒
頭
の
「
○
記
」
と
い
う
表
題
は
、
扶
余
の
双
北
里
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
戊
寅
年

六
月
中
／
佐
官
貸
食
記
」
木
簡
（
後
述
）
に
も
認
め
ら
れ
る
。
日
本
の
七
世
紀
代
の

木
簡
・
墨
書
土
器
や
法
隆
寺
幡
墨
書
銘
な
ど
に
も
、
冒
頭
を
「
日
付
＋
記
」
と
書
き

始
め
た
事
例
は
多
い
。
日
本
の
よ
り
古
い
事
例
と
し
て
は
、
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣

銘「
辛
亥
年
七
月
中
記
」（「
辛
亥
年
」は
四
七
二
年
）を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。「
○

記
」
と
い
う
表
記
方
法
は
中
国
に
源
流
が
あ
る
が
、
百
済
経
由
で
日
本
に
も
た
さ
れ

た
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い

）
62
（

。
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ク
ラ
の
収
納
物
は
米
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
。
陵
山
里
寺
址
か
ら
は
「　

月
廿
六

日
上
床
席
〈
竹
山
六
／
眠
席
四
〉」（
韓303

号
）、「
□
送
塩
二
石
」（
韓304

号
）、

「
斑
綿
衣
」（
韓310

号
）
な
ど
の
語
句
が
記
さ
れ
た
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。
こ
の

う
ち
最
初
の
二
点
は
、「
上
」「
送
」
の
語
が
示
す
よ
う
に
、
物
品
を
移
動
す
る
際
に

利
用
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
「
子
基
寺
」
と
書
か
れ
た
切
り
込
み
の
あ
る

木
簡
が
出
土
し
て
お
り
（
韓313

号
）、
荷
札
も
し
く
は
付
札
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
陵
山
里
寺
址
出
土
の
人
の
管
理
に
関
わ
る
木
簡
と
し
て
は
、
横
界
線
を
入

れ
て
四
段
書
き
で
複
数
の
人
名
を
記
し
た
木
簡（
韓299

号
）、百
済
の
官
位「
奈
率
」

の
下
に
複
数
の
人
名
を
列
挙
し
た
と
み
ら
れ
る
木
簡
（
韓298

号
）、
行
政
区
域
名

「
□〔

漢
ヵ
〕城

下
部
」
+
百
済
の
官
位
「
対
徳
」
+
人
名
「
疎
加
鹵
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
（
韓

297

号
）、「
資
丁
」
の
語
が
確
認
で
き
る
断
片
（
韓307

号
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
六
世
紀
に
お
け
る
百
済
で
の
木
簡
使
用
の
実
態
を
み
る
と
き
、
日
本
と

百
済
と
の
間
に
は
密
接
な
交
流
が
展
開
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
木
簡
を
使
っ
た
文

字
技
術
が
日
本
に
ま
っ
た
く
伝
わ
ら
な
か
っ
た
と
は
到
底
考
え
が
た
い
。
物
や
人
の

管
理
に
関
わ
る
木
簡
が
百
済
木
簡
に
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
は
、
王
辰
爾
と
そ
の
一

族
を
め
ぐ
る
所
伝
の
信
憑
性
を
窺
わ
せ
る
に
足
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
う
し
た
物
・
人
の
管
理
に
関
わ
る
百
済
の
木
簡
は
、
七
世
紀
に
く
だ
る
が
、
扶

余
の
双
北
里
遺
跡
・
宮
南
池
遺
跡
や
、
百
済
の
郡
役
所
と
推
定
さ
れ
て
い
る
伏
岩
里

遺
跡
（
羅
州
市
）
か
ら
も
複
数
出
土
し
て
い
る

）
64
（

。
な
か
で
も
、
双
北
里
遺
跡
出
土
の

「
佐
官
貸
食
記
」
木
簡
は
注
目
さ
れ
る
。
本
木
簡
は
、「
戊
寅
年
六
月
中
／
佐
官
貸
食

記
」
と
い
う
表
題
（「
戊
寅
年
」
は
六
一
八
年
）
に
続
け
て
、「
人
名
+
石
数
+
「
上
」

石
数
+
「
未
」
石
数
」
と
い
う
記
載
パ
タ
ー
ン
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
上
喜

孝
氏
に
よ
れ
ば
、
人
名
の
下
の
石
数
は
貸
し
付
け
た
穀
類
の
石
数
、「
上
」
は
返
納

さ
れ
た
石
数
、「
未
」
は
未
納
額
の
石
数
を
意
味
し
、「
上
」
と
「
未
」
の
合
計
数
は

貸
付
額
の
一
・
五
倍
に
相
当
す
る
と
い
う
。
本
木
簡
の
「
貸
」、「
上
」（
返
納
）、「
未
」

（
未
納
）、「
半
」（
一
斗
の
半
分
）、「
甲
」（
一
斗
の
四
分
の
一
）
と
い
っ
た
表
現
は
、

日
本
の
出
挙
関
係
の
木
簡
に
も
み
え
、
日
本
の
出
挙
制
が
百
済
な
ど
朝
鮮
半
島
か
ら

の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
た
様
子
が
明
瞭
に
窺
え
る
の
で
あ
る

）
65
（

。

　

2　

王
仁
を
め
ぐ
る
所
伝

　

さ
て
、
王
辰
爾
と
同
じ
く
百
済
か
ら
の
渡
来
人
と
し
て
名
高
い
の
が
、
書
首
の

祖
と
さ
れ
る
王
仁
で
あ
る
。『
古
事
記
』
応
神
記
に
よ
れ
ば
、
応
神
天
皇
の
時
代
に
、

百
済
の
照
古
王
が
和
邇
吉
師
（
王
仁
）
を
派
遣
し
て
、『
論
語
』
一
〇
巻
と
『
千
字
文
』

一
巻
を
伝
え
た
と
い
う
。
ま
た
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
に
よ
れ
ば
、
応
神
朝
に
続

く
仁
徳
朝
に
、
王
仁
が
「
難
波
津
の
歌
」
を
詠
ん
だ
と
い
う
。

　

日
本
列
島
の
各
地
か
ら
は
、都
城
に
限
ら
ず
地
方
か
ら
も
、『
論
語
』『
千
字
文
』「
難

波
津
の
歌
」
の
表
題
や
一
節
を
記
し
た
木
簡
が
数
多
く
出
土
し
て
お
り
、
文
字
文
化

の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る

）
66
（

。
も
ち
ろ
ん
、
六
世
紀

に
中
国
南
朝
の
梁
で
成
立
し
た
『
千
字
文
』
を
、
五
世
紀
前
半
に
想
定
さ
れ
て
い
る

応
神
朝
に
も
た
ら
す
こ
と
は
到
底
不
可
能
で
あ
り
、
王
仁
を
め
ぐ
る
伝
承
を
五
世
紀

前
半
の
史
実
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
近
年
、
日
韓
に
お
け
る
木
簡
文
化
の
共
通
性
か
ら
、
日
本
の
文
字
文
化
が

朝
鮮
半
島
、
と
り
わ
け
百
済
か
ら
の
影
響
が
強
か
っ
た
こ
と
が
判
明
し
つ
つ
あ
り
、

そ
う
し
た
観
点
か
ら
王
仁
を
め
ぐ
る
伝
承
が
再
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
）
67
（

。
そ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
韓
国
の
①
鳳
凰
洞
遺
跡
（
金
海
市
）
と
②

桂
陽
山
城
遺
跡
（
仁
川
市
）
か
ら
、
お
そ
ら
く
統
一
新
羅
時
代
の
も
の
と
み
ら
れ
る

が
、『
論
語
』
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
橋
本
繁
氏
の
提
示
し

た
①
の
釈
文
を
提
示
し
て
お
こ
う

）
68
（

。

【
史
料
9
】
韓
国
鳳
凰
洞
遺
跡
出
土
の『
論
語
』木
簡

　

・
不
欲
人
之
加
諸
我
吾
亦
欲
无
加
諸
人
子

　

・
□〔

文
□也

ヵ
〕子

謂
子
産
有
君
子
道
四
焉
其

　

・
已
□
□
□
色
旧
令
尹
之
政
必
以
告
新

　

・
違
之
何
如
子
曰
清
矣
□
仁
□
□
曰
未
知 

（209

）×19

×19　
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［黎明期の日本古代木簡］……市 大樹

　

本
木
簡
は
角
柱
状
の
材
の
四
側
面
に
墨
書
が
あ
る
。
現
状
は
長
さ
二
〇
九
ミ
リ
に

す
ぎ
な
い
が
、
上
下
両
端
は
欠
損
し
て
お
り
、
本
来
は
も
っ
と
長
か
っ
た
。
墨
書
は

い
ず
れ
も
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
関
係
し
て
い
る
。
橋
本
氏
は
、
文
字
の
割
付
な
ど

を
勘
案
し
て
、
本
来
の
長
さ
は
一
二
五
四
〜
一
四
六
三
ミ
リ
と
復
元
し
て
い
る
。

　

一
方
、
桂
陽
山
城
遺
跡
出
土
の
事
例
は
、
四
角
柱
で
は
な
く
、
五
角
柱
の
木
簡
で

あ
る
。
五
側
面
に
わ
た
っ
て
、
や
は
り
『
論
語
』
公
冶
長
篇
が
記
さ
れ
て
い
た
。
上

下
両
端
は
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
現
在
の
長
さ
は
一
三
八
ミ
リ
に
す
ぎ
な
い
が
、
橋

本
氏
は
文
字
の
割
付
な
ど
か
ら
一
三
〇
セ
ン
チ
以
上
と
推
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
韓
国
出
土
の
二
点
の
『
論
語
』
木
簡
は
、
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
非
常

に
長
大
な
多
面
体
の
材
（
い
わ
ゆ
る
觚
の
形
状
を
と
る
も
の
）
を
使
っ
て
、『
論
語
』

公
冶
長
篇
の
一
連
の
文
章
を
記
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
、

当
初
は
ⓐ
習
書
、
ⓑ
暗
唱
用
の
学
習
道
具
と
い
っ
た
意
見
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が

）
69
（

、

中
国
漢
代（
紀
元
前
二
〇
二
│
二
二
〇
）の
簡
牘
の
研
究
者
で
あ
る
冨
谷
至
氏
に
よ
っ

て
、
ⓒ
掲
示
し
て
象
徴
的
な
役
割
を
担
っ
た
視
角
木
簡
の
一
種
、
と
い
う
新
た
な
見

方
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

）
70
（

。
こ
れ
を
受
け
て
、
か
つ
て
は
ⓑ
説
を
と
っ
て
い
た

李
成
市
氏
が
、
ⓒ
説
を
批
判
的
に
継
承
す
る
形
で
、
極
め
て
興
味
深
い
見
解
を
述
べ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
木
簡
が
出
土
し
た
二
つ
の
地
点
は
海
を
隔
て
て
隣
国
に
至
る

国
境
の
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
、
公
冶
長
篇
の
章
句
は
箕
子
東
来
伝
説
に
結
び
つ

け
ら
れ
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
着
目
し
、
新
羅
の
儒
教
受
容
と
そ
の
王
土
観
を

示
す
た
め
に
、『
論
語
』
公
冶
長
篇
の
木
簡
が
象
徴
的
に
辺
境
官
衙
に
掲
げ
ら
れ
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
を
示
し
た
の
で
あ
る

）
71
（

。『
論
語
』
木
簡
を
ⓐ
・
ⓑ
説

の
よ
う
な
実
用
的
な
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
ⓒ
説
の
よ
う
な
視
覚
的
・
象
徴
的
側
面

か
ら
捉
え
る
新
た
な
見
方
は
、
た
い
へ
ん
注
目
さ
れ
る

）
72
（

。

　

対
す
る
日
本
に
お
い
て
も
、
角
柱
状
の
材
を
用
い
た
『
論
語
』『
千
字
文
』
木
簡

が
全
部
で
五
点
出
土
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、㋐
は
観
音
寺
遺
跡（
徳
島
市
）、㋑
㋒
は
飛
鳥
池
遺
跡
、㋓
は
石
神
遺
跡
、

㋔
は
秋
田
城
跡
（
秋
田
市
）
か
ら
出
土
し
た
。
㋐
〜
㋓
は
七
世
紀
後
半
頃
の
木
簡
、

㋔
は
八
世
紀
中
葉
か
ら
後
半
に
か
け
て
の
木
簡
で
あ
る
。
都
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の

官
衙
跡
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
地
域
的
な
広
が
り
が
認
め
ら
れ
る
。

　

㋐
は
現
状
で
長
さ
六
五
三
ミ
リ
あ
る
が
、
下
端
が
欠
損
し
て
お
り
、
本
来
は
さ
ら

に
長
く
な
る
。
隷
書
体
を
思
わ
せ
る
独
特
の
字
体
で
、
四
側
面
す
べ
て
に
墨
書
が
あ

る
。
こ
の
う
ち
第
二
面
は
、
部
分
的
に
文
字
や
順
番
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
が
、『
論

【
史
料
10
】
角
柱
状
の
材
を
用
い
た
日
本
の『
論
語
』『
千
字
文
』木
簡

　

㋐
・
□〔

冀
ヵ
〕□

依
□
□〔

夷
ヵ
〕乎

□
□〔

還
ヵ
〕止

□〔
耳
ヵ
〕所

中
□
□
□

　
　

・
子
曰  

学
而
習
時
不
孤
□
乎
□
自
朋
遠
方
来
亦
時
楽
乎
人
不
知
亦
不
慍

　
　

・
□
□
□
□
乎

　
　

・　
　
　
　

用
作
必
□
□
□
□
□〔

兵
ヵ
〕□
人　

　
　
　
　

 

□
□
□

 〔
刀
ヵ
〕

                                  （653

）×29

×19 　

065　

黎37

号

　

㋑
・　

□
〔
薑

□海
□鹹
□河
□淡

ヵ
〕

　
　

・　

推
位
□〔

譲
ヵ
〕国

（
左
側
面
）

　
　

・
□
□
□
□ 

（156

）×（10

）×24 　

081　

黎40

号

　

㋒
・
観
世
音
経
巻

　
　

・
支
為
□〔

照
ヵ
〕支

照
而
為
（
左
側
面
）

　
　

・
子
曰
学　

　

是
是 

145

×21

×20　

011　

黎35

号

　

㋓
・　

乎　

有
朋
自
遠
方
来　

□

　
　

・ 

「
大
大
大
大
□
□
□

 〔
大
ヵ
〕」（

左
側
面
） 

（259

）×（11

）×18 　

081　

飛18-102

号

　

㋔
・
宇
大
宙
宇
於
大
大
飽

　
　

・
飽　

飽
海
郡　

飽
海
郡　

最
（
左
側
面
）

　
　

・
最
上
郡
最
上
郡
□〔

佰
ヵ
〕郷 

283

×34

×34 　

065　

木1-42

頁-3

号
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語
』
学
而
篇
の
冒
頭
部
「
子
曰
、
学
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
、
有
朋
自
遠
方
来
、
不

亦
楽
乎
、
人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎
」
を
記
そ
う
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
だ
が
他
の
三
側
面
は
『
論
語
』
と
は
無
関
係
の
記
載
で
あ
る
。

　

㋑
は
も
と
四
側
面
に
墨
書
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
右
辺
が
二
次
的
に
割
ら

れ
て
い
る
た
め
、
現
状
で
は
三
側
面
に
し
か
確
認
で
き
な
い
。
う
ち
第
一
・
二
面
が

『
千
字
文
』
に
関
わ
る
。『
千
字
文
』
は
四
字
一
句
の
韻
文
で
二
五
〇
句
か
ら
な
る
が
、

木
簡
の
第
一
面
は
『
千
字
文
』
第
一
六
句
「
菜
重
芥
薑
」
と
第
一
七
句
「
海
鹹
河
淡
」

に
対
応
す
る
。
木
簡
の
第
二
面
は
『
千
字
文
』
の
第
二
三
句
「
推
位
譲
国
」
に
相
当

す
る
。
本
木
簡
の
上
下
両
端
は
二
次
的
に
切
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、
本
来
は
も
う
少

し
長
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
第
一
・
二
面
の
文
字
の
割
付
を
考
慮
し
て
、

各
面
六
句
ず
つ
第
一
句
か
ら
第
二
四
句
ま
で
の
復
元
案
が
出
さ
れ
て
い
る
が

）
73
（

、
第
三

面
の
墨
痕
は
想
定
さ
れ
る
語
句
と
し
て
読
む
こ
と
は
難
し
い
。

　

㋒
は
完
形
の
木
簡
で
、
四
側
面
の
う
ち
三
側
面
に
墨
書
が
あ
る
。
第
三
面
の
上
三

文
字
は
『
論
語
』
学
而
篇
の
冒
頭
部
に
あ
た
る
が
、他
は
『
論
語
』
と
は
関
係
な
い
。

　

㋓
は
本
来
は
四
角
柱
の
木
簡
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
二
次
的
に
縦
方
向
に
割

ら
れ
、現
状
は
三
角
柱
状
を
呈
す
る
。
第
一
面
は
『
論
語
』
学
而
篇
を
記
し
て
お
り
、

意
味
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
空
格
を
設
け
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
第
二
面
は
二
次

的
な
習
書
で
あ
り
、
第
一
面
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
。

　

㋔
は
四
側
面
の
う
ち
三
側
面
に
墨
書
す
る
。
第
一
面
の
前
半
部
が
『
千
字
文
』
の

第
二
句
「
宇
宙
洪
荒
」
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
他
の
二
面
は
、『
千
字
文
』

と
は
特
に
関
係
の
な
い
記
載
で
あ
る
。

　

韓
国
木
簡
の
場
合
、
角
柱
状
の
木
簡
は
さ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
が
、
日
本
の
木
簡
は

板
状
の
材
が
圧
倒
的
大
多
数
で
あ
る
。
日
本
で
は
角
柱
状
の
木
簡
が
ほ
と
ん
ど
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
世
紀
段
階
の
『
論
語
』『
千
字
文
』
木
簡
が
四
点
も
認
め
ら

れ
る
点
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
な
ぜ
日
本
で
は
例
外
的
な
角
柱
状
の
木
簡
が
、
七
世

紀
段
階
の
『
論
語
』『
千
字
文
』
木
簡
に
集
中
し
て
い
る
の
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
私
は
、『
論
語
』『
千
字
文
』
が
伝
来
し
た
際
、
角
柱

状
の
材
に
記
す
と
い
う
方
法
と
あ
わ
せ
て
伝
え
ら
れ
た
か
ら
だ
と
推
測
す
る
。

　

た
だ
し
、
日
韓
の
違
い
も
認
め
ら
れ
る
。
韓
国
の
『
論
語
』
木
簡
は
、
四
面
な
い

し
五
面
に
一
連
の
文
章
を
書
い
て
い
る
が
、
日
本
で
そ
の
可
能
性
が
か
ろ
う
じ
て
あ

る
の
は
、
史
料
10
の
㋑
だ
け
で
あ
る
。
他
の
四
点
は
、
一
面
の
み
が
『
論
語
』
な
い

し
『
千
字
文
』
に
関
連
す
る
記
載
で
、
他
の
面
に
は
別
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
角
柱
状
の
材
を
使
う
の
は
文
字
を
多
く
記
す
こ
と
が
で
き
、
長
文
を

書
く
の
に
好
都
合
だ
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
日
本
の
事
例
の
場
合
、
あ
ま
り
角
柱
状
の

材
を
用
い
る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
角
柱
状
の
材
に
文
章
を
書
く
意
味

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、形
式
だ
け
が
受
け
継
が
れ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
れ
も
あ
っ
て
か
、や
が
て
八
世
紀
に
な
る
と
、角
柱
状
の
材
に
『
論
語
』『
千
字
文
』

を
記
す
こ
と
も
、
㋔
を
除
い
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
逆
に
い
え
ば
、
そ
れ
だ
け
七

世
紀
段
階
は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

も
っ
と
も
、こ
の
点
に
つ
い
て
は
、長
大
な
角
柱
状
の
材
を
用
い
て
、『
論
語
』『
千

字
文
』な
ど
の
初
学
書
を
書
き
写
す
意
味
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
韓
国
の『
論

語
』
木
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
視
覚
的
・
象
徴
的
な
機
能
が
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

は
先
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
木
簡
で
そ
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
㋐

だ
け
で
あ
ろ
う
。
多
田
伊
織
氏
は
㋐
に
つ
い
て
、
長
大
な
形
状
を
も
つ
こ
と
、
隷
書

風
の
古
め
か
し
い
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
着
目
し
、
文
字
の
呪
物
性
を

誇
示
す
る
装
置
で
あ
り
、
一
種
の
護
符
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る

）
74
（

。

　

一
方
、
㋑
〜
㋔
に
関
し
て
は
、
象
徴
的
・
呪
術
的
な
器
物
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に

く
い
。
そ
の
内
容
は
単
純
な
習
書
と
み
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
あ
え
て
角
柱
状
の
材

を
選
ぶ
必
然
性
が
な
い
の
で
あ
る
。
や
は
り
本
来
の
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま

に
、『
論
語
』『
千
字
文
』
は
角
柱
状
の
材
に
文
字
を
記
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考

え
方
が
受
け
継
が
れ
た
こ
と
に
よ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
三
国
の
う
ち
、
高
句
麗
で
使
わ
れ
た
木
簡
は
発
見
さ
れ
て
い
な

い
が
、
百
済
と
新
羅
の
木
簡
は
徐
々
に
数
を
増
し
て
い
る
。
百
済
木
簡
と
新
羅
木
簡

の
う
ち
、
よ
り
日
本
木
簡
に
近
い
と
い
う
印
象
を
与
え
る
の
は
百
済
木
簡
の
ほ
う
で
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あ
る

）
75
（

。
新
羅
木
簡
の
場
合
、
木
の
枝
を
使
っ
て
、
表
面
の
皮
を
軽
く
は
ぎ
取
り
、
簡

単
な
整
形
を
加
え
た
だ
け
の
も
の
が
多
く
（
そ
の
た
め
木
の
髄
が
し
ば
し
ば
残
る
）、

板
状
に
整
形
す
る
の
が
一
般
的
な
日
本
木
簡
と
の
違
い
が
大
き
い
。
対
す
る
百
済
木

簡
は
、
た
し
か
に
新
羅
木
簡
と
同
じ
よ
う
な
特
徴
も
認
め
ら
れ
る
と
は
い
え
、
七
世

紀
初
頭
頃
の
伏
岩
里
遺
跡
出
土
木
簡
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
板
状
に

整
形
し
た
も
の
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
木
簡
の
整
形
方
法
の
違
い
が
生
じ
た
背
景
と
し
て
は
、
日
本
・
百
済
・

新
羅
そ
れ
ぞ
れ
の
木
の
植
生
の
違
い
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
日

本
木
簡
が
百
済
木
簡
に
よ
り
親
近
性
が
高
い
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
考
察
を
総
合
的
に
判
断
す
る
な
ら
ば
、
日
本
列
島
に
お
け
る
木
簡
文
化

は
百
済
に
負
う
と
こ
ろ
が
特
に
大
き
か
っ
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

❹
黎
明
期
の
日
本
古
代
木
簡

　

1　

日
本
古
代
木
簡
の
出
現

　

そ
れ
で
は
、
日
本
列
島
に
お
け
る
木
簡
使
用
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
し
て
始

ま
り
、
い
か
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
初
に
注
目
し
た
い
の
は
、
八
省
を
中
心
に
日
本
の
律
令
官
司
制
の
特
質
に
迫
っ

た
吉
川
聡
氏
の
見
解
で
あ
る

）
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。
吉
川
氏
は
、
日
本
の
八
省
は
中
国
と
比
較
し
て
、
高

度
な
政
治
判
断
を
下
す
よ
り
も
、
人
や
物
を
管
理
す
る
即
物
的
な
職
掌
を
重
視
し
て

い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
前
史
を
検
討
し
、
文
書
行
政

は
、
物
を
記
録
す
る
と
い
う
、
ま
さ
に
物
に
密
着
し
た
と
こ
ろ
で
成
立
し
、
ク
ラ
の

官
を
軸
と
し
て
、
租
税
の
収
取
・
人
民
の
把
握
な
ど
に
徐
々
に
及
ん
で
い
く
、
と
い

う
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。

　

こ
の
吉
川
氏
の
見
解
は
、日
本
に
お
け
る
木
簡
使
用
の
広
が
り
を
考
え
る
上
で
も
、

重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
状
で
は
六
世
紀
代
の
日
本
木
簡
が
出
土
し
て
い

な
い
た
め
実
証
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
物

や
人
の
管
理
に
関
わ
る
場
面
を
中
心
に
、
木
簡
の
使
用
が
始
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
は

十
分
に
想
定
で
き
る
。
さ
ら
に
、
雄
略
朝
に
東
西
文
氏
（
東
漢
氏
、
西
文
氏
）
が
ク

ラ
で
帳
簿
の
勘
録
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
わ
る
の
で
（
史
料
3
）、
す
で

に
五
世
紀
後
半
に
木
簡
が
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
皆
無
と
は
い
え
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
六
世
紀
以
前
に
遡
る
確
実
な
木
簡
が
将
来
出
土
す
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
出
土
点
数
は
微
々
た
る
も
の
に
と
ど
ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。
第
一
章
で
述

べ
た
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
木
簡
の
出
土
点
数
は
、
天
武
朝
（
六
七
二
│
八
六
）

頃
を
境
に
顕
著
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
点
は
看
過
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
に
出
土
し
た
木
簡
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
日
本
木
簡
の
出
土
点

数
が
約
三
八
万
点
に
も
及
ぶ
こ
と
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、
各
時
代
に
お
け
る
木
簡
の
使

用
状
況
、
と
り
わ
け
日
常
的
な
行
政
の
場
に
お
け
る
木
簡
の
使
用
状
況
を
あ
る
程
度

反
映
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
し
が
た
い
。

　

馬
場
基
氏
が
注
意
を
促
し
て
い
る
よ
う
に
、
木
簡
は
、
行
政
・
支
配
・
収
取
シ
ス

テ
ム
の
一
環
、
あ
る
い
は
道
具
と
し
て
機
能
す
る
面
が
あ
る
。
シ
ス
テ
ム
運
用
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
十
分
に
な
い
段
階
に
お
い
て
は
、
木
簡
が
本
格
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
な

状
況
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る

）
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（

。

　

と
は
い
え
、
遅
く
と
も
六
世
紀
後
半
に
は
、
日
本
で
も
木
簡
が
使
用
さ
れ
た
こ
と

は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
し
か
し
当
初
は
、
王
宮
や
屯
倉
な
ど
を
舞
台
と
し
て
、
物
・

人
の
管
理
に
関
わ
る
場
面
を
中
心
に
、
か
な
り
限
定
さ
れ
た
形
で
利
用
さ
れ
る
に
と

ど
ま
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
も
と
も
と
日
本
で
は
文
字
を
使
用
す
る
基
盤
が
な
か
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
舘
野
和
己
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
と
り
わ
け
音
声
で

は
代
用
で
き
な
い
事
項
を
中
心
に
、
木
簡
は
使
用
さ
れ
始
め
た
と
予
測
さ
れ
る

）
78
（

。

　

こ
れ
に
関
し
て
参
考
に
な
る
の
が
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ト
ル
フ
ァ
ン
盆
地
を
支

配
し
た
麹
氏
高
昌
国
（
五
〇
一
│
六
四
〇
）
の
上
奏
文
書
を
分
析
し
た
關
尾
史
郎
氏

の
研
究
で
あ
る
。
關
尾
氏
は
、
上
奏
文
書
は
話
言
葉
や
音
声
に
置
換
で
き
な
い
事
案

に
限
定
し
て
作
成
さ
れ
、
そ
れ
以
外
の
事
案
は
口
頭
に
よ
る
上
申
で
済
ま
さ
れ
た
可
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同
一
五
年
二
月
条
）。
そ
し
て
、
推
古
一
〇
年
（
六
〇
二
）
に
は
、
百
済
僧
の
観
勒

が
暦
本
を
と
も
な
っ
て
来
日
し
、
陽
胡
史
の
祖
先
で
あ
る
玉
陳
が
観
勒
か
ら
暦
の
計

算
方
法
を
学
ん
だ
と
伝
わ
る
（『
日
本
書
紀
』
同
年
一
〇
月
条
）。
そ
の
二
年
後
に
は

暦
日
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（『
政
事
要
略
』
巻
二
五
）。
こ
う
し
て
日
本
で
も

七
世
紀
初
頭
に
は
暦
が
定
着
し
、
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘
に
み
る

よ
う
に
、
木
に
も
年
紀
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
東
野
氏
は
文
字
文
化
の
浸
透
を
考
え
る
上
で
、
仏
教
が
果
た
し
た
役
割

の
大
き
さ
に
つ
い
て
も
注
意
を
促
し
て
い
る
。
東
野
氏
は
、『
隋
書
』倭
国
伝
の「
無
二

文
字
一
。
唯
刻
レ
木
結
レ
縄
。
敬
二
仏
教
一
、
於
二
百
済
一
、
求
二
得
仏
経
一
、始
有
二
文
字
一
」

に
着
目
し
た
。
こ
の
う
ち
、
未
開
の
状
況
を
示
す
常
套
句
と
も
い
う
べ
き
「
刻
レ
木

結
レ
縄
」
は
歴
史
的
事
実
に
反
し
て
お
り
、
ま
た
、
百
済
か
ら
仏
教
が
伝
来
し
て
文

字
が
初
め
て
伝
わ
っ
た
と
す
る
点
も
誤
り
で
あ
る
。
だ
が
仏
教
文
化
の
内
容
に
は
、

経
典
の
書
写
・
読
誦
・
研
究
、
寺
院
造
営
に
と
も
な
う
測
量
・
建
築
・
土
木
の
技
術
、

彫
刻
・
絵
画
・
工
芸
な
ど
多
方
面
に
わ
た
る
技
法
、
そ
れ
ら
の
施
工
の
た
め
の
労
働

力
編
成
や
各
種
資
財
の
出
納
、
財
源
と
し
て
の
動
産
・
不
動
産
の
管
理
に
い
た
る
ま

で
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
及
び
、
い
ず
れ
も
文
筆
技
術
の
導
入
が
想
定
さ
れ
て

よ
く
、
仏
教
受
容
の
本
格
化
に
と
も
な
う
波
及
効
果
は
無
視
で
き
な
い
と
述
べ
る
。

こ
の
よ
う
に
東
野
氏
は
、百
済
か
ら
文
字
文
化
、す
な
わ
ち
文
字
を
操
る
技
術
が
入
っ

て
き
た
点
は
、
そ
れ
な
り
に
事
実
で
あ
っ
た
と
い
う
理
解
を
示
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
百
済
の
陵
山
里
寺
址
出
土
の
六
世
紀
後
半
頃
の
木
簡
の
な
か
に
は
、「
宿

世
結
業
同
生
一
処
是
／
非
相
問
上
拝
白
来
」
と
記
さ
れ
た
木
簡
（
韓305

号
）
の

よ
う
に
、
仏
教
色
の
強
い
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
百
済
か
ら
日
本
へ
の
仏
教
公
伝

は
五
三
八
年
・
五
五
二
年
の
二
説
が
あ
る
が
、
日
本
で
仏
教
が
徐
々
に
浸
透
し
出
す

の
は
六
世
紀
末
以
降
と
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
仏
教
の
浸
透
に
と
も
な
っ
て
、
木
簡

使
用
が
広
が
っ
て
い
く
、
と
い
う
側
面
も
想
定
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、『
日
本
書
紀
』
推
古
三
二
年
（
六
二
四
）
九
月
丙
子
条
に
よ
れ
ば
、
当

時
の
寺
院
数
は
四
六
し
か
な
く
、
考
古
学
所
見
に
よ
れ
ば
、
飛
鳥
と
そ
の
周
辺
部
に

能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

）
79
（

。
高
昌
国
の
上
奏
文
書
は
紙
の
文
書
で
あ
る
が
、
日

本
に
お
け
る
木
簡
使
用
の
始
ま
り
を
考
え
る
上
で
も
参
考
に
な
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
渡
辺
晃
宏
氏
は
、
木
簡
を
機
能
別
に
、
A
情
報
伝
達
機
能
を
も
つ
木

簡
（
文
書
、
帳
簿
・
伝
票
）、
B
属
性
表
示
機
能
を
も
つ
木
簡
（
荷
札
、
付
札
、
そ

の
ほ
か
の
墨
書
木
製
品
）、
C
墨
書
媒
体
機
能
を
も
つ
木
簡
（
習
書
、
落
書
）
に
分

類
す
る
案
を
提
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
例
を
概
観
し
た
上
で
、
A
の
展
開
は
B
・
C

よ
り
も
遅
れ
て
始
ま
る
、
と
い
う
見
通
し
を
述
べ
て
い
る

）
80
（

。

　

だ
が
A
の
う
ち
、
文
書
と
記
録
（
帳
簿
・
伝
票
）
と
で
は
性
格
が
大
き
く
異
な
る

点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
記
録
木
簡
の
場
合
は
、
か
な
り
早

い
段
階
か
ら
使
用
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
記
録
木
簡
に
関

し
て
い
え
ば
、
B
・
C
よ
り
も
遅
れ
て
登
場
す
る
と
は
簡
単
に
は
い
え
な
い
。
舘
野

氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
記
録
木
簡
の
ほ
う
が
先
行
的
に
使
用
さ
れ
た

可
能
性
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
B
の
う
ち
荷
札
は
、
税
制
の
整
備
と
も

密
接
に
関
わ
る
た
め
、
そ
の
出
現
は
付
札
よ
り
も
遅
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
に
お
け
る
木
簡
使
用
は
、
ま
ず
は
記
録
木
簡
か
ら
始
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
記
録
を
つ
け
る
た
め
に
は
、
暦
の
存
在
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
東

野
治
之
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
暦
日
は
漢
字
を
用
い
た
記
録
の
蓄
積
に
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い

）
81
（

。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
日
本
書
紀
』
に
付
さ
れ
た
暦
日

は
、
安
康
五
年
（
四
五
六
）
八
月
条
か
ら
持
統
紀
（
六
八
七
│
九
七
）
ま
で
は
元
嘉

暦
（
四
四
五
年
施
行
）
に
依
拠
し
て
書
か
れ
て
お
り
、そ
れ
な
り
に
信
憑
性
が
高
い
。

倭
の
五
王
は
中
国
南
朝
の
宋
に
朝
貢
し
た
際
、
皇
帝
の
時
間
的
統
制
下
に
入
っ
た
証

と
し
て
、
暦
が
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
果
た
し
て
暦
を
ど
こ
ま
で

理
解
で
き
た
か
疑
問
も
残
る
が
、
五
世
紀
後
半
に
は
日
本
で
も
暦
が
限
定
的
な
が
ら

利
用
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
武
（
雄
略
）
に
よ
る
四
七
八
年
の
遣
使
を

最
後
に
、
中
国
と
の
国
交
は
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
し
ま
う
。

　

そ
の
後
、
六
世
紀
中
葉
に
な
る
と
、
百
済
に
対
す
る
軍
事
援
助
の
見
返
り
と
し
て
、

暦
博
士
が
上
番
で
来
日
す
る
よ
う
に
な
る
（『
日
本
書
紀
』
欽
明
一
四
年
六
月
条
、
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ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘
に「
相

見
可
陵
面
未
識
心
陵
可
時
者
」
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
仏
教
文
化
と
関
わ
り
な
が
ら
、

木
に
墨
書
す
る
こ
と
は
確
実
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
暦
や
仏
教
だ
け
が
文
字
の
使
用
を
促
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
六
世
紀

に
お
い
て
百
済
か
ら
は
、
五
経
博
士
・
医
博
士
・
易
博
士
な
ど
が
や
っ
て
き
た
り
、

卜
書
・
天
文
地
理
書
・
遁
甲
方
術
書
が
も
た
さ
れ
た
り
し
た
（『
日
本
書
紀
』
継
体

七
年
六
月
条
、
同
一
〇
年
九
月
条
、
欽
明
一
四
年
六
月
条
、
同
一
五
年
二
月
条
、
同

推
古
一
〇
年
一
〇
月
条
）
点
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

日
本
と
中
国
と
の
間
の
国
交
は
、
倭
王
武
に
よ
る
四
七
八
年
遣
使
の
の
ち
、
推
古

八
年
（
六
〇
〇
）
の
遣
隋
使
派
遣
ま
で
、
長
ら
く
途
絶
し
て
い
た
。
こ
の
間
の
日
本

は
、
主
と
し
て
、
中
国
南
朝
と
の
交
流
を
持
続
し
て
い
た
百
済
を
通
じ
て
、
軍
事
支

援
と
引
き
替
え
に
、
大
陸
由
来
の
各
種
技
術
や
文
物
の
摂
取
に
つ
と
め
た
。
そ
の
最

も
根
幹
と
な
る
の
が
、
文
筆
技
術
の
習
得
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
を
木
簡
使
用
の
第
一
段
階
と
す
れ
ば
、
第
二
段
階
の
始
ま
り
と
な
る
の
が
、

木
簡
の
実
在
が
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
六
四
〇
年
代
頃
で
あ
る
。
点
数

は
少
な
い
が
、多
く
の
種
類
の
木
簡
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
、

日
本
最
古
級
の
木
簡
は
基
本
的
に
飛
鳥
・
難
波
と
そ
の
近
辺
か
ら
し
か
出
土
し
て
お

ら
ず
、
そ
の
使
用
範
囲
は
依
然
と
し
て
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の

後
の
木
簡
と
比
べ
る
と
、
典
型
的
な
書
式
に
よ
っ
て
記
載
さ
れ
た
も
の
が
少
な
い
。

　

さ
ら
に
、
史
料
1
の
日
本
最
古
級
の
木
簡
を
改
め
て
概
観
し
て
み
る
と
、
七
世
紀

後
半
以
降
の
木
簡
と
比
較
し
て
、
や
や
特
殊
な
場
面
で
使
用
さ
れ
た
木
簡
の
比
率
が

高
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
た
と
え
ば
№
1
は
、
金
銀
で
装
飾
さ
れ
た
大
刀
の
こ

と
を
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
日
常
的
な
事
例
と
は
い
い
が
た
い
。「
は
じ

め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
列
島
に
お
け
る
初
期
段
階
の
文
字
は
、
刀
剣
な
ど

の
呪
術
性
を
備
え
た
器
物
に
特
別
に
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
と
関
係
し
な
い

か
、
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
。

　

同
じ
く
№
21
の
呪
符
木
簡
も
、
非
日
常
的
な
も
の
で
あ
る
。「
皮
留
久
佐
乃
皮
斯

米
之
刀
斯
□
」
と
い
う
和
歌
を
記
し
た
№
48
も
、
も
と
も
と
下
端
欠
損
部
に
下
の
句

が
記
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
典
礼
な
ど
の
場
で
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
生
じ
、
ハ

レ
の
日
に
使
用
さ
れ
た
木
簡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
№
26
も
訴
訟
に
関
わ
る
内
容
が

書
か
れ
て
お
り
、
あ
ま
り
日
常
的
な
も
の
と
は
い
い
に
く
い
し
、
あ
る
い
は
文
例
の

類
か
ら
書
き
写
し
た
よ
う
に
も
み
え
、
少
な
く
と
も
通
常
の
行
政
の
場
面
で
頻
繁
に

作
成
さ
れ
る
よ
う
な
木
簡
で
は
な
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
史
料
1
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
№
22
の
よ
う
に
、
仏
教
経
典
に
関
わ

る
記
載
を
も
つ
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
仏
教
の
普
及
が
文
字
文
化
の
浸

透
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
史
料
1
に
示
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
、
寺
院
跡
か
ら
は
多
数
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
六
四
〇
年
代
頃
に
木
簡
の
使
用
が
第
一
段
階
に
比
べ

て
拡
大
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
で
あ
る
。
そ
の
と
き
誰
し
も
が
想
起
す
る
の
は
、

い
わ
ゆ
る
大
化
改
新

）
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（

と
の
関
連
で
あ
ろ
う
。
戦
後
歴
史
学
に
お
い
て
『
日
本
書
紀
』

の
史
料
批
判
が
進
ん
で
い
っ
た
結
果
、
大
化
改
新
を
ま
っ
た
く
の
虚
構
と
し
た
改
新

否
定
論
は
極
端
で
あ
る
と
し
て
も
、『
日
本
書
紀
』
が
記
す
ほ
ど
に
は
画
期
的
な
改

革
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
見
方
が
広
く
浸
透
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
近
年

で
は
、
前
期
難
波
宮
の
発
掘
調
査
の
進
展
や
七
世
紀
木
簡
の
大
量
出
土
な
ど
を
受
け

て
、
孝
徳
朝
（
六
四
五
│
六
五
四
）
を
再
評
価
す
る
動
き
が
生
じ
つ
つ
あ
る
。
大
化

改
新
の
実
効
性
に
つ
い
て
は
、依
然
と
し
て
研
究
者
ご
と
に
解
釈
の
幅
は
大
き
い
が
、

大
化
改
新
を
完
全
な
虚
構
と
し
て
退
け
ら
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
六
四
〇

年
代
頃
に
木
簡
の
使
用
が
拡
大
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、
大
化
改
新
を
あ
げ
る
こ
と
は

決
し
て
不
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。た
だ
し
、こ
う
し
た
見
方
は
大
勢
論
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
の
が
実
状
で
、
具
体
的
な
連
関
性
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　

そ
し
て
第
三
段
階
の
始
ま
り
が
、
木
簡
の
出
土
点
数
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
七
世

紀
後
半
の
天
武
朝
（
六
七
二
│
八
六
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
王
都
と
そ
の

周
辺
部
の
み
な
ら
ず
、
郡
家
跡
な
ど
の
地
方
遺
跡
か
ら
も
木
簡
が
出
土
す
る
よ
う
に

な
る
。
節
を
改
め
て
、
第
三
期
の
状
況
を
も
う
少
し
詳
し
く
み
て
み
よ
う
。



国立歴史民俗博物館研究報告
第 194集　2015年 3月

90

　

2　

日
本
古
代
木
簡
の
展
開

　

天
武
朝
（
六
七
二
│
八
六
）
が
大
き
な
画
期
と
な
る
こ
と
は
、
木
簡
出
土
点
数
の

爆
発
的
増
加
・
出
土
遺
跡
の
拡
大
の
ほ
か
に
、
紀
年
銘
木
簡
の
側
面
か
ら
も
窺
う
こ

と
が
で
き
る
。
日
本
古
代
の
紀
年
銘
木
簡
は
、前
期
難
波
宮
跡
出
土
の「
戊
申
年
」（
大

化
四
年
、
六
四
八
）
木
簡
を
嚆
矢
と
す
る
が
、
天
智
朝
（
六
六
二
│
六
七
一
）
ま
で

は
散
発
的
に
し
か
存
在
し
て
い
な
い
。
だ
が
天
武
朝
に
な
る
と
、「
乙
亥
年
」（
天
武

四
年
、
六
七
五
）
を
出
発
点
と
し
て
、
連
年
に
わ
た
っ
て
紀
年
銘
木
簡
が
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
同
一
年
に
複
数
と
な
る
場
合
も
増
え
て
く
る
。

　

山
本
崇
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
天
武
四
年
は
政
策
・
官
文
書
制
度
・
国
家
儀
礼

の
整
備
と
い
う
点
で
、
画
期
と
な
る
年
で
あ
っ
た

）
83
（

。
す
な
わ
ち
、
①
部
曲
の
停
止
と

王
臣
家
・
寺
院
に
よ
る
大
土
地
私
有
の
停
止
と
い
う
重
要
政
策
が
発
せ
ら
れ
た
。
②

公
験
と
な
る
官
文
書
、
と
り
わ
け
詔
の
保
管
は
本
年
の
詔
か
ら
確
認
で
き
る
。
③
勅

を
諸
国
に
送
達
す
る
使
者
が
存
在
す
る
。
④
詔
の
客
体
の
表
記
が
、
の
ち
の
宣
命
に

連
な
る
、
親
王
・
諸
王
・
群
臣
百
寮
・
天
下
人
民
と
み
え
は
じ
め
る
。
⑤
本
年
の
前

後
か
ら
後
代
に
継
続
す
る
年
中
行
事
が
『
日
本
書
紀
』
に
散
見
す
る
よ
う
に
な
る
。

　

た
だ
し
山
本
氏
は
、
以
上
の
事
実
と
紀
年
銘
木
簡
の
増
加
と
は
単
純
に
対
応
さ
せ

ら
れ
な
い
と
す
る
。
山
本
氏
は
、
天
武
四
年
か
ら
和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
ま
で
の
紀

年
銘
木
簡
一
七
〇
点
を
、
記
録
を
含
む
文
書
木
簡
と
荷
札
木
簡
と
に
大
別
し
（
内
容

不
明
の
削
屑
も
文
書
木
簡
に
含
め
る
）、
次
の
二
時
期
に
分
け
て
整
理
を
し
た
。

　
〔
1
〕　

天
武
四
年
か
ら
文
武
四
年
（
七
〇
〇
）

　
〔
2
〕　

大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
か
ら
和
銅
三
年

　

そ
の
結
果
、〔
1
〕で
は
紀
年
銘
木
簡
一
一
一
点
の
う
ち
、
文
書
木
簡
は
三
二
点
、

荷
札
木
簡
は
五
七
点
で
、
荷
札
木
簡
が
優
勢
で
あ
っ
た
が
、〔
2
〕に
な
る
と
紀
年
銘

木
簡
五
九
点
の
う
ち
、
文
書
木
簡
は
三
一
点
、
荷
札
木
簡
は
一
九
点
と
な
り
、
文
書

木
簡
の
比
率
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
記
録
よ
り
も
文
書
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
、
木
簡
以
外
の
文
字
使
用
の
痕
跡
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
木
簡
は
ま
ず
記
録
・

帳
簿
お
よ
び
付
札
か
ら
始
ま
り
、
七
世
紀
後
半
に
い
た
り
荷
札
、
そ
し
て
文
書
へ
と

使
用
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
と
み
た
。
文
書
木
簡
の
内
容
の
変
化
は
「
帳
簿
か
ら

文
書
へ
」
と
捉
え
ら
れ
、
紀
年
銘
木
簡
に
よ
る
か
ぎ
り
、
こ
の
重
心
の
移
動
は
天
武

朝
の
末
頃
か
ら
持
統
朝
（
六
八
七
│
九
七
）
に
か
け
て
徐
々
に
進
行
し
、
大
宝
令
に

い
た
る
と
理
解
し
た
。

　

山
本
氏
自
身
が
断
る
よ
う
に
、
以
上
の
議
論
は
大
勢
を
把
握
す
る
た
め
に
、
対
象

を
年
代
の
確
か
な
資
料
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
木
簡
に

年
紀
を
記
す
意
味
は
、
木
簡
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
く
る
。
一
例
と
し
て
、
藤

原
京
跡
左
京
七
条
一
坊
（
衛
門
府
の
本
司
跡
）
出
土
の
木
簡
を
取
り
上
げ
て
み
よ

う
）
84
（

。
池
状
遺
構
S 

X
五
〇
一
か
ら
は
、
一
万
二
六
一
五
点
の
木
簡
が
一
括
廃
棄
さ
れ

た
状
態
で
出
土
し
て
お
り
、
基
本
的
に
大
宝
元
年
・
同
二
年
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。

紀
年
銘
木
簡
に
限
れ
ば
、
た
し
か
に
文
書
が
優
勢
で
あ
る
が
、
木
簡
全
体
に
占
め
る

量
か
ら
す
れ
ば
、
文
書
よ
り
も
記
録
の
ほ
う
が
格
段
に
多
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
紀
年
銘
木
簡
だ
け
で
す
べ
て
を
推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
木
簡
全
体
を
概
観
し
て
み
る
と
、

七
世
紀
後
半
に
な
る
と
荷
札
木
簡
が
増
大
し
て
く
る
こ
と
、
八
世
紀
初
頭
に
な
る
と

文
書
木
簡
の
割
合
が
増
す
こ
と
、
こ
の
全
時
期
を
通
じ
て
記
録
木
簡
が
多
く
存
在
し

て
い
る
こ
と
は
、
た
し
か
に
事
実
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、七
世
紀
後
半
に
も
文
書
木
簡
は
存
在
す
る
。
第
一
章
で
も
触
れ
た
が
、

「
某
の
前
に
白
す
」
と
い
う
書
式
の
上
申
文
書
の
木
簡
、
す
な
わ
ち
前
白
木
簡
は
か

な
り
の
数
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、前
白
と
い
う
書
式
を
と
ら
な
く
て
も
、

上
申
時
に
使
用
さ
れ
た
木
簡
は
少
な
く
な
い
。
一
例
ず
つ
あ
げ
て
お
こ
う
。

【
史
料
11
】
七
世
紀
後
半
の
上
申
木
簡

　

ⅰ
・
大
夫
前
恐
万
段
頓
首
白　

□〔
僕
ヵ
〕 

真
乎
今
日
国

　
　

・
下
行
故
道
間
米
无
寵
命
坐
整
賜 293

×31

×6　

011　

木25-45

頁-9

号
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ⅱ
・
己
卯
年
八
月
十
七
日
白
奉
経

　
　

・
観
世
音
経
十
巻
記
白
也 

186

×23

×4　

011　

飛21-1

号

　

ⅰ
は
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
か
ら
出
土
し
た
前
白
木
簡
で
あ
る
。「
大
夫
の
前
に
恐

み
て
万

よ
ろ
ず

段た
び

頓
首
し
て
白
す
。
僕
真
乎
、
今
日
、
国
に
下
り
行
く
故
に
、
道
の
間
の

米
无な

し
。
寵

お
お
み
こ
と

命
に
坐
せ
、
整
え
賜
え
」
と
訓
読
で
き
る

）
85
（

。「
寵
命
」
は
本
来
「
天
皇

の
命
令
」
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
広
く
「
上
司
・
主
人
の
命
令
」
を
指
し
て
い

る
。「
寵
命
坐
」
は
「
上
司
の
命
令
を
い
た
だ
き
ま
し
て
」
の
意
で
あ
る

）
86
（

。
急
遽
地

方
へ
下
向
す
る
こ
と
に
な
っ
た
真
乎
な
る
者
が
、
道
中
の
食
料
米
の
支
給
を
願
い
出

た
木
簡
で
あ
る
。

　

ⅱ
は
石
神
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
、前
白
形
式
を
と
ら
な
い
上
申
木
簡
で
あ
る
。「
白

奉
」
と
「
記
白
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
複
数
の
訓
読
案
が
考
え
ら
れ
る
が
、
ひ
と
ま

ず
「
己
卯
年
八
月
十
七
日
、白も

う
す
。
奉

つ
か
え
ま
つる

経
は
、観
世
音
経
十
巻
を
記
す
と
白
す
也
」

と
訓
読
し
、
観
世
音
経
の
写
経
を
命
じ
た
人
物
に
対
し
て
、
そ
れ
を
担
当
す
る
配
下

の
者
が
、
進
捗
状
況
を
写
経
者
に
報
告
さ
せ
、
そ
の
情
報
を
上
申
し
た
木
簡
で
あ
る
、

と
い
う
見
解
に
従
っ
て
お
く

）
87
（

。

　

こ
の
よ
う
に
前
白
木
簡
を
中
心
に
数
多
く
の
上
申
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
の
と
は

対
照
的
に
、
渡
辺
晃
宏
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
七
世
紀
の
下
達
木
簡
の
事
例
は
極

め
て
少
な
い
。
お
そ
ら
く
、
次
の
よ
う
な
木
簡
が
あ
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

【
史
料
12
】
七
世
紀
後
半
の
下
達
木
簡

　

ⓐ　

二
月
廿
九
日
詔
小
刀
二
口　

針
二
口　
「　

斤

□

半

　
　

」 

182

×29

×3　

011　

黎66

号    

　

ⓑ　

卯
時　

□
 〔
召
ヵ
〕

 

（54

）×（13

）×1 　

081　

飛
藤1-664

号

　

ⓒ　

陶
官
召
人 

（127

）×32

×3　

019　

黎67

号

                                　

 

　

ⓓ
・
乙
酉
年
四
月
一
日
召　

官
大
夫　

勾
連
諸
□

 〔
相
ヵ
〕謀

賜　

即
下

　
　

・ 

「
得
」

 342

×（26

）×3　

081　

黎136

号

　

ⓔ
・
椋
□
伝
之
我
持
往
稲
者
馬
不
得
故
我
者
反
来
之
故
是
汝
卜
部

　
　

・
自
舟
人
率
而
可
行
也　

其
稲
在
処
者
衣
知
評
平
留
五
十
戸
旦
波
博
士
家

410

×35

×2　

011　

黎55

号

　

ⓐ
は
飛
鳥
池
遺
跡
の
南
地
区
（
工
房
地
区
）
か
ら
出
土
し
た
。
別
に
、
南
地
区
か

ら
「
詔
」
字
が
書
か
れ
た
削
屑
も
出
土
し
て
い
る
（
飛
藤1-669

号
）。
木
簡
の
年

代
観
よ
り
、「
詔
」
は
天
武
天
皇
な
い
し
持
統
天
皇
の
命
令
を
指
す
と
み
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
小
刀
・
針
の
製
作
と
い
う
小
事
に
関
す
る
命
令
で
あ
る
。
も
っ
と
も
「
詔
」

は
、
八
・
九
世
紀
の
「
勅
旨
」
と
同
じ
く
、「
天
皇
御
料
」
と
い
っ
た
意
味
に
す
ぎ
な

い
と
い
う
意
見
も
あ
り

）
88
（

、
必
ず
し
も
下
達
木
簡
と
は
い
え
な
い
可
能
性
も
残
る
。

　

ⓑ
〜
ⓓ
は
人
の
召
喚
時
に
使
わ
れ
る
召
文
木
簡
で
あ
る
。
ⓑ
は
飛
鳥
池
遺
跡
の
北

地
区
（
飛
鳥
寺
関
連
地
区
）
か
ら
出
土
し
た
。
時
刻
が
記
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
を
要

す
る
召
喚
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ⓒ
は
藤
原
宮
・
京
造
営
時
の
運
河
か
ら
出
土

し
た
。
下
端
が
欠
損
し
て
お
り
、
記
載
の
冒
頭
部
が
残
る
に
す
ぎ
な
い
。
ⓓ
は
十
里

遺
跡
（
滋
賀
県
栗
東
市
）
か
ら
出
土
し
た
。
後
半
部
は
「
官
大
夫
勾
連
、
諸
相
謀
り

賜
い
、
即
ち
下
す
」
と
い
う
訓
読
案
が
出
さ
れ
て
い
る

）
89
（

。
召
喚
対
象
者
が
「
官
大
夫

勾
連
」
な
の
か
、
木
簡
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
某
人
な
の
か
、
判
断
は
難
し
い

）
90
（

。

  

ⓔ
は
先
に
史
料
6
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で
、
森
ノ
内
遺
跡
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

内
容
的
に
下
達
と
み
ら
れ
る
が
、
冒
頭
は
「
椋（
直
）伝
」
で
始
ま
り
、
下
達
文
書
で

あ
る
こ
と
が
書
式
の
上
で
明
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
文
面
を
読
ん
で
、
は

じ
め
て
下
達
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
七
世
紀
後
半
の
下
達
木
簡
は
ご
く
少
数
し
か
存
在
し
な
い
。
八
世
紀

以
後
に
な
る
と
、
大
宝
令
施
行
（
七
〇
一
年
）
を
受
け
て
、「
符
」
の
木
簡
が
多
数

登
場
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
七
世
紀
に
は
そ
の
確
実
な
事
例
は
認
め
ら
れ
な
い

）
91
（

。



国立歴史民俗博物館研究報告
第 194集　2015年 3月

92

　

で
は
な
ぜ
、
七
世
紀
後
半
に
お
い
て
、
上
申
時
は
木
簡
が
作
成
さ
れ
る
機
会
が
多

か
っ
た
の
に
対
し
て
、
下
達
時
は
少
な
か
っ
た
の
か
。
極
め
て
難
し
い
問
題
で
は
あ

る
が
、
簡
単
に
現
時
点
で
の
見
通
し
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

一
般
に
紙
の
文
書
と
比
較
し
て
、
木
簡
は
軽
微
な
内
容
を
伝
達
す
る
際
に
使
用
さ

れ
る
。
上
申
木
簡
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
上
申
時
に
は
軽
微
な
事
項
で
あ
っ
て
も

文
字
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
大
変
唐
突
な
よ
う
で

は
あ
る
が
、
秦
律
一
八
種
に
は
「
有
レ
事
請
也
、
必
以
レ
書
。
毋
二
口
請
一
、
毋
二
羈
請

一
」
と
あ
り
、
上
申
の
際
は
必
ず
書
面
に
よ
る
も
の
と
し
、
口
頭
で
お
こ
な
っ
た
り
、

人
に
委
託
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
意
識
が
、
七
世

紀
段
階
の
日
本
に
も
育
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
こ
で
改
め
て
注
目
し
た
い
の
は
、
前
白
木
簡
に
み
ら
れ
る
次
の
よ
う
な
特
徴
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
⒜
宛
先
が
冒
頭
に
書
か
れ
る
、
⒝
宛
先
は
地
位
・
尊
称
・
官
職

が
一
般
的
で
、
特
に
「
大
夫
」
な
ど
の
普
通
名
詞
が
多
い
、
⒞
差
出
は
し
ば
し
ば
省

略
さ
れ
る
（
た
だ
し
、
ⓐ
の
よ
う
に
、
差
出
が
文
中
で
一
人
称
の
形
で
登
場
す
る
こ

と
は
あ
る
）、
⒟
日
付
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
な
い
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
前
白
木
簡
は
口
頭
伝
達
と
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
当
事
者

ど
う
し
の
や
り
と
り
の
際
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

）
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。
た
し
か
に
、

前
白
木
簡
の
記
載
内
容
は
委
曲
を
尽
く
し
て
お
ら
ず
、
口
頭
に
よ
る
補
足
説
明
を
不

可
欠
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
事
例
が
多
い
。
史
料
11
の
ⅰ
を
例
に
と
る
と
、
要
件
は

比
較
的
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
、
真
乎
が
ど
の
国
へ
下
向
す
る
の
か
、

ど
れ
だ
け
の
道
中
の
米
の
支
給
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
点
は
文
面
か
ら
は

直
接
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
口
頭
で
簡
単
に
依
頼
で
き
る
軽
微
な
内
容
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
要

点
を
わ
ざ
わ
ざ
文
字
化
し
た
意
義
を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
文
書
に
よ
る
伝
達
と

口
頭
に
よ
る
伝
達
と
は
、
相
互
に
補
い
合
う
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
私
は
、
必
要
最
小
限
の
記
載
を
お
こ
な
っ
た
上
で
、
口
頭
で
願
い
出
る
際
に
使

用
さ
れ
た
の
が
、
前
白
木
簡
に
代
表
さ
れ
る
上
申
木
簡
で
あ
り
、
一
種
の
小
道
具
と

し
て
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
て
い
る

）
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。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
下
達
は
口
頭
に
よ
る
伝
達
が
第
一
義
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
ず
、
軽
微
な
下
達
事
項
の
場
合
、
大
き
く
次
の
二
つ
が
想
定
さ
れ
る
。
第
一

は
、
上
申
事
項
を
受
け
て
、
決
裁
す
る
場
合
で
あ
る
。
口
頭
で
決
裁
す
れ
ば
よ
く
、

わ
ざ
わ
ざ
独
自
に
木
簡
を
作
成
す
る
ま
で
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
決
裁
内
容
を

文
字
化
す
る
場
合
で
も
、
上
申
文
書
に
判
を
一
筆
加
え
れ
ば
、
そ
れ
で
済
ん
だ
の
で

は
な
い
か
。
第
二
は
、
独
自
に
新
た
な
命
令
を
下
す
場
合
で
、
当
事
者
に
直
接
命
令

を
口
頭
で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で
済
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
も
し
空
間
的

に
離
れ
た
者
に
伝
達
す
る
必
要
が
あ
れ
ば
、
下
達
木
簡
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ

う
。
こ
こ
で
史
料
12
の
下
達
木
簡
の
事
例
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ⓑ
〜
ⓓ
の
よ
う

に
召
文
木
簡
が
三
点
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
召
喚
さ
れ
る
者
が
そ
の

場
に
い
な
い
た
め
、
使
者
を
た
て
て
召
喚
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
際
に
一
種
の

証
明
書
と
し
て
機
能
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
一
方
、
重
要
事
項
を
下
達
す
る
際
に

は
、
木
簡
で
は
な
く
紙
を
使
っ
て
文
字
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
情
に
よ
っ
て
、
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
下
達
木
簡
の
出
土
事
例

は
少
な
い
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
や
が
て
八
世
紀
に
な
る
と
、
下
達
木
簡
の
点
数
が

増
え
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
律
令
制
的
な
文
書
行
政
の
進
展
に
と
も

な
い
、
下
達
事
項
の
場
合
に
も
文
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
徐
々
に
求
め
ら
れ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
八
世
紀
以
後
で
も
、
上
申
木
簡
と
下
達
木
簡
と
で
は
、
よ
り
前

者
の
ほ
う
が
数
量
的
に
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
今
一
度
、
天
武
朝
に
お
け
る
変
化
を
再
確
認
し
て
お
く
と
、
①
木
簡
の
出

土
点
数
が
爆
発
的
に
増
え
る
こ
と
、
②
紀
年
銘
木
簡
も
天
武
四
年
（
六
七
五
）
以
後

連
続
し
て
現
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
③
木
簡
の
出
土
す
る
遺
跡
の
範
囲
も
拡
大
す

る
こ
と
、
④
荷
札
木
簡
の
出
土
が
目
覚
ま
し
く
な
る
こ
と
、
⑤
前
白
木
簡
な
ど
上
申

木
簡
が
多
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
以
上
の
五
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま

た
、
新
た
な
事
態
と
は
い
い
に
く
い
が
、
⑥
記
録
木
簡
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
⑦
習
書
木
簡
も
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
も
重
要
で
あ
る
。



93

［黎明期の日本古代木簡］……市 大樹

　

こ
う
し
た
木
簡
使
用
の
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
歴
史
的
背
景
と
し
て
、
天
武

四
年
（
六
七
五
）
の
画
期
に
そ
の
一
端
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
律
令
国
家

の
建
設
に
と
も
な
う
地
方
支
配
の
進
展
や
文
書
行
政
の
展
開
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
下
支
え
し
た
の
は
、
文
字
文
化
の
本
格
化
で
あ
ろ
う
。
三

上
喜
孝
氏
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
か
け
て
の
時
期
を
文
字
文
化
の
体

系
化
が
な
さ
れ
る
時
期
と
し
て
位
置
づ
け
、
字
書
木
簡
や
習
書
木
簡
が
顕
著
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、「
非
漢
文
」
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
に
着

目
し
て
い
る
。
固
有
語
の
な
か
に
漢
字
を
体
系
化
す
る
（
内
部
化
す
る
）
試
み
が
認

め
ら
れ
る
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
文
字
使
用
の
様
相
と
は
質
的
に
大
き
く
異
な
る
と
す

る
。
そ
れ
を
可
能
と
し
た
の
は
、
六
六
三
年
の
百
済
滅
亡
に
よ
る
百
済
遺
民
の
日
本

列
島
へ
の
大
量
移
入
や
、
六
六
八
│
七
〇
一
年
の
唐
と
の
国
交
途
絶
の
時
期
に
お
け

る
新
羅
と
の
濃
密
な
交
流
で
あ
る
と
す
る

）
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。
こ
の
三
上
氏
の
研
究
を
は
じ
め
、
近
年

の
諸
研
究
が
明
ら
か
に
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
、
た
し
か
に
、
日
本
の
七
世
紀
木
簡
に

は
朝
鮮
半
島
か
ら
の
影
響
が
色
濃
く
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
七
世
紀
末
に
藤
原
不
比
等
が
台
頭
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
親
新
羅
路

線
か
ら
唐
風
化
路
線
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
る
。
そ
の
画
期
と
な
る
年
が
大
宝
元
年

（
七
〇
一
）
で
あ
り
、
約
三
〇
年
ぶ
り
と
な
る
遣
唐
使
の
任
命
（
天
候
不
順
の
た
め
、

派
遣
は
翌
年
に
延
期
）、
大
宝
律
令
の
制
定
・
施
行
、
独
自
年
号
（
大
宝
）
の
使
用

な
ど
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
鐘
江
宏
之
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
を

経
由
し
て
中
国
の
古
い
制
度
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
最
新
の
中
国
の
制
度
を
直
接
摂

取
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
強
く
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る

）
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こ
の
点
は
木
簡
か
ら
も
明
瞭
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。大
宝
令
の
施
行
を
受
け
て
、

地
方
行
政
の
単
位
で
あ
る
コ
ホ
リ
の
表
記
は
、朝
鮮
系
の「
評
」か
ら
中
国
系
の「
郡
」

に
一
斉
に
切
り
替
え
ら
れ
、
ク
ラ
字
も
「
椋
」
か
ら
「
倉
」
な
ど
へ
と
改
め
ら
れ
て

い
く
。
官
位
の
表
記
も
唐
に
な
ら
っ
て
数
字
を
使
っ
て
上
下
関
係
を
示
す
よ
う
に
変

化
し
、
日
付
を
書
く
位
置
も
冒
頭
か
ら
末
尾
へ
移
動
し
て
い
っ
た
。
木
簡
の
書
風
に

つ
い
て
も
、
八
世
紀
初
頭
ま
で
は
中
国
の
南
北
朝
時
代
に
流
行
し
た
古
い
書
体
が
一

般
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
唐
風
の
新
し
い
書
体
が
広
ま
っ
て
い
く
。
前
白
木

簡
の
使
用
も
徐
々
に
減
り
、
大
宝
公
式
令
に
依
拠
し
た
文
書
様
式
が
普
及
す
る
。

　

以
上
は
一
部
の
現
象
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
す
べ
て
の
変

化
が
大
宝
元
年
に
綺
麗
に
現
れ
た
わ
け
で
も
な
い
。
八
世
紀
以
後
に
な
っ
て
も
、
こ

れ
ま
で
朝
鮮
半
島
を
介
し
て
学
ん
で
き
た
こ
と
が
基
層
と
し
て
残
り
、
新
羅
と
の
交

流
は
対
立
を
交
え
な
が
ら
も
続
い
て
い
く
。
と
は
い
え
、
大
宝
元
年
が
大
き
な
転
換

点
と
な
る
こ
と
も
ま
た
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
大
宝
二
年
に
遣
唐

使
が
再
開
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
原
則
と
し
て
二
〇
年
に
一
度
の
派
遣
で
あ
り

）
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、
過

度
の
評
価
は
慎
む
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
時
代
の
中
国
に
直
接
目
を
向
け
る
よ

う
に
な
っ
た
点
は
、
き
ち
ん
と
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
黎
明
期
の
日
本
古
代
木
簡
を
取
り
上
げ
、
日
本
列
島
に
お
け
る
木
簡

の
使
用
が
い
か
に
始
ま
り
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
。
考

察
は
多
岐
に
わ
た
っ
た
が
、
得
ら
れ
た
結
論
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

（
一
）
日
本
列
島
に
お
け
る
木
簡
使
用
は
、
王
仁
や
王
辰
爾
の
伝
承
が
示
唆
す

る
よ
う
に
、
百
済
を
中
心
と
す
る
朝
鮮
半
島
か
ら
渡
来
し
た
人
々
を
通
じ
て
、

早
け
れ
ば
五
世
紀
代
に
、
遅
く
と
も
六
世
紀
後
半
に
は
開
始
さ
れ
た
。
具
体
的

な
証
拠
物
に
よ
っ
て
は
裏
づ
け
ら
れ
な
い
が
、『
日
本
書
紀
』
の
記
事
や
そ
の

後
の
状
況
な
ど
を
総
合
す
る
と
、
王
都
と
そ
の
周
辺
部
、
屯
倉
を
中
心
と
し
た

地
方
拠
点
で
、
限
定
的
に
使
用
さ
れ
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
当
該

期
に
は
、
主
と
し
て
物
や
人
の
管
理
に
関
わ
っ
て
、
音
声
で
は
代
用
で
き
な
い

事
項
を
中
心
に
、
記
録
木
簡
が
先
行
す
る
形
で
使
用
さ
れ
と
推
測
さ
れ
る
。

（
二
）
六
四
〇
年
代
頃
に
な
る
と
、
あ
る
程
度
木
簡
が
普
及
す
る
よ
う
に
な
り
、

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
木
簡
の
存
在
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
、
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
場
所
は
、
基
本
的
に
飛
鳥
・
難
波
と
い
っ
た



国立歴史民俗博物館研究報告
第 194集　2015年 3月

94

王
都
と
そ
の
周
辺
部
に
と
ど
ま
り
、
依
然
と
し
て
大
き
な
広
が
り
は
認
め
ら
れ

な
い
。
出
土
点
数
も
微
々
た
る
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、文
書
・

記
録
・
荷
札
・
付
札
・
習
書
・
そ
の
他
の
木
簡
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
後
に

つ
な
が
る
木
簡
使
用
が
認
め
ら
れ
る
点
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
木
簡
の
内

容
を
具
体
的
に
み
る
と
、
そ
の
後
の
木
簡
と
比
べ
て
、
典
型
的
な
書
式
に
も
と

づ
い
て
記
載
さ
れ
た
も
の
が
少
な
く
、
や
や
特
殊
な
場
面
で
使
用
さ
れ
た
木
簡

の
比
率
が
高
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
常
的
な
行
政
の
場
で
木
簡
を
使
用
す

る
機
会
が
、
の
ち
の
時
代
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

（
三
）
天
武
朝
（
六
七
二
│
八
六
）
に
な
る
と
、
木
簡
の
出
土
点
数
が
爆
発
的

に
増
大
し
、
紀
年
銘
木
簡
も
天
武
四
年
（
六
七
五
）
以
後
連
続
し
て
現
れ
る
よ

う
に
な
る
。
木
簡
が
出
土
す
る
遺
跡
も
、
王
都
と
そ
の
周
辺
部
に
限
ら
れ
な
く

な
り
、
地
方
へ
の
広
が
り
も
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
。
木
簡
の
種
類
・
内
容
に
注

目
す
る
と
、
荷
札
木
簡
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
前
白
木
簡
な
ど
上
申
の
文
書

木
簡
も
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
記
録
木
簡
や
習
書
木
簡
も
頻
用
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
下
達
の
文
書
木
簡
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
木

簡
文
化
の
飛
躍
的
発
展
を
も
た
ら
し
た
背
景
と
し
て
、
日
本
律
令
国
家
の
建
設

に
と
も
な
う
地
方
支
配
の
進
展
・
文
書
行
政
の
展
開
が
あ
っ
た
。
天
武
朝
と
そ

れ
に
続
く
持
統
朝
（
六
八
七
│
九
七
）
に
は
、
日
本
と
中
国
（
唐
）
と
の
間
に

国
交
は
な
く
、
新
羅
と
の
直
接
交
渉
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
渡
来
人
の
子
孫
や
亡

命
百
済
人
な
ど
の
知
識
を
総
動
員
し
な
が
ら
、
国
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。
そ

の
た
め
、
当
該
期
の
木
簡
に
は
、
韓
国
木
簡
の
影
響
が
色
濃
い
。

（
四
）
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
に
な
る
と
、
約
三
〇
年
ぶ
り
と
な
る
遣
唐
使
の

任
命
（
天
候
不
順
の
た
め
、
派
遣
は
翌
年
に
延
期
）、
大
宝
律
令
の
制
定
・
施

行
、
独
自
年
号
（
大
宝
）
の
使
用
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
、
従
来
の
よ
う
な
朝
鮮

半
島
を
経
由
し
て
中
国
の
古
い
制
度
を
学
ぶ
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
最
新
の

中
国
制
度
を
直
接
摂
取
し
よ
う
と
す
る
志
向
が
強
く
な
っ
て
い
く
。
こ
れ
に
と

も
な
っ
て
、
木
簡
の
表
記
・
書
式
・
書
風
な
ど
の
面
で
、
同
時
代
の
唐
を
模
倣

す
る
動
き
が
現
れ
、か
つ
て
の
朝
鮮
半
島
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
が
や
わ
ら
ぐ
。

　

右
の
う
ち
、
本
稿
で
特
に
重
点
を
お
い
て
検
討
を
進
め
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
考
察

が
比
較
的
手
薄
で
あ
っ
た
（
一
）（
二
）
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
結
論
自
体
は
常

識
的
か
つ
平
凡
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
最
古
級
と
な
る
木

簡
の
再
検
討
、
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
墨
書
銘
の
再
釈
読
、
日
本
木
簡
と
韓

国
木
簡
と
の
比
較
作
業
な
ど
を
通
じ
て
、
可
能
な
か
ぎ
り
具
体
的
な
史
料
に
即
す
形

で
議
論
を
進
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。（
三
）（
四
）
に
つ
い
て
は
、
特
に
重
要
と
考
え

ら
れ
る
事
項
を
中
心
に
触
れ
る
に
と
ど
め
た
。
今
後
は
（
三
）（
四
）
に
つ
い
て
も
、

そ
の
後
の
展
開
も
含
め
て
、
よ
り
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。
さ
ら
に
は
、
木
簡
以

外
の
文
字
資
料
に
も
目
を
向
け
、
日
本
列
島
に
お
け
る
文
字
使
用
の
開
始
・
実
態
を

明
ら
か
に
し
、
文
字
使
用
開
始
の
歴
史
的
意
義
に
ま
で
考
察
を
高
め
ら
れ
れ
ば
と
思

う
。
諸
賢
の
厳
し
い
ご
批
正
を
お
願
い
し
た
い
。

註（
1
）　

神
野
志
隆
光
「
文
字
と
こ
と
ば
・「
日
本
語
」
と
し
て
書
く
こ
と
」（『
万
葉
集
研
究
』
二
一
、

一
九
九
七
年
）、
同
『
漢
字
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
古
事
記
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
）

な
ど
。

（
2
）　

後
述
す
る
柳
町
遺
跡
出
土
木
製
短
甲
留
具
も
含
め
、
具
体
的
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
編
『
古
代
日
本　

文
字
の
あ
る
風
景
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
二
年
）、「
文

字
の
チ
カ
ラ
展
」
実
行
委
員
会
編
『
文
字
の
チ
カ
ラ　

古
代
東
海
の
文
字
世
界
』（
名
古
屋
市

博
物
館
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
参
照
。

（
3
）　

平
川
南
『
墨
書
土
器
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
一
章
、
東
野
治
之
「
七

世
紀
以
前
の
金
石
文
」（『
大
和
古
寺
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
〇
年
）

な
ど
。

（
4
）　

三
上
喜
孝
「
日
本
古
代
の
文
字
と
言
語
」（『
日
本
古
代
の
文
字
と
地
方
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
三
年
）、
森
下
章
司
「
鏡
・
支
配
・
文
字
」（
平
川
南
他
編
『
文
字
と
古
代
日
本
1　

支
配
と
文
字
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
）。
以
下
、「
は
じ
め
に
」
に
お
け
る
三
上
氏
の

見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
5
）　

本
稿
は
、
一
般
書
と
し
て
著
し
た
拙
著
『
飛
鳥
の
木
簡
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
二
年
）

第
一
章
の
一
部
を
よ
り
詳
細
に
、
新
た
な
論
点
も
多
数
付
け
加
え
な
が
ら
論
じ
直
し
た
も
の

で
あ
る
。
部
分
的
に
重
複
す
る
が
、
ご
了
解
を
お
願
い
し
た
い
。
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（
6
）　

こ
の
う
ち
飛
鳥
地
域
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
飛
鳥
藤
原
木
簡
の

研
究
』（
塙
書
房
、二
〇
一
〇
年
）第
一
章
で
概
要
を
述
べ
た
の
で
、参
照
さ
れ
た
い
。
そ
こ
で
は
、

飛
鳥
地
域
の
遺
跡
の
主
要
な
報
告
書
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
掲
載
す

る
こ
と
を
省
略
す
る
。

（
7
）　

栄
原
永
遠
男
「
難
波
宮
跡
西
北
部
出
土
木
簡
の
諸
問
題
」（『
大
阪
の
歴
史
』
五
五
、
二
〇
〇

〇
年
）。
な
お
、
遺
跡
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
大
坂

城
跡
Ⅱ　

大
坂
城
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
』（
大
阪
府
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
七

四
集
、
二
〇
〇
二
年
）
を
参
照
。

（
8
）　

難
波
長
柄
豊
埼
宮
の
造
営
過
程
は
、
吉
川
真
司
「
難
波
長
柄
豊
碕
宮
の
歴
史
的
位
置
」（
大

山
喬
平
教
授
退
官
記
念
会
編
『
日
本
古
代
国
家
の
史
的
特
質　

古
代
・
中
世
』
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
七
年
）
が
最
も
代
表
的
な
研
究
で
あ
り
、拙
稿
「
難
波
長
柄
豊
埼
宮
の
造
営
過
程
」（
武

田
佐
知
子
編
『
交
錯
す
る
知
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
で
も
検
討
を
加
え
て
い
る
。
吉

川
論
文
と
拙
稿
と
の
違
い
は
、
吉
川
論
文
が
大
化
五
年
（
六
四
九
）
を
難
波
長
柄
豊
埼
宮
の

造
営
開
始
時
点
と
み
る
の
に
対
し
て
、
拙
稿
は
そ
の
数
年
前
に
造
営
が
開
始
さ
れ
た
と
み
る

点
に
あ
る
。

（
9
）　

前
期
難
波
宮
跡
出
土
土
器
の
年
代
観
は
、
佐
藤
隆
「
土
器
の
編
年
研
究
か
ら
み
た
前
期
難
波

宮
の
暦
年
代
」（
積
山
洋
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
難
波
宮
と
古
代
難
波
の
国
際
的
性
格
に
関

す
る
総
合
研
究
』
平
成
18
〜
21
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
B
））
研
究
成
果
報

告
書
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
10
）　

七
世
紀
木
簡
の
実
例
に
よ
る
と
、
文
書
・
荷
札
・
付
札
木
簡
は
一
行
書
き
が
基
本
で
あ
る
の

に
対
し
、
記
録
木
簡
は
複
数
行
で
書
か
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
（
鐘
江
宏
之
「
七
世
紀
の
地

方
木
簡
」『
木
簡
研
究
』
二
〇
、
一
九
九
八
年
）。
ち
な
み
に
、
裏
面
の
別
筆
3
も
「
佐
□
□

十
六
」
と
い
う
数
量
記
載
が
あ
り
、か
つ
二
行
（
以
上
）
書
き
で
あ
る
の
で
、記
録
木
簡
で
あ
っ

た
可
能
性
が
高
い
。

（
11
）　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
編
『
三
条
九
ノ
坪
遺
跡
』（
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
第
一
六
八
冊
、

一
九
九
七
年
）。

（
12
）　

東
野
治
之
「
法
隆
寺
伝
来
の
幡
墨
書
銘
」（『
日
本
古
代
金
石
文
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
二
〇

〇
四
年
、
初
出
一
九
九
五
年
）、
佐
藤
宗
諄
「
紀
年
木
簡
と
年
号
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』

一
〇
三
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

（
13
）　

橋
本
義
則
「
山
田
寺
跡
出
土
の
木
簡
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
三
三
九
、
一
九
九
一
年
）、

寺
崎
保
広
「
木
簡
」（
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
山
田
寺
発
掘
調
査
報
告
』
二
〇
〇
二
年
）
な

ど
参
照
。

（
14
）　

大
橋
一
章
「
山
田
寺
造
営
考
」（『
美
術
史
研
究
』
一
六
、
一
九
七
九
年
）、
熊
谷
公
男
「
日

本
百
済
大
寺
の
造
営
と
東
ア
ジ
ア
」（『
東
北
学
院
大
学
論
集　

歴
史
と
文
化
』
四
〇
、
二
〇

〇
六
年
）。

（
15
）　

桜
井
市
教
育
委
員
会
編
『
阿
部
丘
陵
遺
跡
群
』（
一
九
八
九
年
）
な
ど
。

（
16
）　

東
野
治
之
「
上
之
宮
遺
跡
と
聖
徳
太
子
の
上
宮
」（
註（
3
）書
所
収
、
初
出
一
九
九
三
年
）、

仁
藤
敦
史
「
飛
鳥
・
藤
原
の
都
」（
平
野
邦
雄
・
鈴
木
靖
民
編
『
木
簡
が
語
る
古
代
史　

上
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）
な
ど
。

（
17
）　

難
波
宮
址
顕
彰
会
編
『
難
波
宮
跡
研
究
調
査
年
報
一
九
七
四
』（
一
九
七
六
年
）。

（
18
）　

福
山
敏
男
「
難
波
宮
跡
出
土
の
「
宿
世
」
木
簡
に
つ
い
て
」（『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
第

一
集
』
一
九
八
七
年
）。

（
19
）　

古
市
晃
「
難
波
宮
出
土
木
簡
の
諸
問
題
」（『
共
同
研
究
成
果
報
告
書
』
二
、
大
阪
歴
史
博
物

館
、
二
〇
〇
八
年
）。
以
下
、
古
市
氏
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
20
）　

大
阪
市
文
化
財
協
会
編
『
桑
津
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
』（
一
九
九
八
年
）。

（
21
）　

三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
平
成
21
〜
23
年
度
県
営
農
基
盤
整
備
事
業
地
域
（
伊
勢

管
内
）
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
』（
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
三
三
六
、
二
〇
一
三

年
）。

（
22
）　

12
は
大
阪
市
文
化
財
協
会
編
『
難
波
宮
址
の
研
究
第
七
』（
一
九
八
一
年
）、
13
は
同
『
難
波

宮
址
の
研
究
第
十
一
』（
二
〇
〇
〇
年
）、18
は
同
『
同
第
十
八
』（
二
〇
一
二
年
）、16
は
同
『
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
に
よ
る
建
設
工
事
に
伴
う
難
波
宮
跡
・
大
坂
城
跡
発
掘
調
査
報
告

（
N 

W
〇
六
│
二
）
報
告
書
』（
二
〇
〇
六
年
）、
17
は
大
阪
市
教
育
委
員
会
・
大
阪
市
文
化
財

協
会
編
『
平
成
一
四
年
度
大
阪
市
内
埋
蔵
文
化
財
包
含
地
発
掘
調
査
報
告
書
』（
二
〇
〇
四
年
）、

14
・
15
は
『
大
坂
城
跡
Ⅱ　

大
坂
城
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅱ
』（
前
掲
註（
7
））
な
ど
。

（
23
）　

川
越
俊
一
「
藤
原
京
条
坊
年
代
考
」（『
研
究
論
集
XI
』
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第

六
〇
冊
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
。

（
24
）　

伊
場
遺
跡
群
は
浜
松
市
教
育
委
員
会
編
『
伊
場
遺
跡
総
括
編
（
文
字
資
料
・
時
代
別
総
括
）』

（
二
〇
〇
八
年
）、
西
河
原
遺
跡
群
は
滋
賀
県
立
安
土
城
考
古
博
物
館
編
『
古
代
地
方
木
簡
の
世

紀
』（
二
〇
〇
八
年
）、
屋
代
遺
跡
群
は
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
長
野
県
屋
代
遺
跡

群
出
土
木
簡
』（
長
野
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
第
五
四
集
、
一
九
九
六

年
）、
観
音
寺
遺
跡
は
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編
『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
（
観
音
寺
遺
跡
木

簡
篇
）』（
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査
報
告
書
第
四
〇
集
、
二
〇
〇
二
年
）、
同
『
観

音
寺
遺
跡
Ⅳ
（
第
3
分
冊　

木
簡
編
）』（
同
第
七
一
集
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。

（
25
）　

東
野
治
之
「
出
土
資
料
か
ら
み
た
漢
文
の
受
容
」（『
国
文
学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
四
四

│
一
一
、一
九
九
九
年
）。

（
26
）　

渡
辺
晃
宏
「
志
摩
国
の
贄
と
二
条
大
路
木
簡
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
〇
〇
、一
九
九
六
年
）、

樋
口
知
志
「
難
波
宮
跡
北
西
部
出
土
の
食
料
品
付
札
木
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古

代
文
化
』
一
〇
三
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
物
品
名
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
贄
の

荷
札
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
栄
原
永
遠
男
註（
7
）論
文
も
贄
の
木
簡
と
み
て
い
る
。

（
27
）　

a
・
c
説
に
鈴
木
靖
民
「
難
波
宮
木
簡
を
め
ぐ
る
視
角
」（『
東
ア
ジ
ア
の
古
代
文
化
』

一
〇
三
、二
〇
〇
〇
年
）、b
説
に
前
田
晴
人「
難
波
出
土
の「
王
母
前
」木
簡
を
め
ぐ
っ
て
」（『
飛

鳥
時
代
の
政
治
と
王
権
』
清
文
堂
、
二
〇
〇
五
年
）、
森
公
章
「
七
世
紀
の
荷
札
木
簡
と
税
制
」
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（『
木
簡
研
究
』
二
八
、二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

（
28
）　

上
下
二
片
か
ら
な
る
№
14
は
、
中
間
を
欠
き
、
下
片
の
下
端
は
二
次
的
に
削
る
。
下
片
の
最

後
の
文
字
は
ウ
冠
が
確
認
で
き
、「
家
」
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
人
名

が
二
人
分
書
か
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
に
「
三
枝
部
赤
男
調
」（
飛

藤1-201

号
）、「
□〔

雀

□部
ヵ
〕首

調
」（
同202

号
）、「
伊
西
部
□

調
」（
同920

号
）
な
ど
、「
人

名
+
調
」
と
い
う
書
式
の
事
例
が
あ
り
、
地
名
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、

№
14
も
荷
札
と
な
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
た
。

（
29
）　

舘
野
和
己
「
律
令
制
の
成
立
と
木
簡
」（『
木
簡
研
究
』
二
〇
、
一
九
九
八
年
）。
以
下
、
本

節
に
お
け
る
舘
野
氏
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
30
）　

平
川
南
「
百
済
の
都
出
土
の
「
連
公
」
木
簡
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
五

三
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
31
）　

栄
原
永
遠
男
『
万
葉
歌
木
簡
を
追
う
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
。
な
お
、
九
文

字
目
「
之
」
は
「
し
」
の
音
を
示
す
可
能
性
も
あ
る
が
、「
斯
」（
し
）
と
区
別
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
仮
に
「
の
」
と
し
た
。

（
32
）　

東
野
治
之
「
木
簡
に
現
わ
れ
た
「
某
の
前
に
申
す
」
と
い
う
形
式
の
文
書
に
つ
い
て
」（『
日

本
古
代
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、一
九
八
三
年
）、李
成
市
「
韓
国
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
」（『
木

簡
研
究
』
一
九
、
一
九
九
七
年
）、
註（
6
）拙
著
第
九
・
十
章
な
ど
参
照
。

（
33
）　

た
だ
し
一
点
気
に
な
る
前
白
木
簡
と
し
て
、
飛
鳥
池
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
大
徳
御
前
頓
首

□
」
と
書
か
れ
た
七
世
紀
後
半
頃
の
木
簡
が
あ
る
（
飛
藤1-940

号
）。
本
木
簡
は
上
部
の
左

右
に
切
り
込
み
が
あ
り
、
荷
札
・
付
札
状
を
呈
す
る
。
し
か
し
、
下
端
が
折
れ
て
お
り
、
物

品
進
上
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
か
ど
う
か
現
状
で
は
確
か
め
ら
れ
な
い
。

（
34
）　

高
田
良
信
「
釈

三
尊
像
の
台
座
裏
か
ら
発
見
さ
れ
た
十
二
文
字
の
墨
書
」（『
伊
珂
留
我
一

二
』
一
二
、
一
九
九
〇
年
）。

（
35
）　

東
野
治
之「
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
台
座
の
墨
書
銘
」（
註（
12
）書
所
収
、
初
出
二
〇
〇
一

年
）。

（
36
）　

舘
野
和
己
「
釈

三
尊
像
台
座
か
ら
新
発
見
の
墨
書
銘
」（『
伊
珂
留
我
』
一
五
、
一
九
九
四

年
）。
以
下
、
本
節
に
お
け
る
舘
野
氏
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
37
）　

東
野
治
之
「
古
代
日
本
の
文
字
文
化
」（
平
川
南
編
『
古
代
日
本　

文
字
の
来
た
道
』
大
修

館
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
註（
3
）論
文
。

（
38
）　

釈

三
尊
像
や
銘
文
の
年
代
を
七
世
紀
後
半
と
す
る
異
説
も
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
に
対
し

て
は
東
野
治
之
氏
が
反
論
を
加
え
て
い
る
。
東
野
治
之「
法
隆
寺
金
堂
釈

三
尊
像
の
光
背
銘
」

（
註（
12
）書
所
収
）。

（
39
）　

新
川
登
亀
男
「
日
本
古
代
の
文
字
文
明
」（
河
野
貴
美
子
・
ヴ
ィ
ー
ブ
ケ
デ
ー
ネ
ー
ケ
編
『
ア

ジ
ア
遊
学
162　

日
本
に
お
け
る
「
文
」
と
「
ブ
ン
ガ
ク
」』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
年
）。

（
40
）　

李
成
市
「
古
代
朝
鮮
の
文
字
文
化
」（『
古
代
日
本　

文
字
の
来
た
道
』
前
掲
註（
37
））な
ど
。

（
41
）　

笠
井
倭
人
「
加
不
至
費
直
の
系
譜
に
つ
い
て
」（『
古
代
の
日
朝
関
係
と
日
本
書
紀
』
吉
川
弘

文
館
、二
〇
〇
〇
年
、初
出
一
九
七
一
年
）
は
、論
文
発
表
時
に
知
ら
れ
て
い
た
用
例
を
集
め
て
、

「
借
字
費
直
の
使
用
は
す
で
に
六
世
紀
の
初
頭
よ
り
み
ら
れ
、
そ
れ
は
推
古
朝
頃
ま
で
続
く
が
、

そ
の
後
、
極
め
て
短
期
間
の
借
字
費
の
使
用
時
期
を
経
て
、「
庚
午
年
籍
」
作
成
期
に
至
る
と
、

原
則
的
に
直
字
に
統
一
さ
れ
終
っ
た
」
と
判
断
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
出
土
し
た
七

世
紀
後
半
頃
の
木
簡
に
「
費
直
」
と
書
か
れ
た
事
例
（
図
2
の
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
出
土
木

簡
な
ど
）
が
あ
る
よ
う
に
、「
費
直
」
↓
「
費
」
↓
「
直
」
と
綺
麗
に
切
り
替
わ
る
わ
け
で
は

な
い
。
と
は
い
え
、「
費
直
」「
費
」
が
「
直
」
よ
り
も
古
い
表
記
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

（
42
）　

厳
密
に
い
え
ば
、
内
蔵
と
大
蔵
が
い
つ
の
時
点
で
分
化
す
る
の
か
（『
古
語
拾
遺
』
の
記
述

を
鵜
呑
み
に
で
き
る
か
ど
う
か
）
と
い
う
問
題
と
も
関
わ
る
が
、「
大
椋
」
は
と
も
か
く
も
、

「
椋
」
は
簡
単
に
内
蔵
と
一
対
一
で
対
応
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
も
し
内
蔵
と
大
蔵
の
分
化
が

遅
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
椋
費
」
は
内
蔵
氏
・
大
蔵
氏
の
両
方
を
含
み
こ
む
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
問
題
は
本
稿
の
論
旨
に
直
接
関
わ
ら
な
い
た
め
、特
に
深
追
い
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

内
蔵
と
大
蔵
の
分
化
に
関
わ
っ
て
は
、
石
上
英
一
「
大
蔵
省
成
立
史
考
」（
彌
永
貞
三
先
生
還

暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代
の
社
会
と
経
済　

上
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
）
な
ど
参
照
。

（
43
）　

吉
川
聡
「
律
令
官
司
制
の
構
造
と
そ
の
成
立
」（『
日
本
史
研
究
』
四
四
四
、
一
九
九
九
年
）。

（
44
）　

東
野
治
之
「
奈
良
平
安
時
代
の
文
献
に
現
わ
れ
た
木
簡
」（『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』

塙
書
房
、
一
九
七
七
年
、
初
出
一
九
七
四
年
）。

（
45
）　

原
秀
三
郎
「
倉
札
・
札
家
考
」（『
木
簡
研
究
』
八
、
一
九
八
六
年
）、
同
「
木
簡
と
墨
書
土
器
」

（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
5　

古
代
4
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
）。

（
46
）　

平
川
南
「
倉
札
」（『
古
代
地
方
木
簡
の
研
究
』吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
三
年
、初
出
一
九
九
〇

年
）。

（
47
）　

ク
ラ
と
関
わ
る
大
型
木
簡
と
い
え
ば
、
伊
場
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
屋
椋
帳
」
と
称
さ
れ
る

長
さ
一
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
大
型
木
簡
（
黎64

号
）
も
想
起
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ

は
多
数
の
人
名
を
列
記
し
、
各
人
名
の
下
に
は
「
屋
」
も
し
く
は
「
椋
」
と
記
し
、
そ
の
下
に

は「
一
」な
い
し「
二
」の
よ
う
な
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
駅
評
人
」「
五
十
戸
造
」

「
加
□〔

毛

□江
ヵ
〕五

十
戸
人
」
な
ど
の
語
句
が
み
ら
れ
、
五
十
戸
表
記
か
ら
天
武
一
〇
年
（
六
八
一
）

以
前
と
推
定
さ
れ
る
木
簡
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
倉
札
と
は

直
接
の
関
係
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
本
木
簡
に
つ
い
て
は
、伊
場
遺
跡
の
存
在
す
る
淵
評
の
屋
・

椋
を
書
き
上
げ
た
も
の
と
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
鐘
江
宏
之
氏
は
、「
日

下
部
□
木
椋
二
今
作
」「
今
□
」
と
い
う
記
述
に
着
目
し
、
個
人
が
椋
を
一
度
に
二
度
造
営
す

る
こ
と
は
考
え
に
く
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
た
人
々
が
屋
・
椋
の
造
営
作

業
に
ど
の
程
度
従
事
し
た
の
か
を
書
き
上
げ
た
帳
簿
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
一
」
な
い
し
「
二
」
と
釈
読
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
数
字
と
い
う
よ
り
は
右
下
が
り
の
線
と

し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
り
、
度
数
を
示
し
た
一
本
線
も
し
く
は
二
本
線
と
い
う
理
解
を
示
し

て
い
る
。
鐘
江
宏
之
「
伊
場
遺
跡
出
土
木
簡
に
み
る
七
世
紀
の
文
書
木
簡
利
用
」（『
学
習
院

大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
五
四
、
二
〇
〇
八
年
）。
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（
48
）　

八
木
充
「
出
挙
木
簡
覚
書
」（『
日
本
古
代
出
土
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
初

出
一
九
九
五
年
）、
三
上
喜
孝
註（
4
）書
第
Ⅱ
部
、
平
川
南
註（
46
）書
第
四
章
な
ど
。

（
49
）　

平
川
南
・
清
武
雄
二
・
三
上
喜
孝
・
田
中
史
生
「
井
上
薬
師
堂
遺
跡
出
土
木
簡
の
再
検
討
」（
小

郡
市
教
育
委
員
会
編
『
上
岩
田
遺
跡
調
査
概
報
』
小
郡
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
四
二
集
、

二
〇
〇
〇
年
）。

（
50
）　

史
料
5
よ
び
後
掲
史
料
6
の
木
簡
に
つ
い
て
は
、註（
6
）拙
著
第
十
一
章
で
詳
し
く
論
じ
た
。

釈
文
も
私
見
に
よ
っ
て
一
部
改
め
た
。

（
51
）　

椋
人
に
つ
い
て
は
、直
木
孝
次
郎
「
人
制
の
研
究
」（『
日
本
古
代
国
家
の
構
造
』
青
木
書
店
、

一
九
五
八
年
）
参
照
。

（
52
）　

田
中
史
生
「
倭
国
史
と
韓
国
木
簡
」（
鈴
木
靖
民
編
『
日
本
古
代
の
王
権
と
東
ア
ジ
ア
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。

（
53
）　

犬
飼
隆
「
森
ノ
内
遺
跡
出
土
手
紙
木
簡
の
書
記
様
態
」（『
木
簡
に
よ
る
日
本
語
書
記
史

【
2 

0 

1 

1
増
訂
版
】』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
五
年
）。

（
54
）　

大
橋
信
弥
「
近
江
に
お
け
る
律
令
国
家
成
立
期
の
一
様
相
」（『
淡
海
文
化
財
論
叢
』
一
、

二
〇
〇
六
年
）。

（
55
）　

田
中
史
生
「
六
世
紀
の
倭
・
百
済
関
係
と
渡
来
人
」（
辻
秀
人
編
『
百
済
と
倭
国
』
高
志
書

院
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
王
辰
爾
」（
鎌
田
元
一
編
『
古
代
の
人
物
1　

日
出
づ
る
国
の
誕
生
』

清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
56
）　

笹
川
尚
紀「
白
猪
屯
倉
・
児
島
屯
倉
に
関
す
る
初
歩
的
研
究
」（
新
川
登
亀
男
・
早
川
万
年
編『
史

料
と
し
て
の
『
日
本
書
紀
』』
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。

（
57
）　

犬
飼
隆「「
烏
羽
之
表
」事
件
の
背
景
」（『
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集　

国
文
学
科
篇
』五
七
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
58
）　

岸
俊
男「
日
本
に
お
け
る「
戸
」の
源
流
」（『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』塙
書
房
、一
九
七
三
年
、

初
出
一
九
六
四
年
）。

（
59
）　

山
本
崇
「
オ
シ
テ
フ
ミ
考
」（
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
文
化
財
論
叢
Ⅳ
』
奈
良
文
化
財
研

究
所
学
報
第
九
二
冊
、
二
〇
一
二
年
）。
山
本
論
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
曇
徴
が
紙
を
も
た

ら
す
以
前
の
段
階
に
は
、
布
な
い
し
そ
れ
に
近
い
状
態
の
品
質
の
紙
が
書
写
材
料
と
し
て
使

用
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

（
60
）　

岸
俊
男
註（
58
）論
文
、
角
林
文
雄
「
木
簡
を
意
味
す
る
文
字
に
つ
い
て
」（『
日
本
古
代
の
政

治
と
経
済
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）
な
ど
。

（
61
）　

尹
善
泰
（
朴
珉
慶
訳
）「
木
簡
か
ら
み
た
百
済
泗

都
城
の
内
と
外
」（
朝
鮮
文
化
研
究
所
編

『
韓
国
出
土
木
簡
の
世
界
』
雄
山
閣
、
二
〇
〇
七
年
）、
国
立
扶
余
博
物
館
編
『
百
済
木
簡
』（
李

鎔
賢
執
筆
、
林
景
華
訳
、
二
〇
〇
八
年
）、
李
炳
鎬
（
橋
本
繁
訳
）「
扶
余
陵
山
里
出
土
木
簡

の
性
格
」（『
木
簡
研
究
』
三
三
、
二
〇
一
一
年
）、
田
中
史
生
註（
52
）論
文
な
ど
。
以
下
、
陵

山
里
寺
址
出
土
木
簡
の
関
す
る
四
氏
の
見
解
は
、
こ
れ
ら
に
よ
る
。
な
お
、
陵
山
里
寺
址
出

土
木
簡
の
出
典
は
、
国
立
昌
原
文
化
財
研
究
所
編
『
韓
国
의
古
代
木
簡
』（
二
〇
〇
四
年
）
所

載
の
も
の
は
「
韓
○
号
」
と
略
記
号
で
示
し
、そ
れ
以
外
の
も
の
は
『
百
済
木
簡
』
に
従
い
、「
陵

○
号
」
と
略
記
号
で
示
す
。

（
62
）　

岸
俊
男
「
古
代
刀
剣
銘
と
稲
荷
山
鉄
剣
銘
」（『
日
本
古
代
文
物
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
八

八
年
、
初
出
一
九
八
四
年
）
が
、「
日
付
+
記
」
と
い
う
記
載
の
源
流
を
探
る
試
み
を
す
る
。

（
63
）　

平
川
南「
正
倉
院
佐
波
理
加
盤
付
属
文
書
の
再
検
討
」（『
日
本
歴
史
』七
五
〇
、二
〇
一
〇
年
）。

（
64
）　

橋
本
繁
「
近
年
出
土
の
韓
国
木
簡
に
つ
い
て
」（『
木
簡
研
究
』
三
三
、
二
〇
一
一
年
）、
李

成
市
「
羅
州
伏
岩
里
百
済
木
簡
の
基
礎
的
研
究
」（『
日
本
古
代
の
王
権
と
東
ア
ジ
ア
』
前
掲

註（
52
））、
金
聖
範
（
橋
本
繁
訳
）「
羅
州
伏
岩
里
遺
跡
出
土
百
済
木
簡
と
そ
の
他
の
文
字
関

連
遺
物
」（『
木
簡
研
究
』
三
四
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
参
照
。

（
65
）　

三
上
喜
孝
「
古
代
東
ア
ジ
ア
出
挙
制
度
試
論
」（
註（
4
）書
所
収
、
初
出
二
〇
〇
九
年
）。

（
66
）　

多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
初
期
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、
東
野
治
之
「『
論
語
』『
千
字
文
』

と
藤
原
宮
木
簡
」（
註（
44
）書
所
収
、
初
出
一
九
七
六
年
）、
同
「
平
城
京
出
土
資
料
よ
り
み

た
難
波
津
の
歌
」（
註（
32
）書
所
収
、
初
出
一
九
七
八
年
）
を
あ
げ
る
に
と
ど
め
る
。

（
67
）　

三
上
喜
孝「
習
書
木
簡
か
ら
み
た
文
字
文
化
受
容
の
問
題
」（
註（
4
）書
所
収
、初
出
二
〇
〇
六

年
）、
舘
野
和
己
「
日
本
へ
の
文
字
文
化
の
伝
来
」（『
若
手
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム（
四
）』（
奈
良
女

子
大
学
21
世
紀
C 

O 

E
プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
集vol.26 

、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
68
）　

橋
本
繁
「
金
海
出
土
『
論
語
木
簡
』
に
つ
い
て
」、
同
「
古
代
朝
鮮
に
お
け
る
『
論
語
』
受

容
再
論
」（
と
も
に
『
韓
国
木
簡
の
世
界
』
前
掲
註（
61
）な
ど
。
以
下
、特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、

橋
本
氏
の
見
解
は
こ
れ
ら
に
よ
る
。

（
69
）　

ⓐ
は
東
野
治
之
「
近
年
出
土
の
飛
鳥
京
と
韓
国
の
木
簡
」（『
日
本
古
代
史
料
学
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
五
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）、
ⓑ
は
橋
本
繁
註（
68
）論
文
、
李
成
市
「
新
羅
の
識
字
教

育
と
『
論
語
』」（
高
田
時
雄
編
『
漢
字
文
化
三
千
年
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。

（
70
）　

冨
谷
至
「
書
記
官
へ
の
道
」（『
文
書
行
政
の
漢
帝
国
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、二
〇
一
〇
年
、

初
出
二
〇
〇
九
年
）、同
「
視
角
木
簡
へ
の
展
望
」（
角
谷
常
子
編
『
東
ア
ジ
ア
の
簡
牘
と
社
会
』

中
国
法
政
大
学
法
律
古
籍
整
理
研
究
所
・
奈
良
大
学
簡
牘
研
究
会
・
中
国
法
律
史
学
会
古
代

法
律
文
献
専
業
委
員
会
、
二
〇
一
二
年
）。

（
71
）　

李
成
市
「
韓
国
出
土
木
簡
と
東
ア
ジ
ア
世
界
論
」（
角
谷
常
子
編
『
東
ア
ジ
ア
木
簡
学
の
た

め
に
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
四
年
）。

（
72
）　

な
お
、
李
成
市
註（
71
）論
文
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
は
ⓑ
説
を
と
っ
て
い
た
橋
本
繁
氏
も
、「
韓

国
出
土
『
論
語
』
木
簡
の
形
態
と
用
途
」（
金
慶
浩
・
李
昤
昊
編
『『
論
語
』
と
東
ア
ジ
ア
』
成

均
館
大
学
校
出
版
部
、
二
〇
一
二
年
、
ハ
ン
グ
ル
語
）
で
は
、『
論
語
』
の
暗
唱
や
習
書
は
、

実
用
性
よ
り
は
『
論
語
』
の
象
徴
性
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
書
写
さ
れ
た
文
字
そ

の
も
の
が
呪
術
的
な
意
味
を
も
っ
て
お
り
、
新
羅
の
小
京
や
郡
の
学
校
に
お
け
る
釈
奠
の
よ

う
な
儀
礼
で
使
用
さ
れ
た
と
い
う
新
た
な
解
釈
を
示
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
73
）　

奈
良
文
化
財
研
究
所
編
『
飛
鳥
藤
原
京
木
簡
一
（
解
説
）』（
二
〇
〇
七
年
）
二
四
六
号
木
簡

解
説
。
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（
74
）　

多
田
伊
織
「
観
音
寺
遺
跡
出
土
『
論
語
』
木
簡
の
位
相
」（『
観
音
寺
遺
跡
Ⅰ
（
観
音
寺
遺
跡

木
簡
篇
）』
前
掲
註（
24
））。

（
75
）　

渡
辺
晃
宏
『
平
城
京
一
三
〇
〇
年
「
全
検
証
」』（
柏
書
房
、二
〇
一
〇
年
）
二
九
〜
三
一
頁
、

馬
場
基
「
木
簡
の
作
法
と
100
年
の
理
由
」（
奈
良
文
化
財
研
究
所
・
大
韓
民
国
国
立
文
化
財
研

究
所
編
『
日
韓
文
化
財
論
集
Ⅱ
』
奈
良
文
化
財
研
究
所
学
報
第
八
七
冊
、二
〇
一
一
年
）
な
ど
。

（
76
）　

吉
川
聡
註（
43
）論
文
。

（
77
）　

馬
場
基
註（
75
）論
文
。

（
78
）　

舘
野
和
己
註（
29
）論
文
。
以
下
、
本
節
に
お
け
る
舘
野
氏
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
79
）　

關
尾
史
郎
「
高
昌
国
上
奏
文
書
管
窺
」（
池
田
温
編
『
日
中
律
令
制
の
諸
相
』
東
方
書
店
、

二
〇
〇
二
年
）。
な
お
、
關
尾
氏
は
こ
う
し
た
見
解
を
導
く
に
あ
た
り
、
杉
本
一
樹
論
文
か
ら

示
教
を
受
け
た
と
記
し
て
お
り
、
本
稿
で
も
杉
本
論
文
に
多
く
学
ん
だ
。
杉
本
一
樹
『
日
本

古
代
文
書
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
80
）　

渡
辺
晃
宏
「
木
簡
か
ら
万
葉
の
世
紀
を
読
む
」（『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
叢
書
20　

奈
良
時
代

の
歌
び
と
』
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
木
簡
の
世
紀
以
前
」（『
推
論
機
能
を
有
す
る
木
簡
な
ど
出

土
文
字
資
料
の
文
字
自
動
認
識
シ
ス
テ
ム
の
開
発
』
平
成
15
年
度
〜
平
成
19
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
基
盤
研
究（
S
）成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
「
日
本
に
お
け
る
文
書
木
簡
の

成
立
と
展
開
」（『
東
ア
ジ
ア
の
簡
牘
と
社
会
』
前
掲
註（
70
））
な
ど
。
以
下
、
渡
辺
氏
の
見

解
は
こ
れ
ら
に
よ
る
。

（
81
）　

東
野
治
之
註（
3
）論
文
、
同
註（
37
）論
文
。
以
下
、
本
節
に
お
け
る
東
野
氏
の
見
解
は
こ
れ

ら
に
よ
る
。

（
82
）　

大
化
改
新
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
は
、
実
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
現
在
ま
で
の
研
究
状
況
と

私
見
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
大
化
改
新
と
改
革
の
実
像
」（『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
2　

古
代

2
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
で
概
要
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
83
）　

山
本
崇
註（
59
）論
文
。
以
下
、
山
本
氏
の
見
解
は
こ
れ
に
よ
る
。

（
84
）　

藤
原
京
跡
左
京
七
条
一
坊
出
土
木
簡
の
基
本
的
性
格
は
、
註（
6
）拙
著
第
五
・
六
章
で
詳
細

な
検
討
を
加
え
た
。

（
85
）　

東
野
治
之
註（
69
）論
文
。

（
86
）　

鐘
江
宏
之「
口
頭
伝
達
と
文
書
・
記
録
」（
上
原
真
人
他
編『
列
島
の
古
代
史
6　

言
語
と
文
字
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
87
）　

東
野
治
之
「
飛
鳥
時
代
木
簡
と
上
代
語
」（『
橿
原
考
古
学
研
究
所
論
集
第
一
五
』
八
木
書
店
、

二
〇
〇
八
年
）。
東
野
氏
に
よ
る
訓
読
と
は
別
に
、「
己
卯
年
八
月
十
七
日
、
白
し
奉

た
て
ま
つる

経
の

こ
と
。
観
世
音
経
十
巻
、
記
し
白
す
な
り
」、「
己
卯
年
八
月
十
七
日
白
す
、
奉

た
て
ま
つる

経
の
観
世

音
経
十
巻
を
記
し
白
す
な
り
」
の
二
案
も
考
え
ら
れ
る
。

（
88
）　

吉
川
真
司
「
飛
鳥
池
木
簡
の
再
検
討
」（『
木
簡
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇
一
年
）。

（
89
）　

奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
編
『
木
簡
黎
明
』（
二
〇
一
〇
年
）
木
簡
136
解
説
。

（
90
）　

註（
6
）拙
著
第
十
一
章
で
は
、大
橋
信
弥
「
十
里
遺
跡
出
土
の
天
武
朝
木
簡
に
つ
い
て
」（『
古

代
豪
族
と
渡
来
人
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
〇
四
年
、初
出
二
〇
〇
二
年
）
を
批
判
的
に
検
討
し
て
、

「
宮
大
夫
勾
連
渚
と
相
謀
り
賜
り
て
即
ち
下
せ
」
と
い
う
訓
読
案
を
示
し
、「
宮
大
夫
勾
連
渚

と
相
談
の
上
、
某
人
（
木
簡
に
記
載
さ
れ
ず
）
相
謀
り
賜
り
て
即
ち
下
せ
」
と
い
う
意
味
だ

と
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
新
た
な
釈
読
を
踏
ま
え
、「
官
大
夫
勾
連
と
相
謀
り
賜
り
て
即
ち
下

せ
」
と
釈
読
を
改
め
た
い
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
今
後
慎
重
に
考
え
直
し
て
み
た
い
。

新
た
な
釈
読
を
踏
ま
え
て
ⓓ
を
検
討
し
た
、
雨
森
智
美
「
釈
文
の
訂
正
と
追
加　

滋
賀
・
十

里
遺
跡
」（『
木
簡
研
究
』
三
三
、
二
〇
一
一
年
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
91
）　

た
だ
し
、
問
題
の
木
簡
が
一
点
あ
る
。
藤
原
宮
跡
出
土
の
「
符
処
々
塞
職
等
」
と
記
さ
れ
た

木
簡
で
あ
る
（
藤1-12

号
）。「
塞
職
」
と
い
う
浄
御
原
令
官
制
を
思
わ
せ
る
官
職
名
が
記
さ

れ
て
お
り
、
七
世
紀
末
の
木
簡
と
な
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
本
木
簡
が
出

土
し
た
遺
構
か
ら
は
、
八
世
紀
初
頭
の
木
簡
も
出
土
し
て
い
る
。
大
宝
公
式
令
に
も
と
づ
く

「
符
」
と
は
、
所
管
官
司
か
ら
被
管
官
司
に
下
す
際
に
使
用
さ
れ
る
文
書
様
式
で
あ
る
。
だ
が

本
木
簡
の
場
合
、
上
級
者
（
上
級
機
関
）
に
よ
る
「
お
お
す
」
と
い
う
行
為
を
「
符
」
と
表

記
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
92
）　

早
川
庄
八
「
公
式
様
文
書
と
文
書
木
簡
」（『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
七
年
、
初
出
一
九
八
五
年
）
な
ど
。

（
93
）　

拙
稿
「
日
本
古
代
木
簡
の
視
角
機
能
」（
註（
71
）書
所
収
）。

（
94
）　

三
上
喜
孝
註（
4
）論
文
。

（
95
）　

鐘
江
宏
之
『
日
本
の
歴
史
3　

律
令
国
家
と
万
葉
び
と
』（
小
学
館
、二
〇
〇
八
年
）、同
「
藤

原
京
造
営
期
の
日
本
に
お
け
る
外
来
知
識
の
摂
取
と
内
政
方
針
」（
鐘
江
宏
之
・
鶴
間
和
幸
編

『
東
ア
ジ
ア
海
を
め
ぐ
る
交
流
の
歴
史
的
展
開
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
96
）　

東
野
治
之
「
日
出
処
・
日
本
・
ワ
ー
ク
ワ
ー
ク
」（『
遣
唐
使
と
正
倉
院
』岩
波
書
店
、一
九
九
二

年
、
初
出
一
九
九
一
年
）。

（
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
一
四
年
一
月
七
日
受
付
、
二
〇
一
四
年
五
月
二
六
日
審
査
終
了
）



Bulletin of the National Museum of Japanese History
Vol.194 March 2015

The Dawn of Ancient Japanese Wooden Tablets 

100

ICHI Hiroki

Through a reexamination of some of Japan’s oldest wooden tablets, a reinterpretation of the writing 

in sumi ink on the supplementary material of the pedestal of the Shaka Triad enshrined in the Kon-do 

（Main Hall） of Horyu-ji Temple, and a comparison with Baekje wooden tablets, this study examines 

the start and development of use of wooden tablets in the Japanese Islands and draws the following 

conclusions.

（1） As suggested by the legends of Wani （Wang In） and Oh Jin-ni , wooden tablets were 

introduced to the Japanese Islands at earliest in the fifth century or at latest in the latter half of the 

sixth century by immigrants from Baekje and other parts of the Korean Peninsula. Though there is no 

supporting evidence, putting all accounts together, including the articles of Nihon Shoki （the Chronicle 

of Japan）, it can be deduced that the use of wooden tablets was limited to the area in and around the 

imperial capital, miyake （imperial-controlled territories）, and regional hubs. It is considered that at 

that time, wooden tablets for record purposes were adopted ahead of others. They were used mainly 

for management of people and goods, in particular when verbal communication was unavailable.

（2） Around in the 640s, the use of wooden tablets spread to some degree. Their existence is 

corroborated by excavation research. Still, as a rule, the use was limited to the imperial capital and its 

surroundings, such as Asuka and Naniwa. Not only was the use geographically confined but also the 

number of wooden tablets excavated from that time is limited. Nevertheless, there is an important 

finding that various kinds of wooden tablets were used in their early stages, such as document, 

record, shipping label, tag, writing practice, and other wooden tablets. A close examination into the 

content of wooden tablets reveals that compared to later use, many wooden tablets were free from 

typical document styles and used in rather special circumstances. This means that there were fewer 

occasions to use wooden tablets in everyday administration at that time than later.

（3） The Tenmu period （672-686） saw an explosive increase in the use of wooden tablets. 

Especially, wooden tablets dated using imperial year names appeared consecutively after 675 （Tenmu 

4）. Moreover, wooden tablets were excavated not only from sites in and around the imperial capital 

but also in other provinces. With regard to the type and content of wooden tablets, the use of shipping 

labels multiplied dramatically, and document wooden tablets to report to higher officials, such as 
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zenpaku mokkan, were often used. In addition, wooden tablets were also frequently used for record 

and writing practice purposes. In contrast, document wooden tablets to give directions to subordinates 

were rarely produced. There was a historical background behind this remarkable development of the 

wooden tablet culture; with the establishment of the ritsuryo nation of Japan, the imperial government 

expanded its territory and document administration system to rural areas. From the Tenmu period 

to the Jito period （687-697）, when it had no diplomatic relationship with China （the Tang Dynasty）, 

Japan promoted nation building through direct interchanges with Silla and full use of knowledge of 

migrant descendants and Baekje exiles. Therefore, the wooden tablets produced at that time were 

significantly affected by Korean wooden tablets.

（4） In 701 （Taiho 1）, a mission to the Tang Dynasty was arranged for the first time in the past 

three decades （the dispatch was postponed one year due to bad weather）, Taiho Ritsuryo （the Code 

of Taiho） was formulated and put in effect, and the use of the original era name, Taiho, started. 

Japan was more inclined to learn the latest system at that time directly from China rather than learn 

old Chinese systems through the Korean Peninsula. At the same time, Japan started to imitate the 

description, document style, and calligraphy manner of wooden tablets of the Tang Dynasty, and the 

influence of the Korean Peninsula was weakening.

Key words: Japan’s oldest wooden tablets, Horyu-ji Kon-do Shaka Triad pedestal inscription, Baekje 

wooden tablets


